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植栽No. 和名 科 学名 分布 導入経路 解説
926 アイアスカイノデ オシダ Polystichum longifrons 本州（岩手県以南）・四国・九州 不明 常緑のシダ。

764 アイグロマツ マツ Pinus × densithunbergii おもにアカマツとクロマツの分布が接するところ 天恩郷のクロマツとアカマツ由来の可能性が高い アカマツとクロマツの雑種。どちらが花粉親になるかで形態的特徴が異
なる。別名アカクロマツ。

663 アイズスゲ カヤツリグサ Carex hondoensis 本州(日本海側および北関東、東北地方南部） 石川県　津軽俊介ほか　1989年4月29日 花期５－６月

1102 アイノコフユイチゴ バラ Rubus × pseudohakonensis おもにフユイチゴとミヤマフユイチゴの分布が接数るところ 京都府　澤田　徹・赤松富子　2017年9月11日 花期は9月－10月頃。枝や萼片などに長毛が混じることなどから、フユイ
チゴR. buergeriとミヤマフユイチゴR. hakonennsisの雑種と考えられてい

525 アオイスミレ スミレ Viola hondoensis 北海道・本州・四国・九州・韓国（鬱陵島）・中国（東部） 不明 花期は3月－4月。和名は、葉の様子がウマノスズクサ科のフタバアオイ
A. caulescensに似るから、とされている（牧野1962）。日本に産するニオ
イスミレ類は、他にエゾアオイスミレV. teshioensisのみだが、ともに強い
芳香はない（牧・山本2015）。

880 アオキ アオキ Aucuba japonica 北海道・本州・四国・九州・琉球 不明 花期３－５月

583 アオネカズラ ウラボシ Goniophlebium niponicum 本州(富山県と関東西部以西)・四国・九州・中国 京都府　津軽俊介　昭和40年代前半 夏に落葉する冬緑生のシダで、低山地の樹幹や岩上に着生する。京都
府レッドデータブック2015では絶滅寸前種に指定されている。

881 アオハダ モチノキ Ilex macropoda 北海道・本州・四国・九州・朝鮮・中国（中南部） 不明 花期は5月－6月。山地に普通な落葉高木で雌雄異株。和名は、樹皮の
内皮が緑色であることにちなむ。

1065 アオベンケイ ベンケイソウ Hylotelephium viride 本州（中部地方以西）～九州 福井県　村田源・高橋隆・澤田眞　1992年6月7日 花期は9月－10月。京都府レッドリスト（2013）では絶滅寸前種に選定さ
れている。750 アカシデ カバノキ Carpinus laxiflora 北海道・本州・四国・九州・朝鮮・中国 不明（樹齢若く自生の可能性） 花期４－５月

763 アカマツ マツ Pinus densiflora 北海道（南部）・本州・四国・九州・朝鮮・中国（東北部） 天恩郷のアカマツ（植栽または実生による自生）の実生と思
われる

花期４－５月
アキギリ 本州（北陸地方～近畿地方） 不明 花期は8月－10月ごろ。山の木陰に生える多年草。茎は直立または倒れ

て斜上する。
745 アキギリ シソ Salvia glabrescens 本州（北陸地方～近畿地方） 不明 花期は8月－9月頃。山の木陰に生える多年草。日本固有種。花色は濃

紫色からごく薄い紅紫色など、産地によっても様々である。栽培品は白
384 アキチョウジ シソ Isodon longitubus 本州(岐阜県以西)・四国・九州 不明 花期８－１０月

482 アキチョウジ シソ Isodon longitubus 本州(岐阜県以西)・四国・九州 不明 花期８－１０月

559 アキニレ ニレ Ulmus parvifolia 本州(中部以西)・四国・九州・琉球諸島・朝鮮半島・台湾・中国 竹内園長時代　経路不明 花期は9月。荒地や川岸などに生える落葉高木。和名は、ハルニレ（ニ
レ）に対し秋に咲くことから。‘ニレ’は滑る（ヌレ）の意で、樹皮をはがすと
ぬるぬるするからといわれる。

449 アキノタムラソウ シソ Salvia japonica 本州・四国・九州・琉球諸島・朝鮮半島・中国・台湾 不明 花期は7月－10月。和名の語源は不明。別種のタムラソウSerratula
coronata subsp. insularisはキク科の植物。

222 アケボノアセビ ツツジ Pieris japonica f. rosea アセビP. japonicaの分布は本州(山形県、宮城県以南)・四国・
九州

三諸園長時代　経路不明 花期は2月－4月。アセビの紅花（色の濃淡は様々）品種。近年では、こ
れを分類群としては認めないとするのが一般的になっている。名札の学
名は品種として認める場合のものとした。花の色以外はアセビに同じで、
アセビの分布域に稀に現れるもののようである。

562 アケボノアセビ ツツジ Pieris japonica f. rosea アセビP. japonicaの分布は本州(山形県、宮城県以南)・四国・
九州

京都府　津軽俊介　採集日不明 花期は2月－4月。アセビの紅花（色の濃淡は様々）品種。近年ではこれ
を分類群としては認めないとするのが一般的になっている。名札の学名
は品種として認める場合のものとした。花の色以外はアセビに同じで、ア
セビの分布域に稀に現れるもののようである。

609 アケボノシュスラン ラン Goodyera foliosa var. laevis 北海道・本州・四国・九州・屋久島・種子島・済州島・鬱陵島 京都府　津軽俊介・高橋隆　　１９９７年９月２５日 花期８－８月

759 アサクラザンショウ ミカン Zanthoxylum piperitum f. inerme 北海道・本州・四国・九州・朝鮮（南部）　※サンショウの分布 不明 花期は4月－5月。サンショウの刺がほとんど無い品種で、果実も少し大
きく、山に野生し、栽培もされる。若葉を汁や和え物に、果実はおもに香
辛料として、種子は生薬とする。

253 アサノハカエデ ムクロジ Acer argutum 本州（福島県以南)・四国 津軽俊介　産地不明 花期５月

300 アスナロ ヒノキ Thujopsis dolabrata 本州・四国・九州 竹内園長時代（昭和２６－４３年）　経路不明 花期５月

191 アズマイチゲ キンポウゲ Anemone raddeana 北海道・本州・四国・九州・朝鮮半島・中国（東北部）・サハリ
ン・ロシア（沿海地方）

京都府　津軽俊介・村田源　　１９９５年４月４日 花期は3月－4月。温帯林に生える繊細な多年草。京都府下では限られ
た地域のみに産し、個体数も少ないとして、京都府レッドデータブック
（2015）では絶滅危惧種に指定されている。特に西日本では絶滅の危機

661 アズマナルコ カヤツリグサ Carex shimidzensis 北海道・本州・九州 京都府　津軽俊介・高橋隆　　１９９３年５月１７日 花期５－６月

1010 アゼオトギリ オトギリソウ Hypericum oliganthum 本州（関東地方以西）・四国・九州・朝鮮（南部） 京都府　　津軽俊介ほか　2004年6月13日 花期は８月-９月。和名は、田の畦に多く生育していたことにちなむが、現
在では激減し、各地で絶滅が危惧されている。

288 アセビ ツツジ Pieris japonica 本州(山形県、宮城県以南)・四国・九州 竹内園長時代　経路不明 花期は１月－3月。ツツジ科特有の有毒成分グラヤノトキシン類を含み
「馬酔木」の名は、馬が誤食し嘔吐・けいれん・呼吸及び全身麻痺した様

112 アテツマンサク マンサク Hamamelis japonica var. bitchuensis 北海道・本州・四国・九州・朝鮮半島・中国（東北部）・サハリ
ン・ロシア（沿海地方）

竹内園長時代　経路不明 花期２月下旬－４月

445 アテツマンサク マンサク Hamamelis japonica var. bitchuensis 本州(秋田県から兵庫県、主として日本海側) 竹内園長時代　経路不明 花期２月下旬－４月

693 アブラススキ イネ Spodiopogon cotulifer 北海道・本州・九州 亀岡市天恩郷　澤田　徹　採集日不明 花期９－１０月

325 アブラチャン クスノキ Lindera praecox 本州（関東地方以西）・四国・九州・朝鮮（南部） 竹内園長時代　経路不明 花期３－４月

231 アマチャ アジサイ Hydrangea serrata var. thunbergii 本州（関東以西太平洋側）・四国･九州･朝鮮半島（南部） 京都府　津軽俊介　1978年9月17日 花期６－７月

293 アマチャヅル ウリ Gynostemma pentaphyllum 北海道・本州・四国･九州･朝鮮半島･中国・インド･マレー半島 不明 花期８－９月

629 アマドコロ クサスギカズラ Polygonatum odoratum var. pluriflorum 北海道・本州･四国･九州･朝鮮半島･中国 竹内園長時代　経路不明 花期４－６月

668 アマナ ユリ Amana edulis 本州（福島県以西）･四国･九州･奄美大島･満州･中国 京都府　津軽俊介･高橋隆　　1996年3月31日 花期３－５月

1034 アマミテンナンショウ サトイモ Arisaema heterocephalum 琉球（奄美諸島：奄美大島、徳之島） 不明 花期は2月－3月。この仲間は、一部を除き多くは雌雄異株で、栄養状態
によって性転換することが知られている。

572 アメリカヤマボウシ ミズキ Cornus florida 原産地　アメリカ 竹内園長時代　経路不明 花期４－５月

778 アヤコハギ マメ Lespedeza maruyamana 村田源　1999年9月27日寄贈 花期８－９月。マキエハギとハギ属の１種との雑種であるとされている。

16 アヤメ アヤメ Iris sanguinea 北海道・本州･四国･九州･朝鮮半島･中国（東北部）･東シベリ
ア

竹内園長時代　経路不明 花期は5月―6月頃。和名の由来には、葉がきれいに並ぶさまを美しい文
（あや）があるとした説と、外花被片にある網目模様を例えたとする説が

808 アラカシ ブナ Quercus glauca 本州（宮城県以南）・四国・九州・琉球・済州島・台湾・中国・ベ
トナム・ミャンマー・アッサム・ヒマラヤ（カシミア～ブータン）

自生と思われる 花期４－５月

868 アリアケスミレ スミレ Viola betonicifolia var. albescens 本州・四国・九州・朝鮮・中国（東北部） 自生の可能性が高い

535 アワモリショウマ ユキノシタ Astilbe japonica 本州（近畿地方中部以南）･四国･九州 不明 花期５－７月

698 アワモリショウマ ユキノシタ Astilbe japonica 本州（近畿地方中部以南）・四国・九州 徳島県　出口聖子・田辺謙二　1992年6月26日 花期５－７月

214 イイギリ ヤナギ Idesia polycarpa 本州･四国･九州･朝鮮半島･琉球･台湾･中国 １９７０～1972年ごろ種子標本の整理中、こぼれ落ちた種子か
ら自然に発芽したもの。

花期４－５月。種子標本の整理中にこぼれ落ちた種子から自然に発芽し
たもの。

1025 イガタツナミ シソ Scutellaria laeteviolacea var. kurokawae 本州（福島県以南）・四国 三重県　村田源　1996年7月9日 花期は6月頃。シソバタツナミの変種とされるが、母種と区別しないとする
説もある。

910 イシカグマ コバノイシカグマ Microlepia strigosa 本州（千葉県南部・伊豆諸島・伊豆半島から西へかけての海
岸沿い）・四国・九州・琉球・小笠原・ヒマラヤ・スリランカ・ポリ
ネシアにかけての熱帯・亜熱帯

不明 常緑性のシダ。

411 イズセンリョウ サクラソウ Maesa japonica 本州（関東南部以西）･四国･九州･琉球諸島・台湾･中国･イン
ドシナ

京都府　津軽俊介　1967年2月 花期４－６月

1103 イスノキ マンサク Distylium racemosum 本州（関東地方以西）・四国・九州・沖縄・韓国（済州島）・台湾
（最南部，蘭嶼）・中国（東部沿岸，海南島）

天恩郷のカシ垣に混植されていたもの　澤田　徹　採集日要
確認

花期は4月頃。おもに常緑樹林内に生える常緑高木。材は国産中最も重
硬で強く、櫛の材料としてはツゲB. microphylla var. japonicaに次いで良
質とされる。方言でユシノキやユスノキと呼ばれることもあり、和名は‘櫛
の木’の転訛ではないかとの説もある。（平井1996）

441 イズモアザミ キク Cirsium indefensum 本州（広島県・島根県・山口県） 不明（大本信徒の献納品と考えられる） 花期は9月－10月頃。低山～山地の、おもに落葉樹林の林縁や林間に
生える多年草。日本固有種。トゲナシアザミの名称で知られていたが、実
態を反映していないとして、出雲の国に多いことから新和名イズモアザミ

1062 イソギク キク Chrysanthemum pacificum 本州（千葉県犬吠埼～静岡県御前崎の太平洋岸）・伊豆諸島 不明 花期は10月－11月。イエギク（栽培種）などとの自然交配種もある。古く
から観賞用として広く栽培されるため、本来の分布域以外で見かけるこ

814 イタチササゲ マメ Lathyrus davidii 北海道・本州・九州・朝鮮・中国・満州・ウスリー 京都府　津軽俊介・高橋　隆　1995年8月29日 花期７－８月

830 イタドリ タデ Fallopia japonica 北海道・本州・四国・九州・台湾・朝鮮・中国 自生

818 イチハツ アヤメ Iris tectorum 中国原産 竹内園長時代　経路不明 花期は５月頃。室町時代には日本へ入っていたとされる。昔はかやぶき
屋根の棟に植える風習があったと伝えられている。

269 イチョウ イチョウ Ginkgo biloba 中国（浙江省西天目山，重慶特別市金仏山） 不明 花期は4月－5月。雌雄異株。日本には自生がなく、仏教とともに渡来し
たとされる。神社や寺などに植えられ巨樹となっているものも多い。種子
は銀杏（ぎんなん）として好んで食される。葉縁に結実するオハツキイ

450 イナカギク キク Aster semiamplexicaulis 本州（東海道以西）･四国･九州 不明 花期は10月頃。ヤマシロギクが標準和名だが、近縁のシロヨメナの別名
もヤマシロギクというので、混乱を避けるためにこの名を使うことが多

927 イヌイワガネソウ イノモトソウ Coniogramme × fauriei 本州・四国・九州・朝鮮半島 不明 常緑のシダ。イワガネゼンマイとイワガネソウの雑種。

228 イヌガヤ イチイ Cephalotaxus harringtonia 本州（岩手県南部以南）･四国･九州･朝鮮半島・中国（中北
部）

津軽俊介　産地不明 花期３－４月

755 イヌザクラ バラ Padus buergeriana 本州・四国・九州・韓国（済州島）・台湾（中部）・中国（中南部） 自生と思われる 花期は4月。落葉高木。よく似た花序をつけるウワミズザクラP. grayanaと
は、花序をつけた側枝に葉がつかないことで見分けられる。果実は6月
頃に熟し、食すると甘い。和名はサクラにしてサクラにあらずの意味。天
恩郷には、亀岡の名木に指定される古木もある。

178 イヌショウマ キンポウゲ Cimicifuga biternata 本州（関東地方から近畿地方） 石川県　津軽俊介　採集日不明 花期８－１０月

431 イヌツゲ モチノキ Ilex crenata 本州･四国･九州･済州島 竹内園長時代　経路不明 花期６－７月

813 イヌハギ マメ Lespedeza tomentosa 本州・四国・九州・朝鮮・満州・琉球・台湾・中国・ヒマラヤ 天恩郷に自生状　澤田徹　2011年10月31日
おそらく花明山栽培からの逸出であろう。

花期７－９月

872 イヌビワ クワ Ficus erecta 本州（関東地方以西）・四国・九州・琉球・済州島 不明 花期４－５月

1005
イヌリンゴ
オオズミとされていた

バラ Malus toringo (Siebold) Siebold ex de Vriese var. zumi (Matsum.) H.Hara 京都府　赤松富子　2009年

1009 イヌワラビ メシダ Anisocampium niponicum 北海道（※北部を除く）・本州・四国・九州（※南端以南を除
く）・朝鮮・台湾・中国

不明 夏緑性のシダ。日本でもっとも普通のシダで、生育範囲も広いが、外形
の変異も大きい。

905 イノデ オシダ Polystichum polyblepharon 本州（東北地方中部以西）・四国・九州 自生の可能性が高い 常緑のシダ。

892 イノモトソウ イノモトソウ Pteris multifida 本州（東北地方南部以南）・四国・九州・琉球・朝鮮・中国・台
湾・インドシナ・タイ・シンガポール

不明　自生の可能性もある 常緑のシダ。

733 イブキシダ ヒメシダ Thelypteris esquirolii 本州（栃木県・神奈川県と中部地方以西）～琉球 京都市　津軽俊介ほか　2000年7月20日 常緑のシダ。

355 イブキジャコウソウ シソ Thymus quinquecostatus var. ibukiensis 北海道・本州･九州･朝鮮半島･満州･蒙古･中国･ヒマラヤ・ア
フガニスタン（ヌーリスタン）

不明 花期は6月－7月。山や時に海岸の岩地に生える小低木。和名は、伊吹
山に多く、全体に芳香があることにちなむ。

523 イブキスミレ スミレ Viola mirabilis var. subglabra 本州･朝鮮半島･満州･シベリア 津軽俊介　詳細不明 花期３－５月

389 イブキトラノオ タデ Bistorta officinalis subsp. japonica 北海道・本州･四国･九州･北半球に広く分布 滋賀県　津軽俊介　1963年7月22日 花期５－９月

142 イボタノキ モクセイ Ligustrum obtusifolium 北海道・本州・四国･九州･朝鮮半島 竹内園長時代　経路不明 花期５－６月

65 イラクサ イラクサ Urtica thunbergiana 本州（福島県以南）･四国･九州 花期９－１０月

894 イワガネゼンマイ イノモトソウ Coniogramme intermedia 北海道～九州・琉球列島（屋久島・種子島）・小笠原諸島（南
硫黄島）・ロシア（極東）・朝鮮半島・中国・台湾・インドシナ半
島・南アジア

竹内園長時代　経路不明 常緑性の大型シダ。普通、葉の両面は無毛だが、裏面のみ短毛がある
ウラゲイワガネf. villosaや、両面に短毛があるチチブイワガネf. noseiなど
の変異も見られる。（海老原2016）

833 イワギボウシ クサスギカズラ Hosta longipes 本州（関東・東海地方） 不明 花期８－９月

832 イワツクバネウツギ スイカズラ Zabelia integrifolia 本州（関東以西）・四国・九州 滋賀県　平野弘二　1980年5月11日 花期５－６月

866 イワニガナ（ジシバリ） キク Ixeris stolonifera 日本全土・朝鮮・中国（中部） 花期４－７月

1004 イワヒバ イワヒバ Selaginella tamariscina 北海道～琉球・東アジア～東南アジアの高山 不明 常緑のシダ。和名は、岩上に生育し、葉の様子をヒバにたとえたもの。江
戸時代から多く栽培され、止血剤としても利用されたという。

295 ウグイスカグラ スイカズラ Lonicera gracilipes 北海道（南部）･本州･四国･九州 竹内園長時代　経路不明 花期４－６月

424 ウグイスカグラ スイカズラ Lonicera gracilipes 北海道（南部）・本州･四国･九州 竹内園長時代　経路不明 花期４－６月

12 ウケザキオオヤマレンゲ モクレン Magnolia × Wieseneri 寄贈　藤田まちこ　1993年6月 花期は５－６月。ホオノキとオオヤマレンゲの雑種

1000 ウスギモクセイ モクセイ Osmanthus fragrans var. aurantiacus f. thunbergii 九州（南部）・中国・インド 綾部市梅松苑（大本）の、みろく殿近くに植栽の木からの取り
木。

花期は10月。キンモクセイに似るが、花はやや大きく淡黄色。

644 ウスゲクロモジ クスノキ Lindera sericea var. glabrata 本州(関東地方以西)・四国・九州・中国 京都府　津軽俊介・澤田眞　1993年10月28日 花期は5月。別名ミヤマクロモジ。

574 ウチワノキ モクセイ Abeliophyllum distichum 原産地　朝鮮半島 竹内園長時代　京都大学より（昭和２０年代後半） 花期２－４月

275 ウツギ アジサイ Deutzia crenata 北海道・本州･四国･九州･奄美大島･中国 花期５月下旬－７月

485 ウド ウコギ Aralia cordata 北海道・本州･四国･九州･朝鮮半島･中国・満州･樺太 兵庫県　津軽俊介　採集日不明 花期８－９月

801 ウド ウコギ Aralia cordata 北海道・本州･四国･九州･朝鮮半島･中国・満州･樺太 不明 花期８－９月

823 ウナズキギボウシ クサスギカズラ Hosta tosana 本州（和歌山県）・四国（高知県東部・徳島県） 不明 花期７－９月。別名トサノギボウシ。

362 ウバメガシ ブナ Quercus phillyreoides 本州（神奈川県以西）･四国･九州･琉球諸島・中国 花期４－５月

1082 ウバユリ ユリ Cardiocrinum cordatum 本州（宮城県・石川県以西）・四国・九州 不明 花期は7月。和名は、花期に基部の葉が枯れる特徴を、老女の歯に掛け
たものといわれる。春、もしくは晩秋の鱗茎を、天ぷらや味噌煮などにし

936 ウマノアシガタ キンポウゲ Ranunculus japonicus 北海道（西南部）・本州・四国・九州・琉球・台湾・朝鮮・中国 自生であろう。 花期は4月－6月頃。毒性成分プロトアネモニン（キンポウゲ科に多い）を
含む。誤食すると嘔吐、神経症状をおこすことがある。

1015 ウマノスズクサ ウマノスズクサ Aristolochia debilis 本州（奥羽地方以南）・四国・九州・琉球・中国 不明 花期は7月－8月。和名は、果実の様子を馬の首にかける鈴にたとえたも
のとされている。

460 ウメ バラ Prunus mume 竹内園長時代　経路不明 花期１－３月

216 ウメモドキ モチノキ Ilex serrata 本州･四国･九州･中国 京都府　津軽俊介　1964年6月5日 花期５－７月

427 ウメモドキ モチノキ Ilex serrata 本州･九州･中国 竹内園長時代　経路不明 花期５－７月

419 ウラゲエンコウカエデ ムクロジ Acer pictum subsp. dissectum f. connivens 本州･四国･九州 竹内園長時代　経路不明 花期４－５月

140 ウラシマソウ サトイモ Arisaema thunbergii subsp. urashima 本州･四国･北海道(南部) 京都府　津軽俊介･高橋隆　1993年4月23日 花期は4月－5月。花序付属体の鞭状部を、浦島太郎が釣り糸を垂れて
いる姿に見立てた。

280 ウラジロウツギ アジサイ Deutzia maximowicziana 本州(長野県以西，近畿地方)･四国 京都府　津軽俊介　採集日不明 花期は5月。葉の裏面が白いウツギの意味。

420 ウラジロノキ バラ Aria japonica 本州･四国･九州 京都府　津軽俊介　採集日不明 花期５－６月

440 ウラハグサ イネ Hakonechloa macra 本州中央部の太平洋側（神奈川県～和歌山県） 竹内園長時代　経路不明 花期は8月－9月頃。和名は、葉表が白色を帯び、常に下向きにつくこと
から。斑入りのものなどが、好んでよく栽培される。

915 ウラボシノコギリシダ メシダ Anisocampium sheareri 本州（北陸・関東地方以西）・四国・九州・済州島・中国 不明 常緑のシダ。

229 ウリノキ ミズキ Alangium platanifolium var. trilobatum 北海道・本州･四国･九州･朝鮮半島･満州･中国（中部） 津軽俊介　産地・採集日不明 花期６月

512 ウワバミソウ イラクサ Elatostema involucratum 北海道･本州･四国･九州･中国（中部） 開園以前よりの自生と伝わる。 花期４－９月

351 ウワミズザクラ バラ Padus grayana 北海道･本州･四国･九州･中国中部 開園以前よりの自生と伝わる。 花期は4月。ブラシのような総状花序をつける。和名は、古代に亀甲占い
で本種の材に溝を掘って使ったので、上溝（うわみぞ）桜が転訛したもの

342 ウンゼンツツジ ツツジ Rhododendron serpyllifolium 本州(静岡県天城山以西)･四国･九州(鹿児島県) 和歌山県　津軽俊介　採集日1965年5月1日 花期４－５月

962 ウンゼンツツジ ツツジ Rhododendron serpyllifolium 本州(静岡県天城山以西)･四国･九州(鹿児島県) 和歌山県　　　村田源・高橋隆　1992年 花期４－５月

463 エイザンスミレ スミレ Viola eizanensis 本州･四国･九州 三諸園長時代(昭和46年-平成13年)　経路不明 花期は4月—5月。和名は比叡山に産した事にちなむ。

1055 エゴノキ エゴノキ Styrax japonicus 北海道・本州・四国・九州・琉球・朝鮮・中国 京都府　高橋隆　採集日不明 花期は5月－6月。果皮に有毒なサポニンを含み、えぐいことが和名の由
来とされる（牧野1962）。

202 エゾアジサイ アジサイ Hydrangea serrata var. yesoensis 本州･四国･九州　　主に太平洋側 山形県　津軽俊介･高橋隆　1990年7月 花期は6月頃。アジサイの仲間は、エングラ―の分類体系ではユキノシタ
科とされていたが、APG分類体系が主流となりアジサイ科

417 エゾカワラナデシコ ナデシコ Dianthus superbus 北海道・本州（中部地方以北）・欧亜大陸の温帯 福井県　高橋隆　1988年4月
花期は7月－9月。

816 エゾツリバナ ニシキギ Euonymus oxyphyllus var. magnus 北海道・本州（日本海側） 京都府　津軽俊介・澤田眞　1993年9月9日 花期５－６月

985 エゾルリトラノオ オオバコ Veronica ovata subsp. miyabei 北海道・本州（中部地方以北の日本海沿岸）・朝鮮 花期は7月－9月。別名ビロウドトラノオ。
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308 エノキ アサ Celtis sinensis 本州･四国･九州･朝鮮半島･台湾･中国（中南部）・ベトナム・ラ
オス･タイ

開園以前よりの自生と伝わる。 花期は４月。和名は、小鳥が好んで果実を食べることから‘餌の木’の転
訛と考えられる。‘榎’は大樹となり夏に木陰を作る夏の木を意味する和
字で、漢名では‘朴樹’と書く。

46 エビネ ラン Calanthe discolor 北海道(西南部)・本州･四国･九州 京都府　西村玲子　1993年5月12日 花期４－5月

47 エビネ ラン Calanthe discolor 北海道(西南部)・本州･四国･九州 石川県　永井義雄（栽培），竹内祝子（寄贈）　1993年5月4日 花期４－5月

48 エビネ ラン Calanthe discolor 北海道(西南部)・本州･四国･九州 滋賀県　出口聖子　1993年5月26日 花期４－5月

49 エビネ ラン Calanthe discolor 北海道(西南部)・本州･四国･九州 京都府　津軽俊介･高橋隆･澤田眞　1993年6月24日 花期４－5月

592 エビネ ラン Calanthe discolor 北海道(西南部)・本州･四国･九州 愛媛県　山口健介　寄贈 花期４－5月

736 エビネ ラン Calanthe discolor 北海道（西南部）・本州・四国・九州 大阪府　津軽俊介・村田源・澤田徹　2009年4月10日 花期４－5月

695 エヒメアヤメ アヤメ Iris rossii 本州（中国地方）・四国・九州・朝鮮・満州・中国（中北部） 広島県　真野義敍　採集日　2005年4月18日 花期４－６月

164 エンコウソウ キンポウゲ Caltha palustris var. enkoso 北海道・本州･九州･朝鮮半島･樺太･千島・北半球に広く分布 竹内園長時代　経路不明
亀岡市鍬山神社境内の池より移植の可能性もあるが定かで

花期５－６月

301 エンジュ マメ Styphnolobium japonicum 中国北部原産 竹内園長時代　経路不明 花期７－８月

248 エンレイソウ シュロソウ Trillium apetalon 北海道・本州･四国･九州･樺太 大阪府高槻市　佐藤富男　1981年3月30日 花期４－５月

720 オウゴンオニユリ ユリ Lilium lancifolium var. flaviflorum 花期７－８月

376 オオアキギリ シソ Salvia glabrescens f. robusta 花期８－１０月

760 オオアブラギリ トウダイグサ Vernicia fordii 中国原産 竹内園長時代　経路不明 花期５－６月

439 オオアリドオシ アカネ Damnacanthus indicus var. major 本州（関東西南部以西）･四国･九州･琉球・南朝鮮 竹内園長時代　経路不明 花期は4月頃。アリドオシ同様、根がじゅず状にはならないが、本変種の
ほうがトゲも長く、全体大型。

584 オオウラジロノキ バラ Malus tschonoskii 本州･九州 京都府綾部市　津軽俊介･高橋隆　1993年10月21日 花期４－５月

619 オオカグマ シシガシラ Woodwardia japonica 本州（紀伊半島南部、中国西部）･四国（西南部）･九州･済州
島･台湾･中国（中南部）･ビルマ

福岡県田川郡　津軽俊介　1971年9月28日 常緑のシダ。

921 オオカナワラビ オシダ Arachniodes amabilis var. fimbriata 本州（関東地方以西）・四国・九州・朝鮮・中国・ヒマラヤ・スリ
ランカからマレーシアにかけてのアジアの熱帯

自生の可能性が高い。 常緑のシダ。

901 オオカニコウモリ キク Parasenecio nikomontanus 本州（関西では北部の山脈を中心にある） 不明 花期は8月－10月。和名は、葉身がカニの甲羅の形をしたコウモリソウ
（同属で葉身をコウモリにたとえる）の意。

469 オオカメノキ ガマズミ Viburnum furcatum 北海道・本州・四国・九州・済州島・鬱陵島 花期４月下旬－６月。別名ムシカリ。

599 オオキツネノカミソリ ヒガンバナ Lycoris sanguinea var. kiushiana 本州(関東地方以西)･四国･九州 京都府　津軽俊介･村田源･高橋隆　1997年4月23日 花期７月

946 オオキンレイカ スイカズラ Patrinia triloba var. takeuchiana 福井県と京都府 京都府　村田源ほか（1992），西村玲子（1992）
鉢植えには宮津市船津山産もある。

花期は７月－8月。本種は、竹内敬（初代花明山植物園園長）が新種とし
て発見・発表 したもの。 植物研究雑誌 6(8): 19 (1930)

62 オオクジャクシダ オシダ Dryopteris dickinsii 北海道(奥尻島)･本州･四国･九州･中国(揚子江流域) 京都府　津軽俊介･高橋隆　1994年11月11日 常緑のシダ。

88 オオコマユミ ニシキギ Euonymus alatus var. rotundatus 日本全土･済州島 京都府　津軽俊介･澤田眞　1993年11月19日 花期５－６月

69 オオサンショウソウ イラクサ Pellionia radicans 本州(岐阜県以西)･四国･九州･琉球･中国 和歌山県　村田源･高橋隆　1992年5月10日 花期３－６月

867 オオジシバリ キク Ixeris japonica 日本全土・朝鮮・中国（中部） 植物標本用に採集してきたものから種子がこぼれた可能性が
ある。

花期４－６月

1033 オオシマカンスゲ カヤツリグサ Carex oshimensis 東京都（伊豆諸島） 神園英彦　詳細不明 花期は4月。日本固有種で、伊豆諸島に特産する。ヒメカンスゲの系統
で、ヒメカンスゲが大小様々な島の間で分化したものと考えられている。

674 オオシマザクラ バラ Cerasus speciosa 房総半島･伊豆半島･伊豆七島 竹内園長時代　経路不明 花期３月下旬－４月上旬

741 オオシュロソウ シュロソウ Veratrum maackii var. japonicum 北海道・本州（近畿地方以北） 不明 花期６－８月

931 オオタチツボスミレ スミレ Viola kusanoana 北海道・本州・九州（北部） 石川県　竹内祝子　1997年4月28日 花期は4月。植栽は白花品で、シロバナオオタチツボスミレ f. alba
Masam.として分けられることもある

955 オオタニワタリ チャセンシダ Asplenium antiquum 伊豆半島・紀伊半島・四国（徳島県東南端）・九州（西・南部）・
済州島・台湾・香港

和歌山県　瀬野純一　2005年4月9日 常緑のシダ。

820 オオチャルメルソウ ユキノシタ Mitella japonica 本州（近畿地方中部以南）・四国・九州 京都府　津軽俊介ほか　2003年3月27日 花期４－５月

906 オオナルコユリ クサスギカズラ Polygonatum macranthum 北海道・本州・四国・九州 不明 花期５－７月

549 オオニガナ キク Nabalus tanakae 本州(近畿地方以北) 石川県　津軽俊介　1986年10月 花期は9月－10月。山間湿地に稀な多年草。

528 オオバギボウシ クサスギカズラ Hosta sieboldiana 北海道・本州･九州 竹内園長時代　経路不明 花期６－８月上旬

147 オオバクサフジ マメ Vicia pseudo-orobus 北海道・本州･四国･九州･朝鮮半島･中国(東北部、北部)･東
シベリア

滋賀県　津軽俊介･村田源･高橋隆　1990年5月13日 花期は9月頃。茎は周辺物に絡まりながら長く伸びて、大株となる。亀岡
市においては複数ヶ所での生育が確認されているが、京都府レッドデー
タブック（2015）では絶滅寸前種に指定されている。

507 オオバクサフジ マメ Vicia pseudo-orobus 北海道～九州･朝鮮半島･中国・モンゴル・ロシア（シベリア東
部・ウスリー・アムール）

亀岡市　津軽俊介1964年10月 花期は9月頃。茎は周辺物に絡まりながら長く伸びて、大株となる。亀岡
市においては複数ヶ所での生育が確認されているが、京都府レッドデー
タブック（2015）では絶滅寸前種に指定されている。

669 オオバショウマ キンポウゲ Cimicifuga japonica 本州･四国･九州 熊本県　出口聖子　1992年9月28日 花期は8月－9月。

199 オオハナワラビ ハナヤスリ Botrychium japonicum 屋久島、三宅島以北から東北地方中部以南･朝鮮半島･中国 不明ながら自生の可能性もある。 冬緑性のシダ。

893 オオバノイノモトソウ イノモトソウ Pteris cretica 本州（東北地方中部以西）・四国・九州
小笠原・琉球にはないが世界中の熱帯・亜熱帯に分布する

不明 常緑性のシダ。

45 オオバノハチジョウシダ イノモトソウ Pteris terminalis 本州(東北地方南部以南)･四国･九州･朝鮮半島・中国中南部
以南の東アジア、および南アジアからオセアニア

京都府　津軽俊介･高橋隆　1991年10月 常緑性。葉身は大型で、2回羽状全裂。胞子嚢群のつかない葉縁には鋸
歯がある。フラボノイドやセスキテルペン、ピロンが検出されている。

464 オオバヒョウタンボク スイカズラ Lonicera strophiophora Franchet 石川県　出口聖子ほか　1987年3月27日

1001 オオハンゲ サトイモ Pinellia tripartita 本州（福井県・岐阜県以西）・四国・九州・奄美大島 不明 花期は6月－8月。和名は、半夏生（夏至から11日目）の頃に咲くカラスビ
シャク（漢名：半夏）に似、全体が大きいことから。

373 オオヒナノウスツボ ゴマノハグサ Scrophularia kakudensis 北海道・本州･九州･朝鮮半島 花期８－９月

706 オオヒメワラビモドキ イワデンダ Deparia unifurcata 本州（北陸地方・東海地方以西）・四国・九州 京都府　津軽俊介・澤田徹　採集日　2001年7月5日 夏緑性（暖地では常緑）のシダ。

1091 オオフユイチゴ バラ Rubus pseudosieboldii 本州（千葉県と三重県以西）・四国・九州 京都府　赤松富子　2015年10月25日 花期は9月－10月。果実は11月－12月に熟す。フユイチゴR. buergeriと
ホウロクイチゴR. sieboldiiの雑種起源と考えられている。染色体2n=42，
56が報告されており、Ｆ１雑種とそれに近いもの、さらにはフユイチゴに似
てくるものなど変異の幅が広いという。丹後地方は分布の北限になり、沿

85 オオヤマハコベ ナデシコ Stellaria monosperma var. japonica 本州(岩手県から南西)･四国･九州･中国･インド・ヒマラヤ・アフ
ガニスタン

京都府　津軽俊介･高橋隆　1992年6月18日 花期８－１０月

1098 オオユリワサビ アブラナ Eutrema okinosimense 北海道（南西部）・本州（島根県隠岐諸島・兵庫県以東のおも
に日本海側）・四国（徳島県）・九州（沖ノ島）

京都府　澤田徹・赤松富子　2017年5月18日 花期は4月頃。谷筋や湿った落葉樹林下に生える多年草。当初ユリワサ
ビE. tenueの変種で、福岡県沖ノ島特産とされていたが、自生地では消
滅し絶滅種と思われてきた。近年ユリワサビとの誤認・混同が判明し、詳
細な研究によって独立種であることが解明された（鳴橋他2000）。

1014 オカダイコン キク Adenostemma madurense 本州（中部地方以南）・四国・九州・琉球・台湾・朝鮮・中国・イ
ンド・マレーシア・オーストラリア

京都府　津軽俊介ほか　2011年10月9日 花期は9月-10月。これまでヌマダイコンとされていたものにⅡ型あり、別
種として記載された（Koyama，2001）。上記分布はヌマダイコンのもの。

304 オカメザサ イネ Shibataea kumasaca 本州・四国･九州 竹内園長時代　経路不明 花の周期 約３０～６０年　※諸説あり

1028 オガルカヤ イネ Cymbopogon tortilis var. goeringii 本州・四国・九州・琉球（北部） 京都府　津軽俊介ほか　2012年10月14日 花期は8月－11月。古くから日本の秋草として親しまれてきたが、近年減
少傾向にあり、京都府レッドリスト（2013）では準絶滅危惧種に指定され

739 オギノツメ キツネノマゴ Hygrophila ringens 本州（静岡県以西）・四国・九州・琉球・台湾 京都府　津軽俊介・高橋隆　2000年9月17日 花期８－１１月

662 オクノカンスゲ（ハバヒロス
ゲ）

カヤツリグサ Carex foliosissima 北海道～九州・サハリン 京都府　津軽俊介ほか　1993年6月24日 花期４－５月。別名ハバビロスゲ。

956 オクマワラビ オシダ Dryopteris uniformis 北海道（奥尻島）・本州（最北部ではやや稀）・四国・九州（鹿
児島県黒島まで）・朝鮮・中国（東部）

不明ながら自生の可能性もある。 常緑性のシダ。

654 オクモミジハグマ キク Ainsliaea acerifolia var. subapoda 本州･九州･朝鮮半島･中国 長野県　高橋隆　1990年6月16日 花期８－１０月

974 オグルマ キク Inula britannica subsp. ｊaponica 日本全土･朝鮮・満州･中国 花期は7月－10月。和名は、“小車”の意で、端正な頭状花序から小さな
車を想起したものとされる。

122 オケラ キク Atractylodes ovata 本州･四国･九州･朝鮮半島･中国（東北部） 不明 花期８－１０月

35 オシダ オシダ Dryopteris crassirhizoma 北海道・本州･四国･朝鮮半島･中国（東北部）･ロシア（東部） 山形県　津軽俊介･高橋隆　1990年7月 夏緑生の夏緑性のシダ。

536 オトギリソウ オトギリソウ Hypericum erectum 北海道・本州･四国･九州･朝鮮半島･樺太 花期７－８月

95 オトコヨウゾメ ガマズミ Viburnum phlebotrichum 本州･四国･九州 花期４月下旬－６月

555 オトコヨウゾメ ガマズミ Viburnum phlebotrichum 本州･四国･九州 花期４月下旬－６月

378 オトコヨモギ キク Artemisia japonica 日本全土･台湾･満州･中国･フィリピン・アフガニスタン 産地・採集日不明　　津軽俊介 花期は8月－9月。和名は、中国名の“牡蒿”を訳したもの。種子が小さ
く、種子が無いものと思い、牡という名をつけたという（北村他1957）。

332 オドリコソウ シソ Lamium album var. barbatum 日本全土･南千島･樺太･朝鮮半島･満州･中国 滋賀県　前川富美子　1995年4月 花期３－６月

996 オニイタヤ ムクロジ Acer pictum f. ambiguum 北海道（南部）・本州・四国・九州 不明 花期は4月－5月。

710 オニイノデ オシダ Polystichum rigens 本州（茨城県以西で稀）・中国 東京都　光田重幸　（胞子から栽培）　採集日不明
森林園へ移植

常緑性のシダ。

1073 オニカナワラビ オシダ Arachniodes chinensis 本州（新潟県、関東地方以西）・四国・九州 不明 常緑性。葉は2回羽状複葉で、先はしだいに細くなり頂羽片ははっきりし
ない。羽片は4～6対。包膜は円腎形で、全縁。

902 オニヒカゲワラビ メシダ Diplazium nipponicum 本州･四国･九州･中国 京都府　津軽俊介・澤田徹　2010年6月5日 常緑（北方では夏緑）性のシダ。

1016 オニヤブソテツ オシダ Cyrtomium falcatum 日本全土・朝鮮・中国（東部～南部）・台湾・ベトナム・インド 不明 常緑性のシダ。ハワイ・北アメリカ・ヨーロッパでは、栽培品の逸出と思わ
れるものが自生状態で生育している。

966 オニユリ ユリ Lilium lancifolium 北海道･本州･四国･九州･朝鮮･満州･中国 不明 花期は8月－9月。百合根として栽培もされる。自生は、古く中国から食
用として入ったものが野生化したと考えられている。

837 オハラメアザミ キク Cirsium kiotoense 近畿地方（福井県・滋賀県・京都府・兵庫県） 不明 花期は9月－10月頃。和名は、最初に見つかった京都大原にちなむ。ア
ズマヤマアザミC. microspicatumの変種var. kiotoenseとされてきたが、独
立種に改められた（門田他2017）。

715 オヒガンギボウシ クサスギカズラ Hosta longipes var. aequinoctiiantha 花期８月下旬－９月

776 オミナエシ スイカズラ Patrinia scabiosifolia 南千島・北海道～九州・朝鮮半島・中国・シベリア（東部）・モン
ゴル

不明 花期は8月－10月。万葉集に山上憶良が詠んだ「秋の野に咲きたる花を
指折りかき数ふれば七種の花」と「萩の花尾花葛花なでしこの花女郎花
また藤袴朝がほの花」の二首は有名。栽培No.776は、野生のものに比し
て集散花序の上部が丸い・密度が高い・軸が短い、などの特徴から人工
的な栽培品である可能性が高い（澤田）。

943 オミナエシ スイカズラ Patrinia scabiosifolia 南千島・北海道～九州・朝鮮半島・中国・シベリア（東部）・モン
ゴル

京都府　津軽俊介・高橋隆　1994年9月2日 花期は8月－10月。万葉の時代から秋の七草として親しまれてきた。環
境省レッドデータブック（2014）では扱われていないが、京都府レッドデー
タブック（2015）では準絶滅危惧種に指定され、東京都では絶滅、他にも
絶滅の危険性を訴える府県は多い。

1078 オミナエシ スイカズラ Patrinia scabiosifolia 南千島・北海道～九州・朝鮮半島・中国・シベリア（東部）・モン
ゴル

京都府　村田源・高橋隆　1996年7月21日 花期は8月－10月。万葉の時代から秋の七草として親しまれてきた。環
境省レッドデータブック（2014）では扱われていないが、京都府レッドデー
タブック（2015）では準絶滅危惧種に指定され、東京都では絶滅、他にも
絶滅の危険性を訴える府県は多い。

903 オモト クサスギカズラ Rohdea japonica 本州（東海道以西）・四国・九州・中国 不明 花期５－７月

29 オンガタイノデ オシダ Polystichum × ongataense 本州(関東地方以西)・四国・九州 京都市　津軽俊介・澤田眞　1993年4月 常緑性のシダ。ツヤナシイノデ×サイゴクイノデの雑種

19 カガノアザミ キク Cirsium kagamontanum 本州(近畿地方以北の日本海側) 京都府　津軽俊介･澤田眞　1993年9月 花期８－１０月

770 カキツバタ アヤメ Iris laevigata 北海道・本州・四国・九州・朝鮮・満州・東シベリア 滋賀県　津軽俊介・高橋隆・村田源　2000年4月16日 花期５－６月

781 カキノキ カキノキ Diospyros kaki 本州（西部）・四国・九州・済州島・中国（中部に野生する） 不明 奈良朝から平安朝の遺跡にはカキの遺体が出ているが、それ以前には
出ておらず、中国から伝来したとされる。

286 ガクアジサイ アジサイ Hydrangea macrophylla 本州(千葉県房総半島・神奈川県三浦半島・静岡県伊豆半
島・東京都伊豆七島・和歌山県神島)･四国(高知県足摺岬)

竹内園長時代　経路不明 花期６－７月

212 ガクウツギ アジサイ Hydrangea scandens 本州(東海道、近畿)･四国･九州 奈良県　三諸聖子･津軽俊介　1976年5月20日 花期５－６月

429 カクレミノ ウコギ Dendropanax trifidus 本州(関東地方以西)･四国･九州 竹内園長時代　経路不明 花期７－８月

697 カザグルマ キンポウゲ Clematis patens 本州（中南部）・四国・九州・朝鮮・満州・中国 不明 花期５－７月

388 カサモチ セリ Nothosmyrnium japonicum 本州・中国 京都市産（京都大学植物園） 花期8月－10月。中国が原産で、本州のものは栽培からの逸出との説も
ある。現在唯一、奈良県で自生状のものが確認されている。栽培品は、
過去に京都市左京区の如意ヶ嶽（大文字山）に自生状であった個体か
ら、京都大学植物園で栽培・増殖させたもの。

360 カジイチゴ バラ Rubus trifidus 本州･四国･九州 京都府　津軽俊介　1963年5月 花期４－５月

541 カジカエデ ムクロジ Acer diabolicum 本州･四国･九州 花期４－５月
カジノキ クワ Broussonetia papyrifera 中国（中南部）･台湾･ベトナム･タイ･ビルマ･インド･マレーシ

ア･太平洋の諸島に広く栽培され野生化している。
旧大本会館南側にあったものを中の島最奥へ移植

539 カシワバハグマ キク Pertya robusta 本州･四国･九州 花期は9月頃。和名はカシワQuercus dentataに似た葉を持つハグマ(白
熊)の意味。ハグマとは、中国やチベットに生息するヤクの尾の毛のこ

798 カセンソウ キク Inula salicina var. asiatica 日本全土・朝鮮・満州・シベリア .京都府　津軽俊介・村田源・高橋隆　1994年7月6日

448 カタクリ ユリ Erythronium japonicum 樺太･北海道・本州･四国･九州 不明 花期は3月－4月。古名を“かたかご”といい、傾いた籠状の花という意味
であろう。早春に開花し、数週間で地上部は消えてしまうため、“スプリン
グ・エフェメラル（春の妖精）”と呼ばれる。鱗茎からは良質のでんぷんが

1031 カタクリ ユリ Erythronium japonicum 樺太･北海道・本州･四国･九州 石川県　竹内祝子　2008年頃（種子を採取） 花期は3月－4月。古名を“かたかご”といい、傾いた籠状の花という意味
であろう。早春に開花し、数週間で地上部は消えてしまうため、“スプリン
グ・エフェメラル（春の妖精）”と呼ばれる。鱗茎からは良質のでんぷんが

268 カツラ カツラ Cercidiphyllum japonicum 北海道・本州･四国･九州 京都府　津軽俊介　1960年代後半 花期は4月頃。山地の谷筋などに生える落葉広葉樹。巨木となるので、
各地で名木や天然記念物に指定されるものがある。古くから知られ、古
事記や万葉集、謡曲にも登場する。ただし漢字で‘楓（マンサク科フウ
類）’や‘桂（クスノキ科ニッケイ類）’をあてるのは間違いで、中国名（漢

938 カツラギグミ グミ Elaeagnus takeshitae 本州（近畿地方中部） 花期は5月頃。環境省・近畿・京都府のいずれのレッドデータブックでも、
絶滅危惧種に指定されている。

847 カテンソウ イラクサ Nanocnide japonica 本州・四国・九州・中国 不明 花期４－５月

786 カナメモチ バラ Photinia glabra 本州（東海道以西）・四国・九州・朝鮮・中国 花明山植物園開園（昭和26年）以前より天恩郷に自生といわ
れる

花期４－６月

287 カノコソウ スイカズラ Valeriana fauriei 北海道･本州・四国･九州･朝鮮半島･満州･台湾･樺太･南千島 島根県　　西村玲子　1991年10月 花期は6月頃。別名ハルオミナエシ。和名は、つぼみの様子をかのこ絞り
に例えたもの。根を纈草根（けっそうこん）という生薬とし、鎮静作用があ

116 カヤ イチイ Torreya nucifera 本州(宮城県以南)･四国･九州･朝鮮半島（南部） 花期４－５月

152 カラコギカエデ ムクロジ Acer tataricum subsp. aidzuense 北海道・本州・四国･九州･朝鮮半島･中国（東北部）・東シベリ
ア

竹内園長時代　経路不明 花期５－６月

787 カラタチ ミカン Citrus trifoliata 中国中部原産 不明 花期４－５月。日本へは古代に朝鮮を経て伝来したとされ、生垣やウン
シュウミカンの砧木（だいぎ）とされる。

877 カラタチバナ サクラソウ Ardisia crispa 本州（千葉県・富山県以西）・四国・九州・琉球・台湾・中国 京都府　藤井肇（採集）・近藤和男（寄贈）　2008年

366 カラタネオガタマ モクレン Magnolia figo 中国原産 花期４－５月。別名トウオガタマ。

67 カリガネソウ シソ Tripora divaricata 日本全土･朝鮮半島･中国 京都府　津軽俊介･高橋隆　1994年10月7日 花期８－９月

477 カリヤス イネ Miscanthus tinctorius 本州(東北地方南部～近畿北部） 竹内園長時代　経路不明 花期は8月－9月頃。和名は文字通り、‘刈り易い’ことにちなむ。古名を
加伊奈（かいな）といい、古来より草木染の染料（黄色）として広く知られ

299 カリン バラ Pseudocydonia sinensis 中国原産 竹内園長時代　経路不明 花期４－５月

1007 カワズカナワラビ オシダ Arachniodes × kenzo-satakei 本州（神奈川県から紀伊半島にかけて）・九州 産地不明　　権藤啓子ほか 常緑のシダ。コバノカナワラビとリョウメンシダの雑種。

827 カワセミソウ サギゴケ Mazus quadriprotuberans 村田源（寄贈）　2003年2月9日　京都府立植物園で栽培され
たもの

花期４－５月

865 カワラケツメイ マメ Chamaecrista nomame 本州・四国・九州・朝鮮・満州・中国 石川県　竹内祝子
七草粥行事のハマ茶用に寄贈された乾燥品から種子がこぼ
れ発芽したもの。

花期８－１０月

944 カワラナデシコ ナデシコ Dianthus superbus var. longicalycinus 本州・四国・九州・朝鮮・満州・中国 不明 花期は6月－9月。低地から山地にかけての、草原や河原に生える多年
草。秋の七草として古くから親しまれてきた。京都府レッドデータブック
（2015）では扱われていないが、亀岡市においては確実に個体数が減少
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1089 カワラハンノキ カバノキ Alnus serrulatoides 本州（東海・近畿・中国地方）・四国・九州（宮崎県） 京都府　津軽俊介他　　2014年11月23日 花期は2月－3月。川岸などに生える落葉低木。日本固有種。亀岡市に
おいては、桂川（大堰川、保津川）沿岸の岩場にのみ知られ、他では見

875 ガンクビソウ キク Carpesium divaricatum 本州・四国・九州・琉球・台湾・満州・中国 不明 花期８－１０月

737 カンザシギボウシ クサスギカズラ Hosta capitata 本州（近畿地方以西）・四国・九州・南朝鮮 兵庫県　高橋隆・澤田眞　1993年10月31日 花期６月中旬－８月

1104 カンザブロウノキ ハイノキ Symplocos theophrastifolia 本州（静岡県以西）・四国・九州・台湾・中国（南部） 奈良県　村田源寄贈 花期は8月－9月頃だが、果実は翌年の11月頃に熟する。山地に生える
常緑の小高木。和名は人名によるものと考えられているが、由来は定か

1097 ガンゼキラン ラン Paraphaius flavus 本州（伊豆諸島・静岡県・紀伊半島）・四国・九州・琉球・台湾・
中国～ヒマラヤ・東南アジア・メラネシア

不明 花期は5月－6月。暖温帯から亜熱帯の常緑樹林に生える多年草。各地
で絶滅が危惧されているが、新たな自生地の発見などによって環境省
レッドデータブックでは2002年の絶滅危惧IＡ類（CR）から絶滅危惧Ⅱ類

687 ガンピ ナデシコ Lychnis coronata 中国（浙江省・四川省など） 花期は6月－7月。疎林内や草原に生える中国原産の多年草で、江戸時
代に渡来したとされる。庭に植えられ、茶花としても親しまれてきた。和

587 カンボク ガマズミ Viburnum opulus var. sargentii 本州(広島県からあるが中部以北に普通)・北海道・樺太・千
島・朝鮮半島・満州・アムール・ウスリー・中国

滋賀県　津軽俊介ほか　1996年9月11日 花期は5月頃。和名は、肝木と漢字をあてるが意味は解らない。

708 カンムリベニシダ オシダ Dryopteris kammurijimensis 京都府（舞鶴市） 京都府　津軽俊介・高橋隆　2000年6月4日 常緑。マルバベニシダとハチジョウベニシダの中間型（雑種？）

175 カンレンボク ヌマミズキ Camptotheca acuminata 中国西部原産 1964年3月29日に京大農学部上賀茂試験地より2年苗を譲り
受ける。

花期７－８月

773 キイイトラッキョウ ヒガンバナ Allium kiiense 本州（和歌山県・岐阜県・山口県） 和歌山県　城下萬吉　1987年8月8日 花期１０－１１月

853 キイジョウロウホトトギス ユリ Tricyrtis macranthopsis 本州（紀伊半島中部） 奈良県　津軽俊介・高橋隆　1996年10月23日 花期８－１０月

621 キエビネ ラン Calanthe citrina 四国･九州･済州島 福岡県　津軽　理 花期４－5月

353 キキョウ キキョウ Platycodon grandiflorus 北海道～九州・奄美群島（諸島）･朝鮮半島･中国（北部）・満
州・ウスリー・アムール

竹内園長時代　経路不明 花期は7月－8月。山野の草地に生える多年草。明智光秀の桔梗紋は有
名で、園芸品種も多い。和名は中国名（漢名）‘桔梗’の音読み。
日本各地で絶滅が危惧されており、環境省レッドデータブック（2014）で
は絶滅危惧Ⅱ類（VU)に、京都府レッドデータブック（2015）でも絶滅寸前
種に指定されている。

1056 キキョウ キキョウ Platycodon grandiflorus 日本全土･朝鮮半島･中国（北部）・満州・ウスリー 京都府　津軽俊介ほか　2010年8月16日 花期は8月－9月。秋の七草『朝貌の花』は本種であるといわれる。栽培
品種も多いが、環境省レッドリスト（2013）では絶滅危惧種に選定されて

844 キキョウラン ススキノキ Dianella ensifolia 本州（和歌山県）・四国・九州・琉球・台湾・ボルネオ 不明 花期５－７月

815 キクガラクサ オオバコ Ellisiophyllum pinnatum var. reptans 本州（青森県・栃木県・長野県・三重県・近畿・中国地方）・四
国・九州・台湾・中国（西部）・ヒマラヤ・フィリピン・ニューギニ
ア

京都府　津軽俊介他 　2001年5月31日 花期は5月頃。1属1種からなるが、日本のものは地上部が枯れるので変
種var. reptansとする見解もある。和名は、葉を菊の葉に、地を這う姿を
唐草模様にたとえたもの。旧分類体系ではゴマノハグサ科に含まれてい

51 キクザキイチゲ キンポウゲ Anemone pseudoaltaica 北海道・本州（兵庫県以北）・朝鮮半島 石川県　高橋隆･澤田眞　1994年 花期は3月－4月。キクザキイチリンソウともよばれる。京都府下では広
範囲に分布するものの、産地・個体数ともに少なく、京都府レッドデータ
ブック（2015）では準絶滅危惧種に指定されている。

616 キクザキイチゲ キンポウゲ Anemone pseudoaltaica 北海道・本州（兵庫県以北）・朝鮮半島 京都府　津軽俊介　1963年3月31日 花期は3月－4月。キクザキイチリンソウともよばれる。京都府下では広
範囲に分布するものの、産地・個体数ともに少なく、京都府レッドデータ
ブック（2015）では準絶滅危惧種に指定されている。

617 キクザキイチゲ キンポウゲ Anemone pseudoaltaica 北海道・本州（兵庫県以北）・朝鮮半島 山形県　石垣伝治氏　　　昭和30年代初頭 花期は3月－4月。キクザキイチリンソウともよばれる。京都府下では広
範囲に分布するものの、産地・個体数ともに少なく、京都府レッドデータ
ブック（2015）では準絶滅危惧種に指定されている。

856 キクザキイチゲ キンポウゲ Anemone pseudoaltaica 北海道・本州（兵庫県以北）・朝鮮半島 山形県　出口聖子　1995年4月22日 花期は3月－4月。キクザキイチリンソウともよばれる。京都府下では広
範囲に分布するものの、産地・個体数ともに少なく、京都府レッドデータ
ブック（2015）では準絶滅危惧種に指定されている。

494 キクバオウレン キンポウゲ Coptis japonica var. anemonifolia 北海道・本州･四国 石川県　津軽俊介　採集日不明 花期は3月。山地の樹林下に生える多年草。根茎にアルカロイドやフェル
ラ酸などを含む。漢方で“黄連”といい、抗菌・抗炎・血圧降下など様々な
効用が報告されている。

221 キササゲ ノウゼンカズラ Catalpa ovata 中国原産 竹内園長時代　経路不明
1990年の台風で倒木。その切り株よりの萌芽枝。

花期６－７月。1990年の台風で倒木。その切り株よりの萌芽枝

978 キシダマムシグサ サトイモ Arisaema kishidae 本州（愛知県・近畿地方） 三重県　福永久子 花期は４月－5月。和名は植物学者“岸田松若”を記念するもので、別名
のムロウマムシグサは奈良県室生山に由来する。

345 キシツツジ ツツジ Rhododendron ripense 本州(岡山県以西)･四国･九州 竹内園長時代　経路不明 花期４－５月

890 キジノオシダ キジノオシダ Plagiogyria japonica 本州（東北地方南部以南）・四国・九州（奄美大島まで）・済州
島・中国・台湾

竹内園長時代　経路不明 常緑性のシダ。

882 キジムシロ バラ Potentilla fragarioides var. major 樺太・北海道・本州・四国・九州・琉球・朝鮮・満州・中国・シベ
リア

山口県　鳴橋直弘 花期３－５月

971 キセワタ シソ Leonurus macranthus 北海道・本州・四国･九州･朝鮮･満州･中国 佐々木仁蔵 花期は8月－9月。和名は“被綿”（または着せ綿）の意。ただし重陽の節
句（9月9日）に行われた被綿の習慣は、キクの花に綿を被せたもの。

115 キタコブシ モクレン Magnolia kobus var. borealis 北海道・本州(中、北部の日本海側) 宮城県　半沢和作　1964年4月 花期は3月－4月。母種コブシM. kobusの変種とされ、コブシに比し花や
葉が少し大きい北方型といわれる。

849 キチジョウソウ クサスギカズラ Reineckea carnea 本州（関東地方以西）・四国・九州・中国 自生由来と思われる 花期８－９月。古くから“吉祥草”と漢字をあて、めでたい兆しといわれ
た。城址ゆかりの植物のひとつでもある

534 キツネノカミソリ ヒガンバナ Lycoris sanguinea 本州･四国･九州･朝鮮半島･中国・北海道(帰化) 不明 花期８月

700 キツネノカミソリ ヒガンバナ Lycoris sanguinea 本州・四国・九州・朝鮮・中国・北海道（帰化） 津軽俊介他　採集日　2007年9月9日 花期８月

983 キツリフネ ツリフネソウ Impatiens noli-tangere 北海道・本州・四国・九州・千島・樺太・東亜・シベリア・ヨー
ロッパ・北アメリカ（西部）

不明 花期は6月－8月。

647 キノクニスゲ カヤツリグサ Carex matsumurae 本州･四国･九州･朝鮮半島南部の島 竹内園長時代　経路不明 花期４－５月

648 キノクニスゲ カヤツリグサ Carex matsumurae 本州・四国･九州･朝鮮半島南部の島 三重県　山本和彦氏　1998年4月3日
村田源寄贈

花期４－５月

336 キハギ マメ Lespedeza buergeri var. oldhamii 本州･四国･九州 京都府　津軽俊介　採集日不明 花期６－９月

394 キバナアキギリ シソ Salvia nipponica 本州･四国･九州 竹内園長時代　経路不明 花期は9月頃。山の木陰に生える多年草。日本固有種。アキギリS.
Glabrescensの黄花品ではなく、花筒内面の毛の状態が異なる独立種。

150 キバナイカリソウ メギ Epimedium koreanum 北海道（渡島半島）・本州(主に日本海側)・朝鮮半島 山形県　津軽俊介･高橋隆　1986年6月6日 花期は4月頃。イカリソウE. grandiflorumの亜種、あるいは変種とされて
いたこともある。イカリソウの仲間には、様々な変種や雑種などが報告さ
れていて、区別が難しいものが多いといわれる。(大橋他2016）

641 キバナイカリソウ メギ Epimedium koreanum 北海道（渡島半島）・本州(主に日本海側)・朝鮮半島 石川県　津軽俊介　1990年頃 花期は4月頃。イカリソウE. grandiflorumの亜種、あるいは変種とされて
いたこともある。イカリソウの仲間には、様々な変種や雑種などが報告さ
れていて、区別が難しいものが多いといわれる。(大橋他2017）

1041 キバナチゴユリ イヌサフラン Disporum lutescens 本州（和歌山県）･四国・九州 四国　出口聖子　1991年4月20日 花期は5月－6月。日本全土に見られる“ちごゆり”の黄花品種ではなく別
種。857 キバナノヤマオダマキ キンポウゲ Aquilegia buergeriana f. flavescens 北海道・本州・四国・九州 不明 花期６－８月。ヤマオダマキの黄花品種。

718 キビヒトリシズカ センリョウ Chloranthus fortunei 岡山県・香川県（小豆島）・九州（北部）・朝鮮（南部）・中国（中
部）

鈴鹿紀（栽培品）　1999年8月26日 花期４月

292 キブシ キブシ Stachyurus praecox 北海道(西南部)・本州･四国･九州 竹内園長時代　経路不明 花期３－４月

316 キブネダイオウ タデ Rumex nepalensis subsp. andreaeanus 本州（近畿および中国地方） 竹内園長時代　経路不明 花期５－６月

864 キミノウメモドキ モチノキ Ilex serrata f. xanthocarpa 不明 花期５－７月。ウメモドキ（I. serrata）の果実が黄色く熟する品種。

756 キョウガノコ バラ Filipendula purpurea 北海道・本州（奥羽地方・中部地方）・朝鮮 不明 花期６－８月

262 ギョウジャニンニク ヒガンバナ Allium victorialis subsp. platyphyllum 北海道・本州(奈良県以北)･千島･サハリン・韓国（鬱陵島）・中
国・カムチャッカ・アムール・シベリア（東部）

石川県　高橋隆･澤田眞　1994年4月 花期は6月頃。深山の林床などに生え、植物体にはニンニク様の強い風
味がある。アイヌの人たちが食べていたことから、北海道の一部地域で
はアイヌネギとよび、生食や汁物の具、天ぷらや味噌漬などの料理に使

900 ギョウジャニンニク ヒガンバナ Allium victorialis subsp. platyphyllum 北海道・本州(奈良県以北)･千島･サハリン・韓国（鬱陵島）・中
国・カムチャッカ・アムール・シベリア（東部）

不明 花期６月頃

920 キヨスミヒメワラビ オシダ Dryopteris maximowicziana 本州（秋田県以南）・四国・九州・屋久島；朝鮮半島・中国・台
湾

不明 常緑性のシダ。葉柄や羽軸につく白色の鱗片の様子から、シラガシダの
別名がある。亀岡市においては、普通種といえるほど多くはない。

1094 キヨスミヒメワラビ オシダ Dryopteris maximowicziana 本州（秋田県以南）・四国・九州・屋久島；朝鮮半島・中国・台
湾

京都府　津軽俊介他 　2015年10月11日 常緑性シダ。葉柄や羽軸につく白色の鱗片の様子から、シラガシダの別
名がある。亀岡市においては、普通種といえるほど多くはない。

403 キヨタキシダ メシダ Diplazium squamigerum 北海道（石狩・胆振）・本州･四国･九州･朝鮮半島・中国･台湾･
南アジア

京都府　津軽俊介･澤田眞　　1992年7月12日 夏緑性のシダ。山地のやや湿り気の多い林床に生える、夏緑性のシダ。
和名は京都の清滝にちなむものと考えられている。

531 キリンソウ ベンケイソウ Phedimus aizoon var. floribundus 北海道･本州･四国･九州･千島･樺太･カムチャッカ・沿海州・朝
鮮半島･中国

不明 花期は5月－6月頃。和名は、“傷薬の草”を意味する“きじんそう”の転
訛、または中国の伝説上の動物“麒麟”に由来する、など諸説あるが確

748 キレンゲショウマ アジサイ Kirengeshoma palmata 本州（奈良県大峯山）・四国・九州・朝鮮・中国（浙江，安徽） 徳島県　出口聖子・成尾陽　1989年8月17日 花期７－８月

768 キンカチャ ツバキ Camellia petelotii 購入品　詳細不明 花期２－３月

77 キンキエンゴサク ケシ Corydalis papilligera 本州(関東地方－近畿地方) 京都府　津軽俊介ほか　1994年4月18日 花期は4月頃。和名の“延胡索（えんごさく）”は漢名の音読み。種子に乳
頭状突起があることなどが特徴とされるが、広くとらえてヤマエンゴサク
C. linearilobaに含むとする考えもある。

633 キンキエンゴサク ケシ Corydalis papilligera 本州(近畿地方) 京都府　津軽俊介　1963年4月20日 花期４月頃

685 キンギンボク スイカズラ Lonicera morrowii 北海道（西南部）・本州（東北地方および日本海側）・韓国（鬱
陵島）

天恩郷の楽天社茶花園より移植　2008年11月12日
もとの導入経路は不明

花期は4月－5月頃。ときに植栽される、落葉低木。和名は、花が白色か
ら黄色に変化し、これが入り乱れて咲く様子を例えたもの。別名の‘ヒョウ
タンボク’は、2個くっついた果実を瓢箪に例えた。

359 キンシバイ オトギリソウ Hypericum patulum 中国（中部） 竹内園長時代　経路不明 花期は６月－７月。1760年に中国から伝来した（平賀源内『物類品隲』，
1763）とされる。庭木としてよく栽培されるが、日本でも湿った崖などに野

190 ギンバイソウ アジサイ Hydrangea bifida 本州(関東地方以西)･四国･九州 京都府　津軽俊介･高橋隆　1994年10月28日 花期は6月－7月。和名は‘銀梅草’の意味で、花の様子から白梅を連想
したものとされる（牧野1962）。東アジアの特産属で、日本と中国（D.
caerulea）に2種のみ知られる。徳島県に知られるギンバイソウの品種マ
ルバギンバイソウf. rotundifoliaは、葉の先端が2裂しない。

407 ギンバイソウ アジサイ Hydrangea bifida 本州(関東地方以西)･四国･九州 奈良県　三諸聖子･津軽俊介　1976年7月1日 花期は6月－7月。和名は‘銀梅草’の意味で、花の様子から白梅を連想
したものとされる（牧野1962）。東アジアの特産属で、日本と中国（D.
caerulea）に2種のみ知られる。徳島県に知られるギンバイソウの品種マ
ルバギンバイソウf. rotundifoliaは、葉の先端が2裂しない。

459 ギンバイソウ アジサイ Hydrangea bifida 本州(関東地方以西)･四国･九州 兵庫県　津軽俊介　1965年7月 花期は6月－7月。和名は‘銀梅草’の意味で、花の様子から白梅を連想
したものとされる（牧野1962）。東アジアの特産属で、日本と中国（D.
caerulea）に2種のみ知られる。徳島県に知られるギンバイソウの品種マ
ルバギンバイソウf. rotundifoliaは、葉の先端が2裂しない。

749 ギンバイソウ アジサイ Hydrangea bifida 本州（関東地方以西）・四国・九州 徳島県　出口聖子・田辺謙二　1992年7月27日 花期６－７月

993 キンミズヒキ バラ Agrimonia pilosa var. japonica 北海道・本州・四国・九州・琉球・台湾・中国・朝鮮・満州・シベ
リア・ヒマラヤ

不明 花期は７月－９月。

442 クガイソウ オオバコ Veronicastrum japonicum 北海道・本州・サハリン 竹内園長時代　経路不明 花期は6月－7月。いくつかの変種や品種が知られている。和名は、層を
なしてつく輪生葉を‘九蓋’または‘九階’と例えた(牧野1962）とされる。
京都府レッドデータブックでは、準絶滅危惧種（202）から絶滅危惧種

201 クサアジサイ アジサイ Hydrangea alternifolia 本州（関東地方以西）・四国・九州 不明 花期７－１０月上旬

681 クサアジサイ アジサイ Hydrangea alternifolia 本州(関東地方以西)･四国･九州 石川県　竹内雅和・祝子　1991年9月18日 花期７－１０月上旬

690 クサアジサイ アジサイ Hydrangea alternifolia 本州(関東地方以西)･四国･九州 京都府　津軽俊介　　　採集日不明 花期７－１０月上旬

805 クサギ シソ Clerodendrum trichotomum 北海道・本州・四国・九州・・琉球・朝鮮半島・中国・台湾・フィリ
ピン（バタン諸島）

不明ながら自生の可能性もある。 花期は8月－9月頃。和名は、植物体に強い臭気があることにちなむ。
春に新芽を山菜とし、天ぷらなどにする。伊豆半島や九州南部には、全
体に毛が少なく花もまばらな変種アマクサギvar. fargesiiが知られる。

173 クサタチバナ キョウチクトウ Vincetoxicum acuminatum 本州(関東地方以西)･四国･朝鮮半島･中国（東北部） 島根県　出口聖子･津軽俊介　　　1983年5月18日 花期６－７月

742 クサタチバナ キョウチクトウ Vincetoxicum acuminatum 本州（関東地方以西）・四国・朝鮮・満州 島根県　出口聖子･津軽俊介　　　1983年5月18日 花期６－７月

796 クサナギオゴケ キョウチクトウ Vincetoxicum katoi 本州（東海道・近畿地方） 三重県　権藤啓子　2011年5月3日 花期５－６月

333 クサボケ バラ Chaenomeles japonica 本州･九州 不明 花期３－５月

491 クサヤツデ キク Ainsliaea uniflora 本州(神奈川県以西－近畿地方の太平洋側)・四国･九州 和歌山県　津軽俊介　採集日不明 花期は9月－10月。固有種で、1属1種の稀な植物。

1050 クサレダマ サクラソウ Lysimachia vulgaris subsp. davurica 北海道･本州･九州･朝鮮･中国･満州･樺太･南千島･シベリア 大阪府　澤田徹･村田源　2007年4月17日 花期は7月－8月。常緑低木のレダマ（マメ科）に似るが草本なので“草連
玉”とされているが、実際には似ていない。

483 クジャクシダ イノモトソウ Adiantum pedatum 北海道・本州･四国･北米･アジア（東部）･ヒマラヤ 京都府　津軽俊介　　採集日不明 夏緑性のシダ。

638 クスノキ クスノキ Cinnamomum camphora 本州(関東地方以西)･四国･九州･済州島・中国（中南部）･ベト
ナム

不明 花期５－６月

434 クチナシ アカネ Gardenia jasminoides 本州(静岡県以西)･四国･九州･琉球諸島･台湾･中国・インドシ
ナ

竹内園長時代　経路不明 花期６－７月

565 クチナシ アカネ Gardenia jasminoides 本州(静岡県以西)･四国･九州･琉球諸島･　台湾･中国・インド
シナ

竹内園長時代　経路不明 花期６－７月

608 クチナシ アカネ Gardenia jasminoides 本州(静岡県以西)･四国･九州･琉球諸島･台湾･中国・インドシ
ナ

京都府　津軽俊介･村田源･高橋隆　1997年4月25日 花期６－７月

89 クマザサ イネ Sasa veitchii 石川県　津軽俊介･高橋隆　1992年3月24日 花の周期は約30～60年ともいわれる。庭園などに植栽されることも多い
が、原産地が不明の稀な植物。京都府の琵琶湖西岸に当たる山地に自
生状の群落があるという。(小林2017）和名は‘くまどりのあるササ’の意

99 クマノミズキ ミズキ Cornus macrophylla 本州･四国･九州（屋久島まで）･朝鮮半島･台湾・中国から西
へヒマラヤ・アフガニスタン

不明ながら自生の可能性もある。 花期は4月－5月頃。山地に生える落葉高木。春秋の頃、枝を切ると水が
出るため籠城時の飲用水とするため築城の際に植えられたという。天恩
郷に自生状の木はその名残であると伝えられるが、真偽のほどは定か

206 クララ マメ Sophora flavescens 本州･四国･九州･朝鮮半島･中国･シベリア 京都府　高橋隆　1990年6月11日 花期６－７月

561 クリ ブナ Castanea crenata 北海道（石狩・日高以南）・本州･四国･九州･朝鮮半島（中南
部）

不明ながら自生の可能性もある。 花期は6月－7月。　堅果を食用とし、粒の大きい栽培品種では丹波栗が
有名。野生種は小粒で、シバグリとよばれたりする。材は耐朽性が高く、
枕木・建材・船舶・車両・器具・薪炭材など様々に利用され、断面を六角
に加工した名栗丸太はよく知られる。

160 クリハラン ウラボシ Neolepisorus ensatus 本州（関東地方以西）･四国･九州･済州島・台湾･中国（西部） 京都府　津軽俊介　1993年3月21日 常緑性のシダ。
クリンソウ サクラソウ Primula japonica 北海道・本州･四国･台湾 京都府

過去に植栽のものは絶えてしまい、新たに導入。
花期は5月頃。谷間などの湿地に生える多年草。和名は、鮮やかな紅紫
色の花を、多層に輪生させる様子から。

889 クルマシダ チャセンシダ Asplenium wrightii 本州（伊豆半島・東海以西・伊豆諸島御蔵島）・四国・九州・琉
球・朝鮮・台湾・中国・インドシナ・フィリピン

竹内園長時代　経路不明 常緑性のシダ。

645 クルマバソウ アカネ Galium odoratum 北海道･本州･朝鮮半島･南千島･樺太よりヨーロッパ･北アフリ
カ

石川県　植栽のスハマソウについてきたもの 花期５－７月

256 クルマバハグマ キク Pertya rigidula 本州(近畿地方以北) 石川県　竹内雅和・祝子　1989年11月21日 花期は9月頃。和名のハグマ(白熊)とは、中国やチベットに生息するヤク
の尾の毛のこと。ヤクの尾の毛は、能装束の仮髪にも使われている。

600 クロウメモドキ クロウメモドキ Rhamnus japonica var. decipiens 北海道・本州･四国･九州 兵庫県　高橋隆･澤田眞　1993年10月31日 花期４－５月

714 クロバナヒキオコシ シソ Isodon trichocarpus 本州（山陰・北陸・奥羽地方）・北海道 経路不明 花期８－９月

406 クロモジ クスノキ Lindera umbellata 本州･四国･九州 竹内園長時代　経路不明 花期４月

657 ケクロモジ クスノキ Lindera sericea 本州･四国･九州 花期４月

1027 ゲジゲジシダ ヒメシダ Thelypteris decursivepinnata 北海道（有珠山）・本州（青森・岩手・秋田の諸県では稀）・四
国・九州・琉球（やや稀）・朝鮮（南部）・中国・台湾・インドシナ・

夏緑性（琉球列島では常緑）のシダ。小羽片が翼のように配列する形状
をゲジゲジの脚にたとえた。

552 ケタガネソウ カヤツリグサ Carex ciliatomarginata 本州(中部以西)･四国･九州･朝鮮半島･中国（東北部） 岐阜県　津軽俊介･村田源･高橋隆　1999年6月15日 花期は3月頃。タガネソウC. siderostictaの亜種や変種とされていたこと
もあるが、茎や葉に長毛が密に有り、果胞も有毛であるなどから別種とさ
れている。和名は、石や金属を加工する道具である鏨（たがね)にみたて
たもの。京都府レッドデータブック（2015）では絶滅危惧種に指定されて

3 ケナシヤブデマリ ガマズミ Viburnum plicatum f. glabrum 本州（おもに日本海側） 石川県　竹内祝子　1993年5月18日 花期は5月頃。生物学上の母種となるヤブデマリvar.tomentosumに比し、
若枝や葉が無毛（または少なく）、葉と花序がより大きく、分布域も異な
る。命名の規約により、学名上は栽培品種オオデマリV. plicatum var.
plicatumが母種となり、ヤブデマリがその変種、ケナシヤブデマリはオオ
ヤブデマリの品種という扱いになっている。
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281 ケナシヤブデマリ ガマズミ Viburnum plicatum f. glabrum 本州（おもに日本海側） 長野県　津軽俊介　1977年5月 花期は5月頃。過去にはヤブデマリvar.tomentosumの亜種とされていた
もので、若枝に毛がなく、葉と花序がより大きい。現在の分類では、生物
学上はヤブデマリの品種であるが、学名上は命名の複雑な要因が影響
し、栽培品種オオデマリV. plicatum var. plicatumの品種f. glabrumという

810 ケヤキ ニレ Zelkova serrata 本州・四国・九州・朝鮮・台湾・中国 自生 花期４月

722 ケヤブハギ マメ Hylodesmum podocarpum subsp. fallax 本州・四国・九州・朝鮮・中国 京都府　津軽俊介・村田源・高橋隆　1993年9月26日 花期７－９月

158 ケヤマシャクヤク ボタン Paeonia japonica f. hirsuta
北海道・本州・四国・九州

京都府　津軽俊介･澤田眞　1993年5月10日 花期は4月。日本固有種。おもに落葉広葉樹林内に生える多年草。本品
種は、ヤマシャクヤクP. japonicaの葉が有毛なものをいうが、毛の状態に
は幅があって連続するので、母種と区別しないという見解もある。

941 ゲンカイツツジ ツツジ Rhododendron mucronulatum var. ciliatum 本州（岡山県以西）・九州（北部）・対馬・済州島・朝鮮 広島県　真野義敍　2011年4月27日 花期は4月。和名の由来は“玄界灘”から。

937 ゲンゲ マメ Astragalus sinicus 暖帯・亜熱帯：台湾・中国 不明 花期は4月－5月頃。レンゲやレンゲソウともよばれる。緑肥として導入さ
れたものが、その周辺などで野生化している。

386 ゲンノショウコ フウロソウ Geranium thunbergii 北海道･本州･四国･九州･朝鮮半島･台湾･千島（南部） 不明 花期７－１０月

642 ケンロクエンキクザクラ バラ Cerasus lannesiana ‘Sphaerantha’ 園芸品種 不明 花期は4月。石川県金沢市の兼六園に、古くから伝わるという園芸品種。
花弁が非常に多く、300枚に及ぶことがあるという（太原2011）。

461 コアカソ イラクサ Boehmeria spicata 本州･四国･九州･朝鮮半島･中国 竹内園長時代　経路不明 花期８－１０月

951 コアジサイ アジサイ Hydrangea hirta 本州（関東地方以西）・四国・九州 不明 花期は6月－7月。山林の谷筋などに生える落葉低木。日本固有種。
アジサイ属は、多くの固有種・固有変種を産する。

570 コウホネ スイレン Nuphar japonica 北海道（西南部）･本州･四国･九州･朝鮮半島 三諸園長時代(昭和50年代後半)　　京都大学植物園より 花期は6月－9月。根茎は白くて肥大し、和名（かわほね）の由来とされ
る。またこれを川骨（せんこつ）といい、生薬（解熱・鎮痛）として利用され

432 コウヤボウキ キク Pertya scandens 本州（関東地方以西）･四国･九州･中国 不明 花期９－１０月頃

225 コウヤワラビ コウヤワラビ Onoclea sensibilis var. interrupta 沖縄を除く日本全土 竹内園長時代　経路不明 夏緑性のシダ。

289 コウヨウザン スギ Cunninghamia lanceolata 竹内園長時代　京大農学部上賀茂試験地より 花期４月頃

433 コガクウツギ アジサイ Hydrangea luteovenosa 本州（静岡県伊豆、三重県、和歌山県、京都府、兵庫県、中国
地方）･四国･九州

竹内園長時代　経路不明 花期６－７月

836 コカンスゲ カヤツリグサ Carex reinii 本州・四国・九州 京都府　津軽俊介・高橋隆　1997年5月12日 花期４－５月

172 コキンバイ バラ Geum ternatum 北海道･本州（兵庫県氷ノ山以北）･朝鮮半島･樺太･ウスリー･
東シベリア

北海道　三諸聖子･津軽俊介　1978年6月17日

149 コクサギ ミカン Orixa japonica 本州･四国･九州･朝鮮半島･中国 竹内園長時代　経路不明 花期４－５月。和名はコクサとは緑肥のこと（近畿植物同好会会報
No.120：13，週刊朝日百科，世界の植物）

133 コケイラン ラン Oreorchis patens 北海道・本州･四国･九州･朝鮮半島･南千島･カムチャッカ･ウ
スリー･中国

不明 花期５－７月

610 コケイラン ラン Oreorchis patens 北海道・本州･四国･九州･朝鮮半島･南千島･カムチャッカ・ウ
スリー･中国

北海道　北潟珠栄　1996年4月30日 花期は5月頃。山林内に生える多年草。京都府レッドデータブック2015で
は絶滅危惧種に指定されている。

848 コゴメウツギ バラ Neillia incisa 北海道・本州・四国・九州・朝鮮・中国 不明 花期５－６月

524 コスミレ スミレ Viola japonica 本州（福島県以南）･四国･九州･朝鮮半島 自生由来と思われる 花期３－５月

143 コタニワタリ チャセンシダ Asplenium scolopendrium subsp. japonicum 北海道・本州･四国･九州･朝鮮半島・南千島･樺太･中国・ロシ
ア～ヨーロッパ･北アメリカ

京都府　津軽俊介･澤田眞　1993年4月17日 常緑性のシダ。

1084 コツクバネウツギ スイカズラ Abelia serrata 本州（長野県・静岡県以西）・四国・九州 不明 花期は5月－6月。萼片の形状をつくばねに例えたものだが、非常に変異
が多い。174 コツゲ（？） ツゲ Buxus microphylla var. riparia

462 コデマリ バラ Spiraea cantoniensis 竹内園長時代　経路不明 花期４－５月
コナラ ブナ Quercus serrata 北海道・本州・四国・九州・朝鮮・中国 自生由来と思われる 花期は4月－5月。ナラ（楢）の語源は不明。堅果（どんぐり）や葉の遺体

が日本の鮮新世や洪積世から散点的に報告されている。
701 コノハナザクラ バラ Cerasus jamasakura var.nahohiana nom. nud. 分布　　三重県・京都府（亀岡市） 自生　Type tree 花期は3月－4月。自生と考えられている。

Type tree
702 コノハナザクラ バラ Cerasus jamasakura var.nahohiana nom. nud. 分布　　三重県・京都府（亀岡市） 1967年（昭和42年）親木より取り木

1968年11月定植
花期は3月－4月。1967年（昭和42年）原木より取り木。1968年11月定植

717 コバギボウシ クサスギカズラ Hosta sieboldii f. spathulata 本州・四国・九州 和歌山県　津軽俊介・高橋隆　1996年10月23日 花期７－８月

730 コバナノワレモコウ バラ Sanguisorba tenuifolia var. parviflora 本州（近畿地方以西）・四国・九州・朝鮮・満州 京都府　津軽俊介・村田源・高橋隆　1995年5月23日 花期８－１０月

237 コバノガマズミ ガマズミ Viburnum erosum 本州（福島県以南）・四国・九州・朝鮮半島・中国 津軽俊介　詳細不明 花期４－６月

25 コバノコマユミ ニシキギ Euonymus alatus var. microphyllus 本州（富山県以西）・朝鮮半島 京都府　津軽俊介・高橋隆　1992年6月 花期５－６月

1101 コバノフユイチゴ バラ Rubus pectinellus 本州・四国・九州・台湾・フィリピン（ルソン島） 京都府　澤田徹他　2017年6月15日 花期は5月－7月。落葉樹林の林床などに生える常緑のつる性小低木。
別名マルバフユイチゴ。

341 コバノミツバツツジ ツツジ Rhododendron reticulatum 本州（滋賀県、岐阜県、長野県、静岡県西部以西）・四国・九
州

竹内園長時代　経路不明 花期４月

532 コバノミツバツツジ ツツジ Rhododendron reticulatum 本州（滋賀県、岐阜県、長野県、静岡県西部以西）・四国・九
州

竹内園長時代　経路不明 花期４月

1071 コバノミツバツツジ ツツジ Rhododendron reticulatum 本州（長野県，静岡県以西）・四国・九州 竹内園長時代　経路不明 花期は4月－5月上旬。和名は、ミツバツツジR.dilatatum（雄ずい5個）にく
らべ、3個ずつ出る葉が小さいことによる。

4 ゴマギ ガマズミ Viburnum sieboldii 本州・四国・九州 京都府　津軽俊介・高橋隆 花期４月下旬－６月中旬

933 コマユミ ニシキギ Euonymus alatus f. striatus 北海道・本州・四国・九州・南千島・樺太・ウスリー・中国（東
北）・朝鮮

花期は４月頃。

21 コミヤマミズ イラクサ Pilea notata 本州・四国・九州・朝鮮・琉球・台湾・中国 京都府　高橋　隆　１９９３年５月 花期７－１０月

779 コムラサキ シソ Callicarpa dichotoma 分布　　本州（関東地方南部以西）・四国・九州 不明 花期７－８月

34 コモチシダ シシガシラ Woodwardia orientalis 本州（東北地方南部以南）・四国・九州・琉球・小笠原・ヒマラ
ヤ・中国・台湾・フィリピン

京都府　津軽俊介・高橋隆　1993年11月11日 常緑性のシダ。

560 コモチシダ シシガシラ Woodwardia orientalis 本州（東北地方南部以南）・四国・九州・琉球・小笠原・ヒマラ
ヤ・中国・台湾・フィリピン

和歌山県　津軽俊介　採集日不明 常緑性のシダ。

310 コヤスノキ（♀） トベラ Pittosporum illicioides 本州（兵庫県、岡山県）・中国・台湾 兵庫県　大本信徒による献納　竹内園長時代（昭和26－43
年）

花期は5月。「子安の木」として徳川時代から知られたが、和名は安産を
祈念したものかどうかは不明。明治33（1900）年に大上宇市（おおうえう
いち）が再発見するまで幻の木とされていた。

595 コヤスノキ（♂） トベラ Pittosporum illicioides 本州（兵庫県、岡山県）・中国・台湾 兵庫県　高橋隆・澤田眞　1993年10月31日 花期は5月。“子安の木”として徳川時代から知られたが、安産を祈念し
たものか由来は不明。明治33（1900）年に大上宇市（おおうえういち）が
再発見するまで幻の木とされていた。

177 コンフリー ムラサキ Symphytum × uplandicum 岡山県　平野啓介　1966年8月7日 花期は7月―8月。日本各地で野生化している。ヒレハリソウとオオハリソ
ウの雑種とされている。肝障害を引きおこす有毒物質ピロリチジンアルカ
ロイドを含み、2004年に食品としての販売が禁止された（佐竹2012）。

42 コンロンソウ アブラナ Cardamine leucantha 北海道・本州・四国・九州・朝鮮半島・中国（東北部）・シベリア
（東部）

不明 花期は4月―7月。和名の由来は不明だが、花の白さを崑崙山（中国古
代神話の神霊山）に例えたものか(牧野1963)としている。

110 サイカチ マメ Gleditsia japonica 本州（中南部）・四国・九州・朝鮮半島・中国 京都府　津軽俊介　種子からの育苗だが採取日不明 花期５－６月

627 サイコクヒメコウホネ スイレン Nuphar saikokuensis 京都府　津軽俊介・村田　源・高橋　隆　1998年7月30日 花期６－１０月

1079 サイゴクベニシダ オシダ Dryopteris championii 本州（山形県・宮城県以南）・四国・九州・朝鮮半島・中国・台
湾

京都府　津軽俊介他　2015年10月25日 常緑性のシダ。和名は、西日本に多いことにちなむ。ベニシダに似るが
葉は革質、葉柄や中軸に赤褐色－褐色の膜質鱗片が密生する（光田

63 サイハイラン ラン Cremastra appendiculata var. variabilis 南千島・北海道～九州・サハリン南部・朝鮮半島南部・台湾・
中国～ヒマラヤ

京都府　津軽俊介・高橋隆　1993年4月5日 花期は5月－6月。和名は花序の様子を‘采配さいはい’（昔の戦で使っ
た指揮具）に例えたもの。球茎を乾燥させたものは、‘山慈姑さんじこ’と
呼ばれる漢方の一種で、煎じ薬・粘滑薬としての薬効が報告されている

132 サイハイラン ラン Cremastra appendiculata var. variabilis 南千島・北海道～九州・サハリン（南部）・朝鮮半島（南部）・台
湾・中国～ヒマラヤ

京都府　津軽俊介　1990年4月22日 花期は5月－6月。和名は花序の様子を‘采配さいはい’（昔の戦で使っ
た指揮具）に例えたもの。球茎を乾燥させたものは、‘山慈姑さんじこ’と
呼ばれる漢方の一種で、煎じ薬・粘滑薬としての薬効が報告されている

611 サイハイラン ラン Cremastra appendiculata var. variabilis 北海道・本州・四国・九州・朝鮮半島（南部）・千島（南部）・樺
太（南部）・中国・台湾・ヒマラヤ

北海道　北潟珠栄　1996年4月30日 花期５－６月

586 ザイフリボク バラ Amelanchier asiatica 本州・四国・九州・朝鮮半島・中国 石川県　竹内祝子　1997年4月25日 花期は4月－5月。和名は“采振り木”の意味で、白い花を幣（しで）の一
種である采配にたとえた。別名シデザクラも同じ。

753 ザイフリボク バラ Amelanchier asiatica 本州・四国・九州・朝鮮半島・中国 石川県　竹内祝子　1997年4月25日 花期４－５月

409 サカキ モッコク Cleyera japonica 本州（茨城、石川県以西）・四国・九州・済州島・台湾・中国 竹内園長時代　経路不明 花期６－７月

38 サカゲイノデ オシダ Polystichum retrosopaleaceum 北海道・本州・四国・朝鮮半島 京都府　高橋隆・澤田眞　1992年6月6日 夏緑性のシダ。

487 サギゴケ サギゴケ Mazus miquelii 本州・四国・九州 花期４－５月。別名ムラサキサギゴケ。

696 サギシバ サギゴケ Mazus miquelii 不明 花期４－５月

689 サクキバナアキギリ シソ Salvia × sakuensis 長野県 長野県　鳴橋直弘　2000年9月30日 花期９－１０月

451 サクラタデ タデ Persicaria odorata subsp. conspicua 本州・四国・九州・朝鮮半島 雑水川畔に自生

74 ササクサ イネ Lophatherum gracile 本州（関東以西）・四国・九州・琉球・中国・朝鮮半島南部・フィ
リピン・ミャンマー・マレーシア・インド・ニューギニア

津軽俊介　1990年6月20日 花期８－１０月

68 ササノハスゲ カヤツリグサ Carex pachygyna 本州（近畿地方以西）・四国 京都府　津軽俊介・高橋隆　1994年5月9日 花期４－５月

723 ササユリ ユリ Lilium japonicum 本州（静岡県・新潟県以西）・四国・九州 不明 花期は7月頃。和名は、葉がササ類の葉に似ることによる。環境省レッド
リスト（2015）や京都府レッドデータブック（2015）では取り扱われていない
が、亀岡市においては近年激減しており、絶滅危惧や準絶滅危惧に指

558 サザンカ ツバキ Camellia sasanqua 本州（山口県）・四国・九州 竹内園長時代　経路不明 花期１０－１２月

1059 サジガンクビソウ キク Carpesium glossophyllum 本州・四国・九州・済州島・琉球 京都府　津軽俊介ほか　1994年4月17日 花期は8月－9月。和名は、根生葉を『サジ』にたとえ、頭花の様子をキセ
ルの『雁（がん）の首』にたとえたもの。

185 ザゼンソウ サトイモ Symplocarpus renifolius 北海道・本州(日本海側、近畿、中国地方）・樺太・アムール・
ウスリー

兵庫県　久保田直樹・津軽俊介　昭和30年代後半 花期は3月―5月。和名は、花序の様子を、僧が座禅を組んだ姿に例え
たもの。346 サツキ ツツジ Rhododendron indicum 本州（関東西南部から西、北は福井県にある滋賀県にはな

い）・九州（南半から屋久島まで）
竹内園長時代　経路不明 花期５－６月

999 サツキ ツツジ Rhododendron indicum 本州（福井県・関東西南部以西　※滋賀県を除く）・九州（南半
～屋久島）

不明 花期は5月末－7月。和名は、五月（陰暦）に咲くの意味。

82 サツマイナモリ アカネ Ophiorrhiza japonica 本州（千葉県以西）・四国・九州 京都府　津軽俊介・村田源　1994年4月26日 花期１１－５月

405 サツマイナモリ アカネ Ophiorrhiza japonica 本州（千葉県以西）・四国・九州 鹿児島県　三諸聖子　1980年代後半 花期１１－５月

1072 サトザクラ バラ Cerasus Sato-zakura Group 園芸品種 竹内園長時代　経路不明 花期は4月。『さとざくら』とはオオシマザクラを基に、ヤマザクラ、エドヒガ
ン、カスミザクラ、マメザクラなどを掛け合わせたとされる園芸品種の総
称。見解を広くとってサクラの園芸品種すべてをさす場合もある。

961 サネカズラ マツブサ Kadsura japonica 本州（関東地方以西）・四国･九州・済州島･中国･台湾 自生由来と思われる 花期は8月。果実は、五味子（ごみし；生薬）の代用として強壮剤に。木部
に粘液を含み、古くはこれを水に浸し整髪に用いた。別名の美男葛（びな
んかずら）はここから。

153 サラサドウダン ツツジ Enkianthus campanulatus 本州（近畿地方　但馬，摂津以東）・北海道 竹内園長時代　経路不明 花期５月中旬－６月下旬

515 サラシナショウマ キンポウゲ Cimicifuga simplex 北海道・本州・四国・九州・樺太・千島・満州・カムチャッカ・朝
鮮半島・蒙古・ドーリア・ウスリー

竹内園長時代　経路不明 花期８－１０月

589 サルスベリ ミソハギ Lagerstroemia indica 原産地　中国南部 三諸園長時代(昭和46年-平成13年)　経路不明 花期７－１０月上旬

1003 サルトリイバラ サルトリイバラ Smilax china 北海道・本州・四国・九州・琉球・台湾・朝鮮・中国・インドシナ・
フィリピン

自生由来と思われる 花期は4月－5月。和名は、とげに猿がひっかかる（猿捕り）の意味。

732 サルマメ サルトリイバラ Smilax biflora var. trinervula 本州（関東地方以西）・中国 京都府　津軽俊介・高橋隆　1998年5月28日 花期５－６月

337 サワシバ カバノキ Carpinus cordata 北海道・本州・四国・九州・朝鮮半島・中国 京都府　津軽俊介　採集日不明 花期４－５月

1046 サワシロギク キク Aster rugulosus 本州･四国･九州 花期は8月－9月。和名の由来は、沼沢地に生えることから。

78 サワルリソウ ムラサキ Ancistrocarya japonica 本州（関東地方以西）・四国・九州 京都府　高橋隆・澤田眞　1992年6月6日 花期５－６月

98 サンインギク（調査中） キク Chrysanthemum × aphrodite 本州（富山県以西の日本沿岸） 京都府　津軽俊介・澤田眞　1993年10月14日 花期１０－１２月

11 サンインヒキオコシ シソ Isodon shikokianus var. occidentalis 本州（山陰、北陸地方）・九州（北部） 京都府　津軽俊介・澤田眞　採集日不明 花期８－１０月

94 サンシチソウ キク Gynura japonica 中国（東部～南部）・台湾・タイ・ネパール（栽培逸出もあると
いう）

花期は9月－10月。和名は、中国名「菊三七〈三七草〉」の音読み。根（サ
ンシチコン）・葉（サンシチヨウ）はサポニンを含み、止血・抗真菌作用が
あることが知られている（三橋1998）。日本には慶長年間に（1596－
1614）渡来したとされ、本栽培品も亀山城に付随したものであろうと伝え
られている。

242 サンシチソウ キク Gynura japonica 中国（東部～南部）・台湾・タイ・ネパール（栽培逸出もあると
いう）

京都府　崎谷敏明　　1987年11月13日 花期は9月―10月。和名は、中国名「菊三七〈三七草〉」の音読み。根（サ
ンシチコン）・葉（サンシチヨウ）はサポニンを含み、止血・抗真菌作用が
あることが知られている（三橋1998）。日本には慶長年間に（1596－
1615）渡来したとされ、各地で逸出と思われるものが自生状で報告され

408 シウリザクラ バラ Padus ssiori 本州（隠岐、中部以北）・北海道・南千島・樺太・中国（東北
部）・ウスリー

竹内園長時代　経路不明 花期５－６月

639 シオン キク Aster tataricus 本州（中国地方）・九州・朝鮮半島・満州・蒙古・中国（北部）・
シベリア

竹内園長時代　経路不明 花期８－１０月

285 シキミ マツブサ Illicium anisatum 本州（宮城、石川県以西）・四国・九州・琉球諸島・済州島・中
国

竹内園長時代　経路不明 花期３－５月

942 シケチシダ メシダ Athyrium decurrentialatum 本州・四国・九州・朝鮮（南部）・中国（中南部） 不明 夏緑性のシダ。和名は“湿気地シダ”の意で、湿っぽい生育場所による。

87 シコクフクジュソウ キンポウゲ Adonis shikokuensis 本州（近畿地方南部）・四国・九州・朝鮮半島？・中国？ 京都府　津軽俊介　1993年3月11日 花期は3月。山の木陰に生える多年草。フクジュソウ類の根は生薬“福寿
草根”として利用するが、毒性成分の強心配糖体（シマリンやアドニトキ
シンなど）を含み誤食による被害例もある（佐竹2012）。

195 シジミバナ バラ Spiraea prunifolia 竹内園長時代　経路不明 花期は4月。和名は、花を二枚貝のシジミ（総称）にたとえた。

789 シチダンカ アジサイ Hydrangea serrata f. prolifera 竹内園長時代　経路不明 花期６－７月

672 シデコブシ モクレン Magnolia stellata 本州（愛知県・岐阜県・三重県） 寄贈　京都府林業試験場　夜久野分場（京都府緑化セン
ター）　岡田泰久　2000年4月1日

花期は3月－4月。低山や丘陵地に生える落葉小高木。日本固有種であ
るが、分布に示された県にのみ知られる。和名は花の様子を‘紙垂（し
で）’に例えたもので、庭木としても植えられる。

688 シナノアキギリ シソ Salvia koyamae 長野県と群馬県の一部 花期７－９月

323 シナノキ アオイ Tilia japonica 北海道・本州・四国・九州 長野県　三諸聖子・津軽俊介　採集日不明 花期６－７月

575 シナノキ アオイ Tilia japonica 北海道・本州・四国・九州 長野県　三諸聖子・津軽俊介　採集日不明 花期６－７月

790 シナレンギョウ モクセイ Forsythia viridissima 中国原産 不明 花期４月頃

883 シナレンギョウ モクセイ Forsythia viridissima 中国原産 不明 花期４月頃

92 シバタカエデ ムクロジ Acer miyabei f. shibatae 岩手県・群馬県・長野県など（大橋他2016） 長野県　瀬戸剛　1990年1月7日 花期は5月－6月。北海道南部・東北地方(青森県・秋田県・岩手県）・長
野県に分布するクロビイタヤA. miyabei（日本固有種，RDB絶滅危惧
（VU））を母種とする、翼果に毛がない品種。環境省レッドデータブック
（2014）では絶滅危惧種ⅠB類（EN)に指定されている。

861 シブカワツツジ ツツジ Rhododendron sanctum var. lasiogynum 本州（静岡県西部） 広島県　真野義敍 花期は5月－6月。ジングウツツジ（R. sanctum） の変種とされているが、
現在では区別しない見解もある。

998 シブカワツツジ ツツジ Rhododendron sanctum var. lasiogynum 本州（静岡県西部） 静岡県　尾方政行　2000年5月30日 花期は5月－6月。ジングウツツジ（R. sanctum） の変種とされているが、
現在では区別しない見解もある。

675 シマカンギク キク Chrysanthemum indicum 本州（近畿地方以西）・四国・九州・朝鮮・台湾・中国 不明 花期１０－１２月

918 シマシロヤマシダ メシダ Diplazium doederleinii 本州（紀伊半島南部・福井・岐阜・滋賀・京都・山口）・四国（徳
島県南部）・九州（南部）・琉球

不明 夏緑性（九州本土以南では常緑）のシダ。山林の渓流近くなどに生える
常緑性のシダ。似たものにシロヤマシダD. hachijoenseやコクモウクジャ
クD. virescensなど。

501 シモツケソウ バラ Filipendula multijuga 本州・四国・九州 竹内園長時代　経路不明 花期６－８月

746 シモバシラ シソ Keiskea japonica 本州（関東地方以西）・四国・九州 広島県　真野義敍　（種子より育苗） 花期は９月－10月。和名は、冬枯れた茎に氷の結晶ができることから。
ただしこの現象は、本種に限ったものではない。

986 シモバシラ シソ Keiskea japonica 本州（関東地方以西）・四国・九州 愛知県　出口聖子　1993年10月 花期は９月－10月。和名は、冬枯れた茎に氷の結晶ができることから。
ただしこの現象は、本種に限ったものではない。

987 シモバシラ シソ Keiskea japonica 本州（関東地方以西）・四国・九州 熊本県　出口聖子　1992年9月28日 花期は９月－10月。和名は、冬枯れた茎に氷の結晶ができることから。
ただしこの現象は、本種に限ったものではない。
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307 シャガ アヤメ Iris japonica 本州・四国・九州・中国 不明ながら自生由来の可能性もある 花期４－５月

349 シャクナゲ ツツジ Rhododendron japonoheptamerum 本州（愛知県、長野県、富山県以西）・四国 花期４－６月

291 ジャコウソウ シソ Chelonopsis moschata 北海道（渡島）・本州・四国・九州 不明 花期は9月－10月。芳香のあることから、香料・生薬の一種である麝香
（じゃこう）から名づけられた。

948 ジャコウソウ シソ Chelonopsis moschata 北海道（渡島）・本州・四国・九州 京都府　津軽俊介・高橋隆　1991年8月12日 花期９－１０月

766 シャコタンチク イネ Sasa spiculosa 北海道（積丹地方） 竹内園長時代　経路不明 花の周期は30－60年ともいわれる。稈（かん）を煙管（きせる）の羅宇（ら
お）の素材とし、古くから各地で栽培されている。

563 シャシャンボ ツツジ Vaccinium bracteatum 本州（関東南部、東海道、石川県以西）・四国・九州・台湾・朝
鮮半島・中国

竹内園長時代　経路不明 花期５－７月

1081 シャリンバイ バラ Rhaphiolepis indica var. umbellata 本州（山形県・宮城県以西）・四国・九州・小笠原・琉球・台湾・
南朝鮮

不明 花期４－６月

437 ジュウガツザクラ バラ Cerasus × subhirtella 'Autumnalis' 堀江（亀岡市）　昭和43年11月5日 花期１０－４月上旬

803 シュウブンソウ キク Aster verticillatus 本州（関東地方以西）・四国・九州・琉球・台湾・南朝鮮・マレー
シア・印度

不明 花期８－１０月

381 シュウメイギク キンポウゲ Anemone hupehensis var. japonica 本州・四国・九州に分布するが栽培逸出の可能性が高い 竹内園長時代　経路不明 花期は9月－10月。庭や花壇などに栽培される。和名は、秋に可憐な花
を咲かせることから‘秋明菊’の意味で、別名キブネギクは、京都の貴船
で多く見られたことによる（牧野1962）という。基準変種の打破碗花花var.
hupehensiは、中国（中部・西部）と台湾に分布する。

246 ジュウモンジシダ オシダ Polystichum tripteron 北海道～九州・朝鮮半島～中国（東部）・ロシア（東部） 石垣伝治　1979年9月17日 夏緑性（暖地では常緑）のシダ。

1052 ジュズスゲ カヤツリグサ Carex ischnostachya 北海道･本州･四国･九州･朝鮮 不明 花期は4月－6月。和名は、果穂の様子を数珠にたとえたもの。

466 シュロ ヤシ Trachycarpus fortunei 九州・中国 竹内園長時代　経路不明 花期５－６月

260 シュンラン ラン Cymbidium goeringii 北海道（奥尻島）・本州・四国・九州・朝鮮半島・中国・ヒマラヤ
（西部）

竹内園長時代　経路不明 花期は3月－4月。中国（漢）名も‘春蘭’と表す。高知県東部と徳島県に
は、葉の幅が狭い（4－6mm）ホソバシュンランf. angustatumといわれる
個体があるという。（大橋他2015）

607 ショウキズイセン ヒガンバナ Lycoris traubii 四国・九州・琉球諸島・台湾・中国 長崎県　山口猛与（栽培）　津軽雄次郎（寄贈）　1998年4月6
日

花期は10月。“しょうきらん”の別名もあるが腐生ランにおなじ和名のもの
がある。鍾馗（しょうき）は道教系の神の名。

825 ショウジョウバカマ シュロソウ Heloniopsis orientalis 北海道・本州・四国・九州（稀）・朝鮮 不明 花期４－５月

602 ショウドシマレンギョウ モクセイ Forsythia togashii 鈴鹿　紀（栽培）　村田　源（寄贈）　1995年4月30日 花期４－５月上旬

397 シライトソウ シュロソウ Chionographis japonica 本州（関東、北陸地方以西）・四国・九州･朝鮮半島 不明 花期５－６月

809 シラカシ ブナ Quercus myrsinifolia 本州（福島県以南）・四国・九州・済州島・中国（中南部） 自生由来と思われる 花期５月

601 シラキ トウダイグサ Neoshirakia japonica 本州・四国・九州・琉球諸島・朝鮮半島・中国 京都府　津軽俊介・高橋隆　1993年10月7日 花期５－７月

958 シラスゲ カヤツリグサ Carex alopecuroides var. chlorostachya 北海道・本州・四国・九州・琉球・朝鮮・中国・ヒマラヤ 不明 花期４－６月

393 シラヤマギク キク Aster scaber 北海道･本州･四国･九州･朝鮮半島･満州･中国 不明 花期８－１０月

357 シラン ラン Bletilla striata 本州･四国･九州･琉球諸島･中国 竹内園長時代　経路不明 花期は4月頃。和名は“紫蘭”の意味。広く栽培されるが、自生のものは
少なく、環境省レッドデータで準絶滅危惧（NT）に、京都府では絶滅寸前

154 シロウマアサツキ ヒガンバナ Allium schoenoprasum var. orientale 花期６－８月

729 シロウマアサツキ ヒガンバナ Allium schoenoprasum var. orientale 京都府　津軽俊介他　2009年5月27日 花期６－８月

785 シロシキブ シソ Callicarpa japonica f. albibacca 北海道（南部）・本州・四国・九州・朝鮮半島・中国（中部） 不明 ムラサキシキブ（コムラサキの可能性も）の果実が白い品種。

862 シロダモ クスノキ Neolitsea sericea 本州（宮城県・山形県以南）・四国・九州・琉球・小笠原・南朝
鮮・中国

自生由来と思われる 花期１０－１１月

348 シロバナウンゼンツツジ ツツジ Rhododendron serpyllifolium var. albiflorum 本州（近畿地方西部・中国地方）・四国（北部） 京都府　竹内　敬　採集日不明 花期は4月。ウンゼンツツジR.semibarbatumの白花品とされることもある
が、一定の分布域を持ち、葉の特徴からも判別できるので、変種とする
のが妥当であるという（大橋他2017）。本栽培品の産地は、人為的要因
による植生の遷移が進み、1964年頃にはすでに見られなくなっており、
亀岡市においては絶滅したものと考えられる（津軽2010）。

932 シロバナウンゼンツツジ ツツジ Rhododendron serpyllifolium var. albiflorum 近畿地方（西部）・中国地方・四国 不明 花期は4月。

930 シロバナクルマアヤメ アヤメ Iris sanguinea f. albostellata 富樫誠（栽培）　村田　源（寄贈） 花期５月頃

876 シロバナコバノタツナミ シソ Scutellaria indica var. parvifolia f. alba 本州（伊豆半島以西）・四国・九州　※コバノタツナミの分布 京都府　植田光弘　2004年5月5日 花期５－６月。コバノタツナミの白花品種。

503 シロバナマンジュシャゲ ヒガンバナ Lycoris × albiflora 九州中心に分布 大本信徒による献納　竹内園長時代 花期は9月頃。ショウキズイセンL. traubiiとヒガンバナL. radiataの雑種と
されるもの。このあたりでは、両親よりも若干開花時期が早い。

413 シロモジ クスノキ Lindera triloba 本州（長野県、静岡県以西）･四国・九州・中国（中部） 石川県　津軽俊介　採集日不明 花期４月

916 シロヤマゼンマイ ゼンマイ Osmunda banksiifolia 本州（静岡県・和歌山県）・四国（南部）・九州（中南部以南）・
アジアの熱帯・亜熱帯

不明 常緑性のシダ。

209 シロヤマブキ バラ Rhodotypos scandens 本州（岡山県）･朝鮮半島･中国（中部） 竹内園長時代　経路不明 花期４－５月

898 シンミズヒキ タデ Persicaria neofiliformis 本州・四国・九州・朝鮮半島（南部）・中国・ヒマラヤ 不明 花期は8月－10月。ミズヒキP.filiformisに似るが、茎は中空で、葉はより
厚くてほぼ無毛。亀岡市においては普通種といえるほど多くはなく、おも
に山林の谷筋などに稀に現れる。

422 スイセン ヒガンバナ Narcissus tazetta 竹内園長時代　経路不明 花期１２－４月

273 ズイナ ズイナ Itea japonica 本州（近畿地方南部）・四国・九州 奈良県　三諸聖子・津軽俊介　1976年5月

573 スグリウツギ バラ Neillia uekii 原産地　朝鮮半島 竹内園長時代（昭和20年後半）に京都大学より 花期５－６月

404 スズシロソウ アブラナ Arabis flagellosa 本州（近畿地方以西）・四国・九州 竹内園長時代　経路不明 花期３－６月

383 スズムシバナ キツネノマゴ Strobilanthes oligantha 本州（近畿地方以西）・四国・九州・朝鮮半島（南部）・中国（中
部）

京都府　津軽俊介　1965年10月1日 花期は8月－10月。京都府下においてはもとより稀少種であったが、環
境遷移・園芸採取・シカ食害などによって、個体数が減少しているという。
京都府レッドデータブック（2015）では、絶滅危惧種に指定されている。

835 スズムシバナ（白花） キツネノマゴ Strobilanthes oligantha 本州（近畿地方以西）・四国・九州・朝鮮半島（南部）・中国（中
部）

茨城県　渡辺弘子　2004年寄贈 スズムシバナの白花品。

370 スズラン クサスギカズラ Convallaria majalis var. manshurica 北海道・本州･九州･朝鮮半島･中国･シベリア（東部） 竹内園長時代　経路不明 花期は5月－6月。本州中北部の高山や北海道に多い。中国名（漢名）も
鈴蘭で、君影草（きみかげそう）ともよばれる。分類体系ではユリ科に属

251 スハマソウ キンポウゲ Hepatica nobilis var. japonica f. variegata 本州（山形県、宮城県以南） 石川県　竹内雅和・祝子（1989年4月）、津軽俊介・高橋隆
（1992年3月）、高橋隆・澤田眞（1994年4月）

花期は3月－4月。和名は、葉の形状を洲浜（すはま；島型の洲，島台や
家紋に）に例えたとされる。

28 スミレサイシン スミレ Viola vaginata 北海道（南部）・本州（日本海側の山地） 京都府　高橋　隆　1993年5月（他からの導入個体である可能
性も）

花期４－５月

511 セキショウ ショウブ Acorus gramineus 本州・四国・九州・中国・ヒマラヤ（シッキム） 不明ながら自生由来の可能性もある 花期は4月－5月。林中の小川などに生える多年草。生薬“石菖”として知
られ、β‐アサロン・カリオフィレンなどを含み、鎮痛・鎮静・胃健などの効
能が報告されている。

979 セキヤノアキチョウジ シソ Isodon effusus 本州（関東地方・中部地方） 岐阜県　津軽俊介ほか　1999年6月15日 花期は8月－10月。

1 セツブンソウ キンポウゲ Eranthis pinnatifida 本州（関東地方以西） 京都府　津軽俊介・高橋隆・澤田眞　　1993年5月14日 花期２－４月

43 セリバオウレン キンポウゲ Coptis japonica var. major 本州・四国 京都府　津軽俊介・高橋隆・澤田眞　　1993年5月14日 花期は2月頃。この仲間はオウレン亜節とされており、東亜－北米型の
分布パターンを示す。日本で見られるものは本変種の他に、母種のコセ
リバオウレンC. japonica var.japonica、変種のキクバオウレン
var.anemonifoliaがあり、ウスギオウレンC. lutescensも知られる（大橋他

109 センダン センダン Melia azedarach var. subtripinnata 本州・四国･九州･小笠原・琉球･台湾･中国･インドシナ・東南
アジア・インド・ヒマラヤ・オーストラリア

竹内園長時代　経路不明 花期は5月－6月。世界の熱帯から暖帯の各地で広く栽培され、野生化も
している。原産地不明といわれる植物。
中国名は‘楝（リィェン）’と表し、それを古名‘あふち（オウチ）’と読んだ。
万葉集に山上憶良が詠んだ「妹が見し楝の花は散りぬべし我が泣く涙い
まだ干なくに」が有名。

490 ゼンテイカ ススキノキ Hemerocallis middendorffii var. esculenta 本州（京都府芦生から北）・北海道・南千島・樺太 不明 花期は5月。「禅庭花」をあてるが和名の由来は不明。別名のニッコウキ
スゲは栃木県の日光にちなむ。

454 センリョウ センリョウ Sarcandra glabra 北海道（東海道、紀伊半島）・四国・九州・中国・朝鮮半島（南
部）・琉球諸島・インド・マレーシア

竹内園長時代　経路不明 花期６－７月

188 ソウシシヨウニンジン ウコギ Panax japonicus f. dichrocarpus 温帯･暖帯･北海道･本州・四国・九州 京都府　津軽俊介・高橋隆　1994年7月22日 花期６－８月

156 ソシンロウバイ ロウバイ Chimonanthus praecox f. concolor 竹内園長時代　経路不明 花期１－２月

235 ソシンロウバイ ロウバイ Chimonanthus praecox f. concolor 竹内園長時代　経路不明 花期１－２月

842 ソテツ（森林園へ移植） ソテツ Cycas revoluta 九州（宮崎県以南）・琉球・台湾・中国（江西・広東・広西・雲南
など）

不明

472 ソバナ キキョウ Adenophora remotiflora 本州･四国･九州･朝鮮半島･中国 竹内園長時代　経路不明 花期は9月頃。山間草地などに生える多年草。若芽はクセがなく、山菜と
してお浸しにする。

527 ソバナ キキョウ Adenophora remotiflora 本州･四国･九州･朝鮮半島･満州･中国 竹内園長時代　経路不明 花期９月頃

546 ソバナ キキョウ Adenophora remotiflora 本州･四国･九州･朝鮮半島･満州･中国 京都府　津軽俊介･澤田眞　1993年9月 花期９月頃

328 ソヨゴ モチノキ Ilex pedunculosa 本州（関東地方以西）・四国・九州・台湾・中国 不明 花期６－７月
1085 ダイオウグミ グミ Elaeagnus multiflora var. gigantea 不明 花期は4月－5月。ナツグミの変種とされ、栽培される。果実が大きく、別

名をビックリグミという。
412 ダイコンソウ バラ Geum japonicum 北海道･本州・四国・九州・鬱陵島・済州島・中国 自生由来と思われる 花期は6月から8月。根生葉の形状をダイコンの葉に例えたとされる。

677 タカオカエデ ムクロジ Acer palmatum 本州（福島県以西）・四国・九州・朝鮮・中国・台湾 不明 別名イロハモミジ。

909 タカサゴキジノオ キジノオシダ Plagiogyria adnata 本州（伊豆諸島・伊豆半島以西の暖地）・四国・九州・琉球・台
湾・中国（南部）・アジア

不明

914 タカサゴシダ オシダ Dryopteris formosana 本州（東海地方・近畿地方・山口県）・九州（屋久島・種子島以
北と奄美徳之島）・台湾・フィリピン

京都府.　津軽俊介ほか　2000年9月17日 常緑性のシダ。

530 タガネソウ カヤツリグサ Carex siderosticta 北海道・本州・四国・九州・朝鮮半島・中国 福井県　高橋隆・澤田眞　1992年 花期は4月。林内に生える多年草で、叢生し長い地下茎がある。和名は
葉形が鍛冶屋の鏨（たがね）に似ているからという（牧野1963）。

807 タカノツメ ウコギ Gamblea innovans 北海道・本州・四国・九州 不明 花期は5月－6月頃。和名は冬芽の形状に由来する（牧野1962）。若芽を
食し、材は箱や箸、マッチの軸などにも使われる。

504 タカノハススキ イネ Miscanthus sinensis ススキM. sinensisは北海道・本州・四国・九州・朝鮮半島・中
国・琉球諸島・南千島

竹内園長時代　経路不明 花期は8月－9月。ススキの栽培品種で、葉に白色または淡黄白色の縞
模様が入るもの。品種名は‘鷹の羽’の意味で、矢羽ススキ・ヤハズスス
キなどともよばれ、茶花としても重宝される。

399 タジマタムラソウ シソ Salvia omerocalyx 本州（近畿地方以北） 竹内園長時代　経路不明 花期５－７月

496 タチカモメヅル キョウチクトウ Vincetoxicum glabrum 本州（近畿地方以西）・四国・九州・朝鮮半島 不明 花期７－９月

521 タチツボスミレ スミレ Viola grypoceras 日本全土・朝鮮半島・中国 自生由来と思われる 花期２－５月

498 タツナミソウ シソ Scutellaria indica 本州・四国・九州・朝鮮半島・台湾・中国・インドシナ 熊本県　三諸聖子・津軽俊介　1972年5月4日 花期５－６月

71 タツノヒゲ イネ Neomolinia japonica 日本全土・済州島 京都府　津軽俊介・高橋隆・澤田眞　1992年10月17日 花期８－９月

758 タニウツギ スイカズラ Weigela hortensis 北海道・本州（日本海側の諸県に分布し，静岡県，山梨県，神
奈川県，東京都，埼玉県，千葉県にはない）

不明 花期５－６月

258 タニギキョウ キキョウ Peracarpa carnosa 北海道・本州・四国・九州・済州島・南千島・樺太・カムチャッカ 花期５－８月

949 タニジャコウソウ シソ Chelonopsis longipes 本州（神奈川県以西おもに太平洋側）・四国・九州 京都府　澤田徹・細見俊樹　2012年11月17日 花期は9月－10月。日本固有種。京都府下では絶滅（京都府2002）したと
考えられていたが、近年になって再発見され、京都府レッドデータブック
2015では絶滅寸前種とされた。同属のジャコウソウC. moschataが冬期
に地上部が枯れて宿存しない草本であるのに対し、本種は茎の下部が
木化して冬期にも宿存する半低木状で、冬芽も複数つける。

73 タマアジサイ アジサイ Hydrangea involucrata 北海道・本州 石川県　竹内雅和・祝子　1991年 花期７－９月

121 タマアジサイ アジサイ Hydrangea involucrata 本州（福島県以南関東地方、中部地方） 長野県　高橋隆 花期７－９月

245 タマアジサイ アジサイ Hydrangea involucrata 本州（福島県以南関東地方、中部地方） 澤田　實　1979年8月4日 花期７－９月

395 タマガワホトトギス ユリ Tricyrtis latifolia 本州（福島県以南関東地方、中部地方） 石川県　津軽俊介　採集日不明 花期７－９月

896 タマシダ タマシダ Nephrolepis cordifolia 北海道・本州・四国・九州 竹内園長時代　経路不明 常緑

1096 タマブキ キク Parasenecio farfarifolius var. bulbiferus 本州（伊豆諸島・伊豆半島以西の暖地）・四国（南部）・九州・
琉球・小笠原・世界の熱帯

不明 花期９－１０月

1045 タムシバ モクレン Magnolia salicifolia 本州・四国・九州 石川県小松市　竹内祝子　1999年4月4日 花期は4月。和名は、葉をかむと甘くて佳香があるので“かむしば”から転
訛したものとされる。（牧野1962）

452 タムラソウ キク Serratula coronata subsp. insularis 本州・四国・九州・朝鮮半島 不明 花期は9月－10月。山地の林間や林縁などに生える多年草。和名の語
源は不明。基準亜種マンシュウタムラソウ偽泥胡菜subsp. coronataは中
国・ロシア極東・中部ヨーロッパに広く分布する。

1075 タラノキ ウコギ Aralia elata 北海道・本州・四国・九州・琉球・朝鮮・中国・樺太・満州・ア
ムール・ウスリー

自生由来と思われる 花期は8月頃。若芽を山菜として食する。棘が少なく、葉裏に毛が密に多
いものをメダラf. subinermisという。

812 タラヨウ モチノキ Ilex latifolia 本州（静岡県以西）・四国・九州・中国（中部） 花期５－６月。火攻めを防ぐため城郭の堀際などに植えられたという。園
内のものはその子孫である。

728 ダルマギク キク Aster spathulifolius 本州（中国地方日本海沿岸）・九州・朝鮮・沿海州 長崎県　津軽俊介　1996年11月29日 花期１０－１１月

824 タンゴイワガサ バラ Spiraea kinashii 京都府　村田　源　1993年4月18日 花期４－５月

324 ダンコウバイ クスノキ Lindera obtusiloba 本州(新潟県、関東以西)･四国･九州・朝鮮半島・中国 竹内園長時代　経路不明 花期３－４月

719 タンゴグミ グミ Elaeagnus arakiana 本州（京都府） 津軽俊介・高橋隆　採集日　1994年5月21日（挿し木） 花期５－６月

666 タンゴワラビ メシダ Diplazium sacrosanctum nom. nud. 京都府　津軽俊介・高橋隆　1999年7月14日 常緑

311 タンナサワフタギ ハイノキ Symplocos coreana 本州（関東地方以西）・四国・九州・済州島 竹内園長時代　経路不明 花期６月

208 チゴユリ イヌサフラン Disporum smilacinum 南千島・北海道・本州・四国・九州・ウルップ島・サハリン南部・
朝鮮半島・中国（山東省北東部）

亀岡市　津軽俊介・高橋隆　1994年5月9日 花期は4月。山野に生える多年草。
和名は、そのかわいらしい草姿から「稚児百合」とあてたもの。
ホウチャクソウD.sessileとの間に自然雑種が知られており、ホウチャクチ
ゴユリD. ×hishiyamanumと名付けられている（大橋他2015）

453 チダケサシ ユキノシタ Astilbe microphylla 本州・四国・九州 竹内園長時代　経路不明 花期は6月頃。“乳蕈刺”の意味で、食用キノコのチチタケを本種の茎に
さして持ち帰ったことによる（牧野1963）としている。

467 チャノキ ツバキ Camellia sinensis 竹内園長時代　経路不明 花期は10月－11月。別名チャ。古く中国から輸入された栽培植物で、葉
が茶の原料となる（五百川2017）

519 チャンチンモドキ ウルシ Choerospondias axillaris 九州（福岡県・鹿児島県・熊本県）・中国（西部・南部）・東南ア
ジア（北部）・ヒマラヤ

竹内園長時代　京大植物園より 花期は5月。雌雄異株で、栽培品は雄株。和名は、センダン科のチャンチ
ンToona sinensisに似ていることから。チャンチンという和名は、中国名の
香椿（ヒャンチン）から転じたものとされる（牧野1962）。
環境省レッドデータブック（2014）、あるいは自生地の鹿児島県・熊本県で
も絶滅危惧種に指定されている。

480 チョウジソウ キョウチクトウ Amsonia elliptica 本州・九州・朝鮮半島・中国 竹内園長時代　経路不明 花期は4月－6月。和名は花の形状に由来する。他のキョウチクトウ科植
物同様に有毒成分アルカロイドを含む。環境省レッドリスト（2012）では準
絶滅危惧(NT)に、京都府レッドリスト（2013）では絶滅寸前種に指定され

334 ツガ マツ Tsuga sieboldii 本州（福島県八溝山南）・四国・九州 津軽俊介　採集日・産地不明 花期４－５月

1066 ツガルミセバヤ ベンケイソウ Hylotelephium ussuriense var. tsugaruense 本州（東北地方の日本海側） 産地不明　神園英彦　1995年9月 花期は8月－9月。“つがる”は産地にちなみ、“みせばや”は“誰に見せよ
うか”の意味（牧野1962）。環境省レッドデータブック（2014）では絶滅危惧
Ⅱ類（VU)に選定されてる。

855 ツクシイワヘゴ オシダ Dryopteris commixta 本州（石川県・房総半島・伊豆半島・東海地方・大阪府・岡山
県・山口県）四国・九州

三重県　権藤啓子 常緑性のシダ。

1105 ツクシシャクナゲ ツツジ Rhododendron japonoheptamerum 本州（三重県・奈良県・和歌山県）・四国・九州 竹内園長時代　経路不明 花期４－６月

870 ツクシスミレ スミレ Viola diffusa 九州（長崎県・熊本県・鹿児島県）・琉球・台湾・中国（中南部） 不明

625 ツクシナルコ カヤツリグサ Carex subcernua 本州（三重県）・四国（徳島県）・九州・中国 三重県　樋口雄一　1995年4月12日　（村田源 寄贈） 花期は4月頃で、5月－6月には熟す。湿地を好み、アゼナルコC.
dimorpholepisによく似ているが、果胞両面に4－5本の脈があり、その鱗
片は鋭頭で凹頭に終わらず、芒もない。

241 ツクバネ ビャクダン Buckleya lanceolata 本州・四国 京都府　津軽俊介　採集日不明 花期５－６月

278 ツゲ ツゲ Buxus microphylla var. japonica 本州（関東地方以西）・四国・九州 竹内園長時代　経路不明 花期３－４月

509 ツノハシバミ カバノキ Corylus sieboldiana 北海道・本州・四国・九州・朝鮮半島 竹内園長時代　経路不明 花期３－５月

632 ツバキ(玉之浦） ツバキ Camellia japonica 'Tamanoura' 藤田友一（栽培）　有川　真（寄贈）　1986年9月28日 本種は長崎県五島の野生ツバキの枝変わりを育成したもの。
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605 ツボクサ セリ Centella asiatica 本州（関東地方以西）～琉球・小笠原・朝鮮半島・中国・台湾・
熱帯アジア・南アフリカ・アメリカ

不明 山野の平地などに生える多年草。茎は匍匐して根を出し、旺盛に繁殖す
る。和名の解釈は‘壺草’で、庭や道端に生える草の意味（牧野1962）で

31 ツヤナシイノデ オシダ Polystichum ovatopaleaceum 北海道・本州・四国・朝鮮半島 京都府　津軽俊介・高橋隆　1991年10月 夏緑（暖地では常緑）性のシダ。

831 ツユクサ ツユクサ Commelina communis 北海道・本州・四国・九州・琉球・朝鮮・中国・満州・ウスリー・
樺太・北アメリカ

自生由来と思われる

603 ツリフネソウ ツリフネソウ Impatiens textorii 北海道・本州・四国・九州・朝鮮半島・満州 竹内園長時代　経路不明 花期８－１０月

734 ツルガシワ キョウチクトウ Vincetoxicum macrophyllum var. nikoense 本州・四国 不明 花期７－８月

947 ツルカノコソウ スイカズラ Valeriana flaccidissima 本州・四国・九州 不明 花期は4月－5月。

257 ツルキジムシロ バラ Potentilla stolonifera 北海道・本州・九州・千島・樺太・カムチャッカ 竹内園長時代　経路不明

671 ツルコウジ サクラソウ Ardisia pusilla 本州（千葉県以南）・四国・九州・琉球・台湾・朝鮮半島（南
部）・中国・フィリピン

三諸聖子他　　詳細不明 花期６－８月

649 ツルニチニチソウ キョウチクトウ Vinca major 原産地　南ヨーロッパ～北アフリカ 竹内園長時代　経路不明 花期３－５月

473 ツルボ クサスギカズラ Barnardia japonica 北海道・本州・四国・九州・琉球諸島・台湾・朝鮮半島・満州・
ウスリー・中国

竹内園長時代　経路不明 花期は8月頃。日当りの良い原野や畑の縁などに生える多年草で、卵球
形の鱗茎がある。和名の意味は不明（牧野1963）。

860 ツルマサキ ニシキギ Euonymus fortunei 北海道・本州・四国・九州・朝鮮・中国 不明

124 ツワブキ キク Farfugium japonicum 本州（石川県、福島県以西）・四国・九州・琉球諸島・朝鮮半
島・台湾・中国

京都府　津軽俊介・高橋隆　詳細不明 花期１０－１２月

588 ツワブキ（八重） キク Farfugium japonicum 本州（石川県、福島県以西）・四国・九州・琉球諸島・朝鮮半
島・台湾・中国

鈴鹿　紀（栽培）　 村田　源（寄贈）　1995年4月30日 花期１０－１２月

430 テーダマツ マツ Pinus taeda 竹内園長時代　京都大学上賀茂試験地より 花期４－５月

410 テツカエデ ムクロジ Acer nipponicum 本州・四国・九州 竹内園長時代　経路不明 花期７－８月

421 テンダイウヤク クスノキ Lindera aggregata 中国（日本国内の暖地に野生化したものが見られる） 不明 花期は4月。享保年間（1716～1736）八代将軍吉宗が、中国浙江省天台
から不老不死の妙薬として苗を取り寄せ、小石川療養所と小石川薬草
園で栽培し、譜代大名に下賜したという。秦の始皇帝の命により、徐福
が求めた秘薬は本種であろうといわれている。

581 テンダイウヤク クスノキ Lindera aggregata 中国（日本国内の暖地に野生化したものが見られる） 開園以前より天恩郷に自生 花期は4月。中国名は‘烏藥’または‘天臺烏藥’と表し、漢方では胃健
薬、あるいは配合薬として用いられる。栽培品は、開園以前より亀山城
址堀ぎわの林下に生えていたもの。八代将軍吉宗の頃、幕府より譜代大
名に下賜されたものの名残りと推定される。環境悪化に伴い、1998年4

1006 テンリュウカナワラビ オシダ Arachniodes × kurosawae 本州（中部地方以西）・四国・九州 三重県　大洞浩一・権藤啓子　2000年11月9日 常緑のシダ。オオカナワラビとコバノカナワラビの雑種。

576 トウカエデ ムクロジ Acer buergerianum 原産地　中国 竹内園長時代　経路不明 花期４月

577 トウカエデ ムクロジ Acer buergerianum 原産地　中国 竹内園長時代（昭和30年代前半）　京都大学上賀茂演習林よ
り

花期４月

928 トウゴクシダ オシダ Dryopteris nipponensis 本州（青森県三沢市・宮城県・山形県以南）・四国・九州 不明 常緑性のシダ。

371 ドウダンツツジ ツツジ Enkianthus perulatus 花期は4月。和名は、“灯台つつじ”の意味。分枝の形状を、三
本の棒を結んで開いた上に油盞を載せる“結び灯台”に例え
た（牧野1963）もの。

竹内園長時代　経路不明 本州（静岡県、愛知県、紀伊半島）・四国（高知県）・九州（鹿児島県）・台
湾（北部）

トウテイラン オオバコ Veronica ornata 本州（近畿地方日本海沿岸） 鳥取県　池田彰子（寄贈）　2024年 花期８－９月

492 トキワイカリソウ メギ Epimedium sempervirens 本州（中部地方以西の主に日本海側） 竹内園長時代　経路不明 花期は4月。花色は、大きく分けて紅紫色と白色のものがあって、分布域
が異なるともいわれる。花色以外はキバナイカリソウにE. koreanum似る
が、根生葉は冬期も枯れない。和名もこの性質に由来する。

579 トクサ トクサ Equisetum hyemale 本州（中部以北）・北海道・樺太・千島・中国・朝鮮半島・シベリ
ア・ヨーロッパ・北米

常緑性のシダ。

782 トサシモツケ バラ Spiraea nipponica var. tosaensis 四国 四国には広く野生化している。明治の初め以来、各地で園芸植物として
庭などに植えられている。

282 トサミズキ マンサク Corylopsis spicata 四国（高知県） 竹内園長時代　経路不明 花期３－４月

283 トサミズキ マンサク Corylopsis spicata 四国（高知県） 植栽№282からの実生 花期３－４月

103 トチノキ ムクロジ Aesculus turbinata 北海道・本州・四国・九州 京都府　津軽俊介　採集日不明 花期５－６月

418 トベラ トベラ Pittosporum tobira 本州（太平洋側では岩手県以南・日本海側では新潟県以
南）・四国・九州・琉球諸島・朝鮮半島（南部）・台湾（変種）・中

竹内園長時代　経路不明 花期３－６月

361 トモエソウ オトギリソウ Hypericum ascyron 北海道～九州（南西諸島を除く）･朝鮮半島・中国（青海省・チ
ベットは除く）・ロシア（極東～アルタイ山脈）・ベトナム・北アメ
リカ（東部）

竹内園長時代　経路不明 花期は6月－7月。和名は、巴紋様に似た花弁の形を例えたものとされ
る。環境省レッドデータブック（2014）では扱われていないが、絶滅を危惧
する府県は多く、京都府レッドデータブック（2015）では絶滅寸前種とされ

972 トモエソウ オトギリソウ Hypericum ascyron 北海道～九州（※南西諸島を除く）･朝鮮半島・中国（※青海
省・チベットを除く）・ロシア（極東～アルタイ山脈）・ベトナム・
北アメリカ（東部）

京都府　津軽俊介他　1999年7月6日 花期は6月－7月。和名は、巴紋様に似た花弁の形を例えたものされる。
環境省レッドデータブック（2014）では扱われていないが、絶滅を危惧す
る府県は多く、京都府レッドデータブック（2016）では絶滅寸前種とされて

1093 トモエソウ オトギリソウ Hypericum ascyron 北海道～九州（南西諸島を除く）；朝鮮半島・中国（青海省・チ
ベットは除く）・ロシア（極東～アルタイ山脈）・ベトナム・北アメ
リカ（東部）

京都府　澤田徹ほか　　2014年5月14日 花期は6月－7月。和名は、巴紋様に似た花弁の形を例えたものされる。
環境省レッドデータブック（2014）では扱われていないが、絶滅を危惧す
る府県は多く、京都府レッドデータブック（2015）では絶滅寸前種とされて

1026 トラノオシダ チャセンシダ Asplenium incisum 北海道・本州・四国・九州・琉球・千島・樺太・シベリア（東部）・
朝鮮・中国・台湾

自生由来と思われる 常緑性のシダ。低地の山野や路傍に生じ、都会地や人里にも多い。

699 トラノオスズカケ オオバコ Veronicastrum axillare 本州（東海道以西）・四国・九州・中国 村田　源（寄贈）　詳細不明 花期８－９月

497 トリアシショウマ ユキノシタ Astilbe odontophylla 南千島・北海道・本州（中部以北） 竹内園長時代　経路不明 花期は6月－7月。亜高山帯や温帯の林床などに生える多年草。変異の
中にいくつかの独立種を認める見解もある。東北地方から中部地方の高
山帯にみられる小型のものもバンダイショウマf. bandaicaというが、明確
に区別できないとされる。（大橋他2016）

184 ナカガワノギク キク Chrysanthemum yoshinaganthum 四国（徳島県） 徳島県　三諸聖子・津軽俊介　1979年12月5日 花期１１－１２月

252 ナガハシスミレ スミレ Viola rostrata subsp. japonica 本州（日本海側、鳥取県以東）･北米（東部） 石川県　津軽俊介　1980年代後半 花期４－６月

455 ナガバジャノヒゲ クサスギカズラ Ophiopogon japonicus var. umbrosus 本州･四国･九州･中国･朝鮮半島（南部） 京都府　津軽俊介　1991年10月 花期６－７月

443 ナガバナワシロイチゴ
（誤キビナワシロイチゴ）

バラ Rubus × pseudoyoshinoi Naruh. et Masaki ナワシロイチゴとキビナワシロイチゴの分布域が重なる地域 竹内園長時代　経路不明 ナワシロイチゴとキビナワシロイチゴとの自然雑種。
ナワシロイチゴ×キビナワシロイチゴ　Det. N. Naruhashi　May 30, 2022

913 ナガバタチツボスミレ
（正タチツボスミレ×ナガバタ
チツボスミレ）

スミレ Viola ovato-oblonga 本州（愛知県以西）・四国・九州・朝鮮（南部） 京都府　渡邊宗安　1996年3月28日 花期３－５月

991 ナガバノコウヤボウキ キク Pertya glabrescens 本州（福島県以南）・四国・九州・対馬 兵庫県　高橋　隆・澤田　眞　1993年10月31日 花期は9月－10月。

365 ナギ マキ Nageia nagi 本州(山口県）・四国･九州･琉球諸島･台湾・海南島 那智神宮より寄贈　1952年（昭和27年）7月17日 出口直日大本三代教主が那智神宮参拝の折に神官より苗木を下符して
いただいたもの。ナギは那智神宮の社紋である

646 ナギイカダ クサスギカズラ Ruscus aculeatus アゾレス諸島･地中海―黒海沿岸地域 竹内園長時代　経路不明 花期２－４月

1063 ナギナタコウジュ シソ Elsholtzia ciliata 日本全土・南千島・朝鮮・台湾・中国・アジア温帯・ロシア
北アメリカに帰化している

京都府　津軽俊介ほか　2009年8月23日 花期は9月－10月。和名は、花序を薙刀にみたてたもの。香薷（こうじゅ）
は生薬（発汗・利尿）で、葉や花序を乾燥させたもの。

1021 ナキリスゲ カヤツリグサ Carex lenta 本州・中国・四国・九州・中国・ヒマラヤ 自生由来と思われる 花期は8月－10月。和名の由来について、植物学者牧野富太郎（1862－
1957）は「本種の葉で軟らかい菜を切ったのではないか」としている。

712 ナツエビネ ラン Calanthe puberula var. reflexa 本州・四国・九州・済州島 京都府　津軽俊介・高橋　隆　2000年10月3日 花期は8月。

713 ナツエビネ ラン Calanthe puberula var. reflexa 本州・四国・九州・済州島 京都府　津軽俊介・光田重幸　2004年11月17日 夏期は8月。

735 ナツエビネ ラン Calanthe puberula var. reflexa 本州・四国・九州・済州島 京都府　上島　裕　1996年8月11日 花期は8月。

984 ナツエビネ ラン Calanthe puberula var. reflexa 本州・四国・九州・済州島 京都府　村田　源　2004年11月19日 花期は8月。

155 ナツズイセン ヒガンバナ Lycoris × squamigera 竹内園長時代　経路不明 中国

100 ナツツバキ ツバキ Stewartia pseudocamellia 本州(福島県、新潟県以南)･四国･九州（高隈山まで）･朝鮮半
島

竹内園長時代　経路不明 花期は6月－7月。白色の美しい花を咲かせるので、庭園に植えられる。
シャラノキ（沙羅樹）やサラソウジュ（娑羅双樹）といって寺院にもよく植え
られているが、釈迦が樹下で入滅したとされる2本のサラ（サラソウジュ）
は本種ではなく、フタバガキ科のShorea robusta（インド～東南アジア）で

101 ナツツバキ ツバキ Stewartia pseudocamellia 本州(福島県、新潟県以南)･四国･九州（高隈山まで）･朝鮮半
島

竹内園長時代　経路不明 花期は6月－7月。白色の美しい花を咲かせるので、庭園に植えられる。
シャラノキ（沙羅樹）やサラソウジュ（娑羅双樹）といって寺院にもよく植え
られているが、釈迦が樹下で入滅したとされる2本のサラ（サラソウジュ）
は本種ではなく、フタバガキ科のShorea robusta（インド～東南アジア）で

791 ナツハゼ ツツジ Vaccinium oldhamii 北海道・本州・四国・九州・南朝鮮・中国 不明 花期５－６月

593 ナツロウバイ ロウバイ Calycanthus chinensis 原産地　中国 タキイ種苗店より購入　1992年 花期５－６月

636 ナナミノキ モチノキ Ilex chinensis 本州（静岡県以西）・四国・九州・中国 自生 花期６月

233 ナベナ スイカズラ Dipsacus japonicus 本州・四国・九州・朝鮮半島・満州 京都府　津軽俊介・高橋隆　1995年5月6日 花期８－９月

964 ナベナ スイカズラ Dipsacus japonicus 本州･四国･九州･朝鮮･中国 京都府　津軽俊介・高橋隆　採集日不明 花期は8月－9月。越年草。和名の由来は不明。

211 ナラノヤエザクラ バラ Cerasus verecunda ‘Antiqua’ 園芸品種 竹内園長時代　経路不明 花期4月下旬－５月上旬

965 ナルコユリ クサスギカズラ Polygonatum falcatum 本州･四国･九州･朝鮮 京都府　澤田　徹ほか　2006年5月28日 花期は5月－6月。根茎を滋養・強壮薬とするが、民間薬的なもの。

510 ナワシログミ グミ Elaeagnus pungens 本州（関東地方以西）四国・九州・中国 不明 花期１０－１２月

716 ナンカイギボウシ クサスギカズラ Hosta × tardiva 本州（近畿地方）・四国・九州 京都府　津軽俊介・高橋隆　1997年7月23日 花期８月下旬－９月

1044 ナンキンナナカマド バラ Sorbus gracilis 本州（福島県以西）･四国･九州 不明 花期は5月。樹高2m内外の落葉低木。南京（なんきん）とは小型のものに
つける形容詞で“外来”を意味するものではない。

923 ナンゴクナライシダ オシダ Arachniodes fargesii 本州（東北地方南部以西）・四国・九州 不明 常緑（寒冷地では夏緑性）のシダ。

934 ナンテン メギ Nandina domestica 本州（東海道以西）・四国・九州・中国・インド
国内分布については、本来の自生を疑う意見（大橋2016）もあ
る。

不明 花期は5月－6月。和名は、中国名の南天竹（南天燭）から。‘難（ナン）を
転（テン）ずる’と例えて、葉を進物などに載せる風習がある。果実はアル
カロイドを含み、呼吸中枢を興奮、のちに麻痺させる作用があり、咳止め

505 ナンテンハギ マメ Vicia unijuga 南千島・北海道～九州・朝鮮半島・中国・ロシア（東シベリア・
極東ロシア）

不明 花期は9月－10月頃。山野に生える多年草。図鑑類では普通種扱いに
なっていることが多いが、京都府レッドデータブック（2015）では準絶滅危
惧種に指定され、亀岡市においても減少傾向にあると考えられる。

520 ニオイヒバ（イブキでは？） ヒノキ Thuja occidentalis 北アメリカ 花期４－５月

105 ニガキ ニガキ Picrasma quassioides 北海道・本州・四国・九州・朝鮮半島・中国 不明 花期４－５月

203 ニガクサ シソ Teucrium japonicum 北海道・本州・四国・九州・琉球諸島・朝鮮半島 山形県　高橋隆　1991年8月29日 花期は6月―7月。名前とは異なり、植物体に苦味はない。近縁種にツル
ニガクサT. viscidum var. miquelianumがある。

146 ニシキギ ニシキギ Euonymus alatus 北海道・本州・四国・九州・朝鮮半島・千島・樺太・中国 竹内園長時代　経路不明 花期４月中旬－６月

929 ニシキミヤギノハギ マメ Lespedeza japonica f. angustifolia 南千島（国後島）・北海道・本州・四国・九州・朝鮮半島・中国・
サハリン・ロシア（沿岸部）

村田　源（購入品）自宅栽培　2012年4月4日　寄贈 花期は4月。春に開花し、夏には地上部が枯れる代表的な春植物（スプリ
ング・エフェメラル；意訳‘春の妖精’とも）。山菜としても有名だが、トリカ
ブト類との誤認による中毒事故が多い。実はニリンソウも有毒植物で、加
熱すれば毒性はなくるものの、大量の摂取は避けたほうがよいという（門

1040 ニシノタムラソウ シソ Salvia lutescens var. occidentalis 本州・四国・九州（対馬・種子島・奄美大島を含む）・朝鮮半島
（南部）

京都府　津軽俊介・高橋隆　1996年6月12日 花期は3月。山地の谷筋などに生える落葉低木ときに小高木。早春の枝
を生け花に使ったり、新芽を食用にしたりもする。種内に多くの品種や、
オオニワトコvar. majorのような変種も認められる。

141 ニリンソウ キンポウゲ Anemone flaccida 本州(近畿地方)･四国･九州 京都府　津軽俊介・高橋隆・門脇孝次　　1994年4月18日 花期４月

230 ニワトコ ガマズミ Sambucus racemosa subsp. sieboldiana 北海道～九州・南千島・朝鮮 石川県　竹内雅和・竹内祝子 花期は8月－10月。和名は、生育地にちなむ。

312 ニワフジ マメ Indigofera decora 本州・四国・九州（中部）・朝鮮 竹内園長時代　経路不明 花期５－６月

1011 ヌスビトハギ マメ Hylodesmum podocarpum subsp. oxyphyllum 北海道・本州・四国・九州・琉球・台湾・朝鮮・中国 自生由来と思われる 花期は8月-9月。和名は、豆果の形状が、泥棒の忍び足（足裏の外側で
歩く）の足跡に似ることから。

1022 ヌマガヤ イネ Moliniopsis japonica 本州（関東地方以西）・四国・九州 滋賀県　津軽俊介ほか　2002年9月22日 花期８－１０月

917 ヌリワラビ ヌリワラビ Rhachidosorus mesosorus 本州・四国・九州・朝鮮・琉球・台湾・中国 不明 夏緑性のシダ。

887 ネザサ イネ Pleioblastus argenteostriatus f. glaber 本州・四国・九州・朝鮮半島・中国・南アジアに広く分布する 自生由来と思われる 花の周期は30-60年ともいわれる。

806 ネズミモチ モクセイ Ligustrum japonicum 本州・四国･九州 自生由来と思われる 花期は5月－8月。日本産のアザミ類で、春に咲くのは本種のみ。

111 ネムノキ マメ Albizia julibrissin 本州・四国･九州 不明 ノアザミの白花品。

973 ノアザミ キク Cirsium japonicum 北海道・本州・四国・九州 自生由来と思われる 花期は4月頃。河川敷・田の畦・湿地など、低地の明るい湿った所に生え
る。植物体には有毒成分（テルペノイド類）を含み、茎を切って出る乳液
にふれるとかぶれ、誤食すれば下痢や胃腸炎を起こすことがある（佐竹

5 ノカンゾウ ススキノキ Hemerocallis fulva var. disticha 本州・四国・九州 京都府　津軽俊介・高橋隆 花期７－８月

508 ノカンゾウ ススキノキ Hemerocallis fulva var. disticha 本州・四国・九州 不明 花期は7月－9月。近縁のヤブカンゾウH. fulva var. kwansoより極めて少
なく、京都府レッドデータブック2015では絶滅危惧種にあげられた。

ノカンゾウ（ホンカンゾウ？） ホンカンゾウは中国原産 不明

635 ノグルミ クルミ Platycarya strobilacea 本州（神奈川県以西）・四国・九州・朝鮮半島・中国・台湾・ベト
ナム

竹内園長時代　経路不明 花期は6月。雌雄同株で、花は単性。新枝の先に直立する雌花序、その
下の葉腋に上向きの雄花序を伸ばす。樹皮や果穂はタンニンを含み漁
網の染料とし、根皮は特に含有量が高く、なめし皮用に使うとされる。

57 ノコギリシダ メシダ Diplazium wichurae 本州（石川県－福島県以南）・四国・九州・琉球列島（沖縄県
以北）・小笠原諸島（母島・硫黄島）・朝鮮（済州島）・中国・台
湾

和歌山県　村田　源・高橋　隆　1992年5月10日 常緑性のシダ。山地の谷筋や、陰湿な礫地に生える常緑性のシダ。レッ
ドリストやレッドデータブックで扱っている県もあり、ふくしまレッドリスト
（2017）では、県内絶滅としている。京都府レッドデータブック（2015）では
扱われていないが、亀岡市における産地は極めて限られている。

925 ノコギリシダ メシダ Diplazium wichurae 本州（石川県～福島県以南）・四国・九州・琉球列島（沖縄県
以北）・小笠原諸島（母島・硫黄島）・朝鮮（済州島）・中国・台
湾

不明 常緑性のシダ。山地の谷筋や、陰湿な礫地に生える常緑性のシダ。レッ
ドリストやレッドデータブックで扱っている県もあり、ふくしまレッドリスト
（2017）では、福島県では絶滅したとしている。京都府レッドデータブック
（2015）では扱われていないが、亀岡市における産地は極めて限られて

1019 ノコンギク キク Aster microcephalus var. ovatus 本州・四国・九州 自生由来と思われる 花期は9月－11月。頭花や葉形は変異に富む。

676 ノジギク キク Chrysanthemum japonense 四国・九州 不明 花期１０－１２月

912 ノジギク キク Chrysanthemum japonense 四国・九州 不明 花期１０－１２月

1037 ノジスミレ スミレ Viola yedoensis 本州･四国･九州･朝鮮･中国 自生由来と思われる 花期は4月。和名は、道ばたや丘陵地に生育することによる。

475 ノシラン クサスギカズラ Ophiopogon jaburan 本州（紀伊半島以西）・四国・九州・琉球諸島・済州島 鹿児島県　彩園　登　採集日不明 花期は7月－9月。種子は肥大して子房を破り、外に現れるので果実のよ
うに見える。

977 ノハナショウブ アヤメ Iris ensata var. spontanea 北海道･本州･四国･九州･朝鮮･満州･東シベリア 不明 花期は6月。酸性の湿地や草原に生える。

313 ノリウツギ アジサイ Hydrangea paniculata 樺太・北海道・南千島・本州・四国・九州・中国 竹内園長時代　経路不明 花期７－９月

580 ハイイヌガヤ イチイ Cephalotaxus harringtonia var. nana 北海道（西部）・本州（日本海側）・四国の一部 竹内園長時代　経路不明 花期３－４月

493 バイカイカリソウ メギ Epimedium diphyllum 本州（中国地方）・四国・九州（温帯～暖帯） 竹内園長時代　経路不明 花期は4月。花は白色で、花弁に距がない。和名は文字通り、かわいらし
い花を梅にたとえたもの。トキワイカリソウE. sempervirensとの雑種オオ
バイカイカリソウE. ×setosumが、中国地方に知られている。

バイカウツギ アジサイ Philadelphus satsumi 本州（岩手県以南）・四国・九州（鹿児島県にはまだ知られて
いない）

京都府　澤田　徹・赤松富子 花期６－７月

988 バイカオウレン キンポウゲ Coptis quinquefolia 本州（関東地方以西）・四国・九州 不明 花期は4月。別名ゴカヨウオウレン。ゴカとはウコギのことで、葉の形状に
ちなむ。350 バイカツツジ ツツジ Rhododendron semibarbatum 本州・四国・九州 京都府　津軽俊介　1963年6月24日 花期６－７月

859 ハイコトジソウ シソ Salvia glabrescens var. repens 本州（近畿地方） 京都府　津軽俊介・澤田眞　1993年7月22日 アキギリ（S. glabrescens）の変種とされているもの。

17 バイモ ユリ Fritillaria thunbergii 竹内園長時代　経路不明 花期３－５月

1095 ハイヤマハッカ シソ Isodon inflexus var. nakayamae 四国（徳島県） 徳島県　鳴橋直弘（寄贈）　2017年4月4日
type

上記産地にのみ知られるヤマハッカI. inflexusの変種で、2017年に記載
された。花や果実に明瞭な違いはないが、茎は倒伏して葉腋から根を出
し、葉も明らかに小さい（Naruhashi, Miura J.P.T.65:77-82,2017）。

994 ハウチワカエデ ムクロジ Acer japonicum 北海道・本州 不明 花期は5月。

189 ハエドクソウ ハエドクソウ Phryma esquirolii 日本全土・朝鮮半島・中国・ヒマラヤ・東シベリア 京都府　津軽俊介・澤田眞　1992年7月12日 花期７－９月

622 ハカタシダ オシダ Arachniodes simplicior 本州（新潟県、福島県南部以西）・四国・九州（最南部を除く）・
中国

竹内園長時代　経路不明 常緑性のシダ。



大本花明山植物園植栽データ（試験運用）
※一覧内の着色（水色）欄は調査中
※植栽No.のないものは名札未製作

2024/3/14現在

238 ハクウンボク エゴノキ Styrax obassia 北海道・本州・四国・九州・朝鮮半島・満州・中国 京都府　三諸聖子・津軽俊介・西山桂　1973年6月20日 花期５－６月頃

425 ハクサンボク ガマズミ Viburnum japonicum 本州（山口県、静岡県熱海、三宅島、八丈島）・九州（普通に
あり壱岐まで）・琉球諸島

竹内園長時代　経路不明 花期３－５月

414 ハグロソウ キツネノマゴ Peristrophe japonica var. subrotunda 本州（関東以西）・四国・九州・朝鮮半島・中国 不明 花期は7月－10月。山林に生える多年草。和名は“葉黒”あるいは“歯黒”
などの説があるが定かではない。

213 バショウ バショウ Musa basjoo 竹内園長時代　経路不明 花期は9月－10月で、果実はバナナ状だが食用には不向き。この仲間は
熱帯を中心に多くの品種が栽培され、食用の他に繊維植物としても重
要。原産地がはっきりしない栽培植物であったが、四川省で自然集団が
見つかったという（大橋他2015）。

157 ハシリドコロ ナス Scopolia japonica 本州・四国・九州 京都府　津軽俊介・澤田眞　1993年5月10日 花期４－５月

107 ハダカホオズキ ナス Tubocapsicum anomalum 本州・四国・九州・琉球諸島・朝鮮半島・中国・フィリピン・イン
ド

京都府　津軽俊介・高橋隆　1991年10月3日 花期８－９月

954 ハチク イネ Phyllostachys nigra var. henonis 本州・四国・九州・朝鮮・中国 古く亀山城内に植えられていたものと考えられる。 花の周期は30年―60年ともいわれる。古くから亀山城内に植えられてい
たものと考えられる。筍を食用に、枝は竹ぼうきに、稈は茶道具や花器
に使われる。一部のタケ類は、周期的に開花し、その一群は枯死すると
いわれているが、正確なことはわからない。

771 ハチジョウショウマ ユキノシタ Astilbe hachijoensis 東京都（伊豆諸島［三宅島・御蔵島・八丈島］） 東京都　神園英彦　1995年7月14日 花期は7月頃。日本固有種で、伊豆諸島に特産する。

707 ハチジョウベニシダ オシダ Dryopteris caudipinna 神奈川県（南部）・伊豆半島・伊豆諸島 京都府　津軽俊介・高橋隆　2000年6月3日 常緑性のシダ。

243 ハナイカダ ハナイカダ Helwingia japonica 北海道・本州・四国・九州・中国 不明 花期５月

180 ハナイカダ(♀） ハナイカダ Helwingia japonica 北海道（西南部）・本州・四国・九州・中国 京都府　津軽俊介　昭和40年代後半 花期は5月。山の谷間に生える雌雄異株の低木。和名は、葉の中央中肋
上につく淡緑色の小さな花の様子をたとえたもの。

179 ハナイカダ(♂） ハナイカダ Helwingia japonica 北海道（西南部）・本州・四国・九州・中国 京都府　津軽俊介　昭和40年代後半 花期は5月。山の谷間に生える雌雄異株の低木。和名は、葉の中央中肋
上につく淡緑色の小さな花の様子をたとえたもの。

841 ハナシュクシャ ショウガ Hedychium coronarium 村田　源　1999年9月27日（市販品を栽培） 花期は8月頃。インド～マレーシア原産。日本へは江戸時代に渡来し、沖
縄では逸出野性化したものが見られる（植村他2010）。

118 ハナズオウ マメ Cercis chinensis 竹内園長時代　経路不明 花期４－５月

854 ハナゼキショウ チシマゼキショウ Tofieldia nuda 本州（関東地方以西）・九州 不明 花期６－８月

145 ハナノキ（♀） ムクロジ Acer pycnanthum 本州（岐阜県、長野県、愛知県） 竹内園長時代　経路不明 花期は4月。雌雄異株。日本固有種だが、上記分布の県境一帯と長野県
大町市に隔離分布する以外は知られていない。環境省レッドデータブッ
ク（2013）では絶滅危惧Ⅱ類（VU)に指定されている。

144 ハナノキ（♂） ムクロジ Acer pycnanthum 本州（岐阜県、長野県、愛知県） 林　中之（神戸市教育植物園）　　1965年10月31日（植栽日） 花期は4月。雌雄異株。日本固有種。和名は文字通りで、葉の展開よりも
先んじて開花し、花期には樹冠が鮮紅色に彩られる。

952 ハナヒリノキ ツツジ Eubotryoides grayana 北海道・本州（和歌山県・奈良県・京都府以北） 京都府　津軽俊介・高橋隆　1993年10月29日 花期は7月－8月。和名の由来は、葉の粉末を鼻に入れるとくしゃみ（は
なひり）がでるからという。

953 ハナヒリノキ ツツジ Eubotryoides grayana 北海道・本州（和歌山県・奈良県・京都府以北） 不明 花期は7月－8月。和名の由来は、葉の粉末を鼻に入れるとくしゃみ（は
なひり）がでるからという。

513 ハナミョウガ ショウガ Alpinia japonica 本州（千葉県以西）・四国・九州・台湾・中国 和歌山県　津軽俊介　採集日不明 花期５－６月

226 ハマクサギ シソ Premna microphylla 本州(近畿地方以西)･四国･九州･琉球諸島･中国（中南部）・
台湾

長崎県　津軽俊介　　採集日不明 花期は5月－6月。ハマクサギ属の植物は熱帯に多く世界に約200種が
知られ、国内では本種の他には、ルソンハマクサギP. nauseosaとタイワ
ンウオクサギp. serratifoliaがある（大橋他2017）。
本種の臭いをハエが嫌うので、ハエ除けに使うという（邑田2004）。

1087 ハマナス バラ Rosa rugosa 北海道・本州（太平洋岸は茨城県まで・日本海岸は鳥取県ま
で）・カムチャッカ・千島・樺太・朝鮮・沿海州・中国（東北部・北

北海道　佐々木豊保　1998年9月16日（種子より育苗） 花期は6月－8月。和名は“浜梨”の東北なまりからか。果実は食べられ、
花からローズ油を採り香水の原料にする。

428 ハマヒサカキ モッコク Eurya emarginata 本州（千葉県以西）・四国・九州・琉球諸島・朝鮮半島（南部）・
中国

竹内園長時代　経路不明 花期１０－１１月

843 ハマユウ ヒガンバナ Crinum asiaticum var. japonicum 本州（関東地方以西）・四国・九州・済州島・琉球 不明 花期は7月－9月。正式な和名はハマオモトという。

83 ハラン クサスギカズラ Aspidistra elatior 中国原産 不明 花期１２月下旬－５月

904 ハラン クサスギカズラ Aspidistra elatior 不明 花期１２月下旬－５月

828 ハリエンジュ マメ Robinia pseudoacacia 北米原産 大本教祖出口王仁三郎の指示によって天恩郷に多く植栽さ
れたものの名残りとされる

花期５－６月。大本教祖出口王仁三郎の指示によって天恩郷に多く植栽
されたものの名残りとされる。

426 ハリギリ ウコギ Kalopanax septemlobus 北海道・本州・四国・九州・朝鮮半島・満州・千島（南部）・樺
太・中国

竹内園長時代　経路不明 花期７－８月

159 ハルトラノオ タデ Bistorta tenuicaulis 本州・四国・九州 石川県　津軽俊介・竹内雅和・祝子　1987年4月28日 花期４月

711 ハルユキノシタ ユキノシタ Saxifraga nipponica 本州（近畿地方北部・中部地方・関東地方西部） 花期４－５月

58 ハンカイソウ キク Ligularia japonica 本州（静岡県以西）・四国・九州・朝鮮半島・台湾・中国 石川県　津軽俊介・竹内雅和・祝子　1987年4月28日 花期６－８月

13 ハンカチノキ ヌマミズキ Davidia involucrata 中国 購入品　　1992年2月 花期４月下旬－５月

1002 ハンゲショウ ドクダミ Saururus chinensis 本州・四国・九州・琉球・朝鮮半島・中国・台湾・ベトナム・フィリ
ピン・インド

不明 花期は6月－8月。　和名は、半夏生（夏至から11日目）の頃に白い葉を
付けることから。葉の半面が白いことから‘半化粧’との説もあるが、この
特徴にちなんだ‘方白草’カタシログサという別名もある。

335 ハンノキ カバノキ Alnus japonica 北海道・本州・四国・九州・琉球諸島・台湾・朝鮮半島・中国・
ウスリー

竹内園長時代　経路不明 花期１１－４月

182 ヒイラギナンテン メギ Berberis japonica 台湾・中国・ヒマラヤ 昭和39年3月29日　寄贈者不明 花期３－４月

804 ヒイラギモクセイ モクセイ Osmanthus × fortunei 不明 花期９－１０月

416 ヒオウギ アヤメ Iris domestica 本州・四国・九州・朝鮮半島・満州・琉球諸島・中国・台湾・イン
ド（北部）

竹内園長時代　経路不明 花期８－９月

326 ヒカゲツツジ ツツジ Rhododendron keiskei 本州（関東地方以西）・四国・九州 京都府　津軽俊介　採集日不明 花期４－５月

322 ヒカゲノカズラ ヒカゲノカズラ Lycopodium clavatum var. nipponicum 北海道・本州・四国・九州 京都府　高橋　隆　1980年代後半 常緑性のシダ。

139 ヒガンバナ ヒガンバナ Lycoris radiata 本州・四国・九州・中国 京都府　津軽俊介ほか　1994年11月2日 花期は9月下旬。別名を“曼珠沙華”といい、仏教用語に由来する。日本
には3倍体の不稔種しかないが、中国には2倍体で結実するものがある。
原産を中国として、海流漂着説、ヒト運搬説などがある。

757 ヒキオコシ シソ Isodon japonicus 北海道（南部）・本州・四国・九州・朝鮮 不明 花期９－１０月

911 ヒキノカサ キンポウゲ Ranunculus ternatus 本州（関東地方以西）・四国・九州・済州島・琉球・台湾・中国 三重県　権藤啓子　2011年5月3日 花期は3月－4月。和名は、‘蛙（ひき）の傘（かさ）’の意味で、湿ったとこ
ろにはえ、花をカエルの傘にたとえたものという（牧野1962）。京都府レッ
ドデータブックでは絶滅種（2002）とされていたが、後に一群落が発見さ
れたことにより、絶滅寸前種（2015）にランクが下げられている。

1038 ヒゲスゲ カヤツリグサ Carex wahuensis var. bongardii 本州（北陸地方・伊豆諸島・東海道以西）・四国･九州･琉球･
台湾・済州島

京都府　赤松富子 花期２－３月（南西諸島や小笠原諸島では通年）

239 ヒゴタイ キク Echinops setifer 本州（岐阜，鳥取，島根，広島，山口）・九州・朝鮮半島 熊本県　桐原トミコ　1980年代 花期は8月―9月。和名の語源は不明。九州でも稀で、本州では極めて
稀。環境省レッドデータでは絶滅危惧Ⅱ類（VU)にランクされ、岡山県・宮
崎県・鹿児島県では絶滅とされた。

762 ヒサカキ モッコク Eurya japonica 本州（岩手県・秋田県以南）・四国・九州・琉球・朝鮮（南部）・
中国

自生由来と思われる 花期３－４月

922 ヒトツバ ウラボシ Pyrrosia lingua 本州（関東地方以西）・四国・九州・琉球・朝鮮半島（南部）・中
国（揚子江以南）・台湾～インドシナ

不明 常緑性のシダ。胞子嚢のつかない葉の先端が裂けるものをシシヒトツバ
'Cristata'という。

306 ヒトツバタゴ モクセイ Chionanthus retusus 本州（愛知県、岐阜県）・対馬・朝鮮半島・中国・台湾 竹内園長時代　大本信徒による献納　詳細不明 花期５月

471 ヒトリシズカ センリョウ Chloranthus quadrifolius 南千島・北海道・本州・四国・九州・朝鮮半島・中国（北部・東
北部）・アムール・ウスリー・サハリン

竹内園長時代　経路不明 花期は3月－4月。山地の林床に生える多年草。和名は、花穂が1本であ
ることを静御前の、あるいはその舞に例えたもの。中国名（漢名）も‘銀線
草’という風雅な名前が付けられている。

995 ヒナウチワカエデ ムクロジ Acer tenuifolium 本州（関東地方以西）・四国・九州 不明 花期は5月。

569 ヒノキ ヒノキ Chamaecyparis obtusa 本州（福島県以南）・四国・九州 竹内園長時代　経路不明 花期４月

204 ヒメアザミ キク Cirsium buergeri 本州（近畿地方以西）・四国・九州 京都府　長沢輝子　1991年10月 花期は8月－10月。山地に生える多年草。葉は長楕円形で羽状浅－中
裂、ときに歯牙状で、基部はつねに茎を抱く。頭花は小さい。

1106 ヒメアジサイ アジサイ Hydrangea serrata var. yesoensis f. cuspidata 中国安徽省（あんきしょう）原産 不明 花期は5月‐6月頃。古く薬用として渡来したといわれ、ときに野生化して
いる。若葉を食用とするため、戦後、天恩郷内のあちこちに植栽されてい
た。栽培品は、その名残りであろうと伝えられる。

939 ヒメウコギ ウコギ Eleutherococcus sieboldianus 本州（関東地方以西）・四国・九州・中国・朝鮮半島（南部） 天恩郷に植栽のあった名残と考えられる 花期は3月－4月。林縁や人家の石垣などにも生える多年草。“烏頭（う
ず）”はトリカブトのことで、根にアルカロイド・ラクトン類他を含む。漢方で
は“天葵子（てんきし）”といい、解熱・解毒・利尿など様々な効能が報告さ

667 ヒメウズ キンポウゲ Semiaquilegia adoxoides 本州（関東地方以西）・四国・九州 自生由来と思われる 花期３－４月

628 ヒメウツギ アジサイ Deutzia gracilis 本州（中部・近畿・中国）・四国 石川県　出口聖子・津軽俊介・竹内雅和　　1986年5月28日 花期は2月－3月。これらの仲間は江戸期より現在に至るまで、愛好家に
親しまれ多くの園芸品種がつくられた。

703 ヒメカンアオイ ウマノスズクサ Asarum takaoi 北海道（南部・西部）・本州・四国・九州・朝鮮半島（南部）・中
国（中南部）

京都府　日根隆夫　2000年3月25日 花期は8月－9月頃。山地の林床や、谷筋などに生える多年草。キンミズ
ヒキA. pilosa var. japonicaに似るが、花弁は幅狭く、雄蕊も5－8個と少な

655 ヒメキンミズヒキ バラ Agrimonia nipponica 本州・四国 不明 花期８－９月頃

166 ヒメザゼンソウ サトイモ Symplocarpus nipponicus 北海道・本州（日本海側）・朝鮮半島（北部） 石川県　津軽俊介・竹内雅和　1986年5月1日 花期は6月下旬。花序は葉が展開してのちに出て、翌春に熟す。

161 ヒメシャガ アヤメ Iris gracilipes 本州（中国地方には未知）・四国・九州 山形県　津軽俊介・高橋隆　1986年6月3日 花期５－６月

270 ヒメシャラ ツバキ Stewartia monadelpha 本州（神奈川県箱根山以西）・四国・九州（屋久島まで） 紀伊半島　津軽俊介　採集日不明 花期は5月。おもにブナ林に生えるといわれる。
ナツツバキ属の植物で、ナツツバキS. pseudocamelliaを小さくしたような
花をつけ、葉も細く小さい。和名は‘姫沙羅’の意味だが、本来‘沙羅’は
ナツツバキではなくフタバガキ科のShorea robustaをさす。

1076 ヒメシラスゲ カヤツリグサ Carex mollicula 北海道・本州・四国・九州・朝鮮・中国（中部）・南千島・樺太 不明 花期は5月－7月。林床や林縁に見られる。大株にはならず、細長い地下
茎がある。

834 ヒメツゲ ツゲ Buxus microphylla 不明 京都府　津軽俊介ほか　1995年5月27日 花期３－４月

1070 ヒメツルキジムシロ バラ Potentilla × yamanakae 本州･四国 鳴橋直弘　産地・採集日不明 花期は4月－5月。テリハキンバイP. ripariaとツルキジムシロP.
stoloniferaの推定雑種。

620 ヒメナベワリ ビャクブ Croomia japonica 本州（中国地方）・四国・九州・琉球諸島 花期４－５月

444 ヒュウガミズキ マンサク Corylopsis pauciflora 本州(中部地方西北部および近畿地方北部）・台湾 竹内園長時代　経路不明 花期は3月－4月。庭木としてもよく栽培される。“日向水木”と漢字をあて
るが日向の国（宮崎県）には知られていない。

1064 ヒュウガヤブレガサ キク Syneilesis akagii 九州（宮崎県、大分県南部、熊本県中部） 不明 花期は6月－7月。2013年に新種として記載された（Kadota &
M.Saito.2013)。ヤブレガサS. palmataより全体大型で花冠もより長く、花

224 ヒヨクソウ オオバコ Veronica laxa 北海道・本州・四国・九州・中国・ヒマラヤ・小アジア 京都府　三諸聖子・津軽俊介　1973年6月20日 花期６－７月

435 ビロウドイチゴ バラ Rubus corchorifolius 本州(静岡県以西)・四国・九州・朝鮮半島（南部）・中国 京都府　津軽俊介　採集日不明 花期４－５月

548 ヒロハコンロンソウ アブラナ Cardamine appendiculata 本州 不明 花期は4月－5月。山の谷間に生える多年草。コンロンソウC.leucanthaと
は、葉柄基部が耳形となり葉の下面や花序に普通毛がないことなどで分

1053 ヒロハドウダンツツジ ツツジ Enkianthus perulatus f. japonicus 本州･四国･九州 三重県　村田　源　（標本：村田No.70471）
寄贈　2013年11月23日

花期４月

1099 ヒロハヤブソテツ オシダ Cyrtomium macrophyllum 本州（新潟県－千葉県以西）・四国・九州・中国・台湾・南アジ
ア

京都府　人見昌司　　採集日不明 常緑性のシダ。山地の谷筋や、陰湿な林内などに生える常緑性シダ。京
都府ではもともと稀な植物で、京都府レッドデータブック（2015）では絶滅
危惧種に指定されている。

578 ビワ バラ Eriobotrya japonica 本州(西部)・四国・九州・中国 開園前より堀端にあったものの名残り 花期１１－１月

193 ビワコエビラフジ マメ Vicia venosa subsp. stolonifera 滋賀県　津軽俊介･村田　源･高橋　隆　1990年5月12日 花期６－７月頃

1080 フウリンウメモドキ モチノキ Ilex geniculata 本州（東北地方南部の太平洋側から中国地方）・四国・九州
京都府　津軽俊介・高橋隆　　1993年9月2日 花期は6月－7月。雌雄異株の低木で、日本固有種。葉の裏面が無毛の

変種オクノフウリンウメモドキvar. glabraは、北海道（西南部）から本州
（北陸地方まで）に分布するとされる（大橋他2017）。

210 フクジュソウ（福寿海） キンポウゲ Adonis 'Fukujyukai' 園芸品 竹内園長時代　経路不明 花期は3月。栽培品は市場に流通している園芸品であると考えられる。
日本国内で知られる野生のフクジュソウ属には、フクジュソウA. ramosa、
キタミフクジュソウA. amurensis、ミチノクフクジュソウA. multiflora、シコク
フクジュソウA. shikokuensisがある。

27 フサナキリスゲ カヤツリグサ Carex teinogyna 本州(近畿、中国地方)・四国・九州・朝鮮半島・中国（中南部）・
ヒマラヤ

兵庫県　高橋　隆・澤田　眞　1993年10月 花期９－１１月

863 フサナキリスゲ カヤツリグサ Carex teinogyna 本州(近畿・中国地方)・四国・九州・朝鮮半島・中国（中南部）・
ヒマラヤ

京都府　津軽俊介ほか　1995年10月22日 花期９－１１月

950 フジ マメ Wisteria floribunda 本州・四国・九州 自生由来と思われる 花期は5月頃。古代より庭に植えられ、ツルでかごを編んだり、繊維から
布を織る。丹後地方の藤布は有名。

686 フジカンゾウ マメ Hylodesmum oldhamii 本州・四国・九州・朝鮮・満州・中国 京都府　津軽俊介　1991年10月18日 花期８－９月

396 フシグロセンノウ ナデシコ Silene miqueliana 本州・四国・九州 京都府　津軽俊介　1960年代 花期は7月頃。和名にある‘センノウ’は、室町時代に中国から伝わったと
される植物で、栽培されていた京都嵯峨の仙翁寺（廃寺）にちなむ。
本種は日本固有種で、山林内や林縁に自生する。

479 フジテンニンソウ シソ Comanthosphace japonica f. barbinervia 北海道・本州・四国・九州 竹内園長時代　経路不明 花期８－１０月

266 フジバカマ キク Eupatorium japonicum 本州(関東地方以西)・四国・九州・朝鮮半島・中国 古く亀山城跡に自生していたと伝えられる 花期は8月―9月頃。万葉集では秋の七草に歌われ、源氏物語にも登場
する。環境省レッドデータでは準絶滅危惧（NT）に、京都府では絶滅寸前
種（2015）にあげられている。園芸店などで本種として流通しているもの

1068 フタバアオイ ウマノスズクサ Asarum caulescens 本州（福島県以南）・四国･九州 不明 花期は5月。京都三大祭のひとつ賀茂祭（葵祭）で、御所車や勅使の衣
冠などすべてを本種の葉で飾ることが知られ、別名も“カモアオイ”とい
う。徳川家の紋章としても有名。

470 フタリシズカ センリョウ Chloranthus serratus 北海道・本州・四国・九州・中国 竹内園長時代　経路不明 花期は4月。倭漢三才図会に『俗謡に云ふ、静女の幽霊二人と為り同じく
遊浮す。此花二朶相並び艶美なり、故に之れに名く』と出ている。

305 フッキソウ ツゲ Pachysandra terminalis 北海道・本州・四国・樺太・中国 竹内園長時代　経路不明 花期は3月－4月。山の木陰に生える常緑の亜低木。“富貴草”は常緑で
よく茂ることから繁栄を祝う意味（牧野1963）。

567 フッキソウ ツゲ Pachysandra terminalis 北海道・本州・四国・九州・中国 竹内園長時代　経路不明 花期は3月－4月。山の木陰に生える常緑の亜低木。和名は‘富貴草’と
漢字を当て、常緑でよく茂ることから繁栄を祝う意味（牧野1963）とされ
る。中国名（漢名）では‘頂花板凳果’と表す。

484 ブナ ブナ Fagus crenata 北海道(黒松内、長万部以南)・本州・四国・九州 兵庫県　津軽俊介　採集日不明 花期５月

976 フナバラソウ キョウチクトウ Vincetoxicum atratum 北海道･本州･四国･九州･朝鮮･満州･中国 京都府　光田重幸　採集日不明 花期は6月頃。和名は“舟腹草”の意で、袋果の形状を舟の胴体にたとえ
たものとされる。

873 フユイチゴ バラ Rubus buergeri 本州（千葉県以西）・四国・九州・南朝鮮・台湾・中国 自生由来と思われる 花期は９月—10月。城址に付随する植物のひとつといわれる。冬に果実
が熟することから、別名も寒苺（カンイチゴ）という。

1090 フユザンショウ ミカン Zanthoxylum armatum var. subtrifoliatum 本州（宮城県以南）・四国・九州・琉球・朝鮮半島（南部）・台
湾・中国

京都府　津軽俊介ほか　　2014年11月23日 花期は5月。雌雄異株の常緑低木。果実（秦椒）や根（竹葉椒根）には薬
用成分を含み、それぞれに胃健・利尿・頭痛・打撲などに薬効があると報
告されている（三橋1998）。

458 ベニガク アジサイ Hydrangea serrata var. japonica 本州北部や北海道と考えられる（推定） 竹内園長時代 花期は6月頃。ヤマアジサイvar. serrataとエゾアジサイvar. yesoensisの
雑種を起源として改良されたものと考えられており、古くから栽培されて
いる。分布に示される、本州北部と北海道も両種の分布が近接、あるい

891 ベニシダ オシダ Dryopteris erythrosora 本州・四国・九州（南はトカラ列島まで）・朝鮮・中国 自生由来と思われる 常緑性のシダ。
ベニドウダン ツツジ Enkianthus cernuus f. rubens 本州（関東南部～中部地方南部・近畿・福井県・広島県）・四

国・九州
京都府　小原次男　挿し木により育苗 花期は5月－6月。

664 ベニバナヤマシャクヤク ボタン Paeonia obovata 北海道・本州・四国・九州・南千島・朝鮮半島・満州・樺太 熊本県　日野ひさ子　1997年 花期６月頃

799 ベニバナヤマシャクヤク ボタン Paeonia obovata 産地不明　出口聖子　1992年 ベニバナヤマシャクヤクの白花品。

858 ベニバナヤマシャクヤク ボタン Paeonia obovata 北海道・本州・四国・九州・南千島・朝鮮半島・満州・樺太 京都府　栽培･寄贈　赤松富子　2010年 花期６月頃

1036 ベニバナヤマシャクヤク ボタン Paeonia obovata 北海道・本州・四国・九州・南千島・朝鮮半島・満州・樺太 京都府　津軽俊介・澤田　徹　2010年6月5日 花期は6月頃。花色は、極淡い紅色～白色のものまで様々ある。

935 ヘビノボラズ メギ Berberis sieboldii 本州（中部地方西南部・近畿地方）・九州（宮崎県） 花期は5月。分布域の限られた、やや稀な植物。和名の由来は、葉の付
け根に着く長いトゲから。

263 ヘラシダ メシダ Deparia lancea 本州・四国・九州・琉球諸島・台湾・中国・インド 常緑性のシダ。
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726 ヘラノキ アオイ Tilia kiusiana 本州（紀伊半島および中国地方）・四国・九州 京都府　権藤啓子　2000年7月6日 花期７月

1030 ベンケイソウ ベンケイソウ Hylotelephium erythrostictum 本州･九州･朝鮮 不明 花期は9月頃。和名は、切り取って数日放置してもしおれず、またそれを
土に挿せば活着することから、その強さを“弁慶”に例えたとされる（牧野

481 ホウチャクソウ イヌサフラン Disporum sessile 北海道・本州・四国・九州・琉球諸島・中国・朝鮮半島・樺太・
南千島

竹内園長時代　経路不明 花期４月下旬－６月

128 ホウライカズラ マチン Gardneria nutans 本州(千葉県以西)・四国・九州・琉球諸島 京都府　津軽俊介・高橋　隆　採集日不明 花期６－７月

500 ホウロクイチゴ バラ Rubus sieboldii 本州(伊豆、紀伊半島以西)・四国・九州・琉球諸島・中国（南
部）

鹿児島県　彩園　登　採集日不明 花期３－５月

526 ホオノキ モクレン Magnolia obovata 北海道・本州・四国・九州・中国 竹内園長時代　経路不明 花期５－６月

975 ホクリクタツナミソウ シソ Scutellaria indica var. satokoae 本州（新潟県から鳥取県にかけての日本海側） 富山県　鳴橋直弘 花期は6月頃。本変種は、タツナミソウの変種コバノタツナミと同一視され
ていたが、2005年に新変種として記載された。

148 ボケ バラ Chaenomeles speciosa 中国 竹内園長時代　経路不明 花期３－４月

296 ボケ バラ Chaenomeles speciosa 竹内園長時代　経路不明 花期３－４月

1061 ホシダ ヒメシダ Thelypteris acuminata 本州（福島県・新潟県・関東地方以西）～琉球 自生由来と思われる 山野や路傍などに普通。暖地に多くしばしば群生する。和名は頂羽片
（葉の先端）を『穂』にたとえたとされる。（牧野1962）

871 ホソバイヌビワ クワ Ficus erecta f. sieboldii 本州（近畿地方以西）・四国・九州・琉球・済州島 不明 花期４－５月

1074 ホソバイヌワラビ メシダ Athyrium iseanum 東北地方～屋久島・朝鮮・中国 不明 夏緑性のシダ。春に出る葉はやや広がって胞子をつけず、夏に出る葉は
直立し胞子嚢群をつける。2回羽状複葉で、小羽片基部は対生し、先は
互生する。包膜は半月状か鉤状で膜質、全縁。

314 ホソバタブ クスノキ Persea japonica 本州(関東・中部以西)・四国・九州・琉球諸島・小笠原・台湾・
朝鮮半島（南部）・中国（南部）

竹内園長時代　経路不明 花期は4月－5月。別名ホソバタブ。

907 ホソバヒイラギナンテン メギ Berberis fortunei 原産地　中国中部（四川，湖北，浙江省） 不明 花期は9月頃。日本へは明治の初めごろ渡来したといわれ、庭などに植
えられる。2 ホタルカズラ ムラサキ Lithospermum zollingeri 北海道・本州・四国・九州・朝鮮半島・台湾・中国 京都府　津軽俊介・澤田　眞 花期４－６月

247 ホタルブクロ キキョウ Campanula punctata 北海道・本州・四国・九州・朝鮮半島・満州・中国・シベリア 大沢道孝（寄贈）　1981年3月26日 花期６－７月

382 ホタルブクロ キキョウ Campanula punctata 北海道・本州・四国・九州・朝鮮半島・満州・中国・シベリア 竹内園長時代　経路不明 花期６－７月

93 ボタン ボタン Paeonia suffruticosa 花期５月頃

885 ホトトギス ユリ Tricyrtis hirta 本州（埼玉県～東海道以西・福井県以南）・四国・九州 不明 花期８－１０月

478 ポポー バンレイシ Asimina triloba 竹内園長時代　経路不明 花期は4月－5月。果実は9月に熟し、橙黄色の粘質クリーム状で、甘味
が強く食べられる。ポポーノキ、ポーポー、アケビガキなどともよばれる。

297 ホンアジサイ アジサイ Hydrangea macrophylla f. normalis 不明 花期６－７月

1077 ホンカンゾウ ススキノキ Hemerocallis fulva 不明 花期７－８月

765 ホンシャクナゲ ツツジ Rhododendron japonoheptamerum var. hondoense 本州（新潟県西部以西）・四国（中北部） 竹内園長時代　経路不明 花期４－６月

1043 マイヅルソウ クサスギカズラ Maianthemum dilatatum 北海道・本州･四国･九州･千島･樺太･朝鮮･満州・東シベリア・
カムチャッカ･北アメリカ

北海道　出口聖子　1992年6月15日 花期は5月頃。和名は、葉脈の曲がり方を鶴が羽を広げた形に見立てた
ものとされる。（牧野1962）

990 マイヅルテンナンショウ サトイモ Arisaema heterophyllum 本州（岩手県以南）・四国・九州・南朝鮮・中国（浙江省余山）・
台湾

村田　源（寄贈）　2012年定植 花期は5月－6月。和名は、開花期の草姿を舞い上がった鶴に例えた。

354 マキエハギ マメ Lespedeza virgata 本州・四国・九州・琉球諸島・台湾・朝鮮半島・満州・中国 竹内園長時代　経路不明 花期８－９月

959 マスクサ カヤツリグサ Carex gibba 本州・四国・九州・朝鮮半島・中国（東北部） 不明 花期５－７月

387 マツカゼソウ ミカン Boenninghausenia albiflora var. japonica 本州(宮城県以南)・四国・九州；東アジア・東南アジア・南アジ
ア

竹内園長時代　経路不明 花期は8月－9月。マツカゼソウ属は、他に1種のみケマツカゼソウB.
albifloraが東南アジアにあって、マツカゼソウはその変種とされている。

802 マツムラソウ イワタバコ Titanotrichum oldhamii 琉球（石垣島，西表島）・中国（南部，台湾） 西表島産　京都府立植物園より　１９９９年９月２７ 花期７－８月

86 マネキグサ シソ Loxocalyx ambiguus 本州(神奈川県以西)・四国・九州 京都府　津軽俊介・澤田　眞　1993年4月12日 花期８－９月

356 マメザクラ バラ Cerasus incisa 本州(中部地方、関東地方) 竹内園長時代　経路不明 花期３月下旬－５月上旬

989 マメナシ バラ Pyrus calleryana var. dimorphophylla 本州（三重県，岐阜県，愛知県，長野県）、中国（中南部）・朝
鮮（中部以南）

三重県　葛山博次（寄贈）　2012年定植 花期は4月。別名をイヌナシという。日本では限られた地域にのみ隔離分
布する稀な植物。

788 マユミ ニシキギ Euonymus sieboldianus 北海道・本州・四国・九州・南朝鮮・樺太 不明 花期５－６月

223 マルバアオダモ モクセイ Fraxinus sieboldiana 北海道・本州・四国・九州・朝鮮半島 京都府　津軽俊介・澤田　實　1964年5月7日 花期４－５月

997 マルバアオダモ モクセイ Fraxinus sieboldiana 北海道・本州・四国・九州・朝鮮半島 不明 花期は4月－5月。

640 マルバウツギ アジサイ Deutzia scabra 本州(関東以西)・四国・九州 奈良県　三諸聖子・津軽俊介　1970年代後半 花期５月

522 マルバスミレ スミレ Viola keiskei 本州･四国･九州･朝鮮半島 津軽俊介　詳細不明 花期３－５月。別名ケマルバスミレ。

1012 マルバヌスビトハギ マメ Hylodesmum podocarpum 本州・四国・九州・朝鮮・中国・インド・ヒマラヤ 不明 花期は8月-9月。ヌスビトハギに近いが、頂小葉は広卵形-広倒卵形。

1054 マルバノキ マンサク Disanthus cercidifolius 本州（中部地方以西）・四国 長野県　津軽俊介ほか　1999年6月16日 花期は10月－11月。別名を“べにまんさく”という。紅葉が美しく、ときに
庭にも植えられる。

838 マルバヤブマオ イラクサ Boehmeria robusta 本州 不明 花期は8月－9月。メヤブマオとヤブマオの中間型で、本州の所々に出
る。亀岡市においては、それと思われる個体が比較的多く現れる。

114 マンサク マンサク Hamamelis japonica 本州・四国・九州 不明 花期２－５月

612 マンセンカラマツ キンポウゲ Thalictrum aquilegiifolium var. sibiricum 本州・四国・九州・朝鮮半島・満州・樺太・中国（北部）・シベリ
ア

京都府　津軽俊介・高橋　隆　1998年6月22日 花期６－８月

899 マンリョウ サクラソウ Ardisia crenata 本州（関東地方以西）・四国・九州・琉球・朝鮮・中国・台湾・イ
ンド

不明 花期７月

499 ミカエリソウ シソ Comanthosphace stellipila 本州(福井県以西) 竹内園長時代　経路不明 花期９－１０月

385 ミズタマソウ アカバナ Circaea mollis 北海道・本州･四国･九州･朝鮮半島･中国･インドシナ 竹内園長時代　経路不明 花期は8月－9月。和名は、果実を水玉に例えたものとされるが、実際に
水滴が付くと美しい水玉ができる。

274 ミズナラ ブナ Quercus crispula 樺太（南部）･北海道・南千島・本州・四国･九州・朝鮮半島・中
国（東北部）

竹内園長時代　経路不明
原木はナラ枯れにより枯死したため実生苗を栽培中

317 ミズバショウ サトイモ Lysichiton camtschatcensis 北海道・本州（兵庫県伊東）・千島・樺太・カムチャッカ・東シベ
リア

竹内園長時代　経路不明 花期は5月－7月。和名は、花序の後から伸びる大きな葉をバショウの葉
に例えたもの。

884 ミズヒキ タデ Persicaria filiformis 北海道・本州・四国・九州・琉球・朝鮮・満州・中国・インドシナ・
ヒマラヤ（カシミール）

自生由来と思われる 花期８－１０月

60 ミスミソウ キンポウゲ Hepatica nobilis var. japonica 本州(中部以西)・四国(小豆島)・九州(北部) 京都府　津軽俊介・村田　源　1994年4月25日 花期２－５月

960 ミゾコウジュ シソ Salvia plebeia 本州・四国・九州・朝鮮・琉球･台湾・マレーシア・中国･インド・
オーストラリア

京都府　津軽俊介ほか　採集日不明 花期は５月－6月。越年草。

1018 ミゾソバ タデ Persicaria thunbergii 北海道・四国・九州・朝鮮・中国・台湾・満州・アッサム・ウス
リー

雑水川畔に自生 花期は8月－10月。和名は、溝や用水路などでよく見られることから。

446 ミソナオシ マメ Ohwia caudata 本州(静岡県以西)・四国・九州・琉球諸島・台湾・中国・マ
レー・インド

竹内園長時代　経路不明 花期８－１０月

91 ミツデカエデ ムクロジ Acer cissifolium 北海道（南部）・本州・四国・九州（中部） 山形県　津軽俊介・高橋隆　1986年6月4日 花期は5月頃。雌雄異株の落葉高木。日本固有種。京都府レッドデータ
ブック（2015）では絶滅危惧種に指定されており、分布域は広いが個体数
は少ないとしている。秋には黄葉が美しい。

673 ミツバウツギ ミツバウツギ Staphylea bumalda 北海道・本州・四国・九州・朝鮮半島・中国 竹内園長時代　経路不明 花期５－６月

651 ミツバツチグリ バラ Potentilla freyniana 北海道・本州・四国・九州・朝鮮半島・中国（東北部・北部）・ウ
スリー・アムール

不明 花期は4月頃。草原や路傍などに生える多年草。ツチグリP. discolorに似
るが、小葉が3枚なのでこの名が付いた。ちなみにツチグリの和名は‘土
栗’の意味で、生のまま食べられる肥厚した紡錘状の根を栗に例えたも

ミツバフウロ フウロソウ Geranium wilfordii 北海道・本州・四国・九州・朝鮮半島・満州・中国・アムール 京都府　澤田　徹・赤松富子 花期７－１０月

886 ミツバベンケイソウ ベンケイソウ Hylotelephium verticillatum 北海道・本州・四国・九州・朝鮮・樺太・千島・カムチャツカ・中
国（西北部）

不明 花期８－９月

276 ミツマタ ジンチョウゲ Edgeworthia chrysantha 中国南部～ヒマラヤ 竹内園長時代　経路不明 花期は2月末－3月頃。
万葉集で柿本人麻呂が詠んだ「春さればまずさきくさの幸(さき)くあらば
後にも逢はむな恋ひそ吾妹（わぎも）」の‘さきくさ（三枝）’が、ミツマタの

590 ミツマタ ジンチョウゲ Edgeworthia chrysantha 中国（南部）～ヒマラヤ 京都府　津軽俊介・澤田　眞　1993年7月22日 花期は2月末－3月頃。鑑賞用および和紙の原料植物として、慶長年間
（1596－1615）に渡来したとされ、特に多く生産されたのは天明年間
（1764－1772）であるとされる（平井1996）。本州～九州の各地で栽培さ
れ、しばしば逸出・野生化している。

591 ミツマタ ジンチョウゲ Edgeworthia chrysantha 中国（南部）～ヒマラヤ 天恩郷の洗心池付近より移植した株（1994年枯死）の実生。
1995年定植

花期は2月末－3月頃。和紙の原料として有名で、ガンピDiplomorpha
sikokianaの代用原料として古くから栽培され、コウゾBroussonetia ×
kazinokiに次ぐ主要原料となっている。本種を原料とした日本の紙幣は、

368 ミミズバイ ハイノキ Symplocos glauca 本州(千葉県以西)・四国・九州・琉球諸島・台湾・中国・インド
シナ

和歌山県　竹内園長時代 花期は7月－8月。和名は、果実をミミズの頭にたとえ、ハイノキ（枝葉を
焼き灰から灰汁をとった）の一種であることから。

800 ミヤコアザミ キク Saussurea maximowiczii 本州（岩手県以南）・四国・九州・朝鮮半島・中国（東北部・内
蒙古）・ロシア沿海地方

京都府　津軽俊介・高橋　隆　1997年5月25日 花期は9月－10月。アザミとつくが、アザミの仲間Cirsiumではなくトウヒレ
ンSaussureaの仲間。開発などにより自生地が消滅するなど、日本各地
で絶滅の危険性が高まっている。京都府レッドデータブック（2015）では
絶滅寸前種に指定され、すでに絶滅種として取り扱う都府県もある。

924 ミヤコカナワラビ オシダ Arachniodes kiotensis nom.nud. 本州（石川県以南）・四国 不明 常緑性のシダ。日本固有種とされるが、未発表種。ホソバカナワラビに
比して葉柄は短く、葉が混みあって見える。

888 ミヤコザサ イネ Sasa nipponica 北海道（日高南部）・本州（太平洋側）・四国・九州 不明 花の周期は30-60年ともいわれる。

705 ミヤコヤブソテツ オシダ Cyrtomium yamamotoi 本州（関東地方以西）・四国・九州（南部を除く） 京都府　光田重幸　2002年6月14日 常緑性のシダ。

474 ミヤマアブラススキ イネ Spodiopogon depauperatus 本州(日本海沿岸) 不明 花期は6月－7月。“深山の油すすき”の意味。花序の中軸や枝から油気
油臭を発するアブラススキE. cotuliferとは別属だが、同属とする見解も

774 ミヤマウメモドキ モチノキ Ilex nipponica 本州（主として日本海側） 不明 花期６月

126 ミヤマカタバミ カタバミ Oxalis nipponica 本州（東北地方南部から中国地方）・四国・中国・ヒマラヤ 不明 花期は3月－4月。スギ林やブナ林、谷筋などに生える多年草。関東地方
南西部・東海地方東部・伊豆半島には、変種のカントウミヤマカタバミvar.
kantoensisiが知られる。

129 ミヤマカタバミ カタバミ Oxalis nipponica 本州（東北地方南部から中国地方）・四国・中国・ヒマラヤ 石川県　津軽俊介　1986年4月30日 花期は3月－4月。スギ林やブナ林、谷筋などに生える多年草。関東地方
南西部・東海地方東部・伊豆半島には、変種のカントウミヤマカタバミvar.
kantoensisiが知られる。

544 ミヤマカタバミ カタバミ Oxalis nipponica 小塙真理（寄贈）　1994年4月22日 花期は3月－4月。スギ林やブナ林、谷筋などに生える多年草。栽培品
は、ミヤマカタバミの八重咲き品。

1058 ミヤマガマズミ ガマズミ Viburnum wrightii 樺太（南部）・北海道・本州・四国・九州・朝鮮・中国 京都府　津軽俊介ほか　1993年9月24日 花期は5月－6月。和名にある『がまずみ』の語源は定かではない。

401 ミヤマシキミ ミカン Skimmia japonica 本州(関東以西)・四国・九州・台湾(高地) 新潟県　佐藤ヨシエ（寄贈）　1995年10月12日 花期は3月。山地の林内に生える常緑低木。葉にアルカロイドのスキミ
ン・スキミアニンを含み、農業用などの殺虫剤として使われる（三橋
1998）。葉表面の脈がへこむ品種ウチダシミヤマシキミf. yatabeiと、茎の
下部が這う変種ツルシキミvar. intermediaなどが知られる。

1013 ミヤマシラスゲ カヤツリグサ Carex olivacea subsp. confertiflora 北海道・本州・四国・九州 不明 花期は5月-7月。

709 ミヤマノコギリシダ イワデンダ Diplazium mettenianum 本州（新潟県・石川県・伊豆諸島・伊豆半島以西の暖地）・四
国・九州・琉球

常緑性のシダ。

1100 ミヤマフユイチゴ バラ Rubus hakonensis 本州・四国・九州・中国 京都府　澤田徹　2015年11月27日 花期は9月－10月頃。山地の林床や林縁などに生える常緑小低木。枝
の先端はつる状に伸びて根を下ろす。果実は11月頃、冬期に熟するの
で‘フユイチゴ’の名がある。

36 ミヤマベニシダ オシダ Dryopteris monticola 北海道・本州・四国・九州・朝鮮半島・中国（東北部）・ロシア
（東部）

夏緑性のシダ。

340 ミヤマヨメナ キク Aster savatieri 本州・四国・九州 花期５－６月

829 ミョウガ ショウガ Zingiber mioga 熱帯アジア原産　本州・四国・九州・中国（中部・南部） 不明 花期は8月－10月。古い時代に中国から渡来し、野生化したものと考え
られている。花穂は主に薬味として食されるが、根茎・茎・花穂などに薬
用有効成分を含んでおり、腎臓病・凍傷・神経痛などに効果があるとされ

375 ムカゴイラクサ イラクサ Laportea bulbifera 北海道・本州・四国・九州・朝鮮半島・中国 花期は7月－9月。山地の木陰に生える多年草。和名は、葉腋に球芽（む
かご）をつくることから。雄花序は葉腋から、雌花序は頂の葉腋から出て

423 ムクノキ アサ Aphananthe aspera 本州(関東以西)・四国・九州・朝鮮半島・台湾・琉球諸島(ま
れ)・中国(山東以南)

花期４－５月

104 ムクロジ ムクロジ Sapindus mukorossi 本州(中部以西)・四国・九州・済州島・琉球・台湾・中国・ネ
パール・インド

花期６月

197 ムサシアブミ サトイモ Arisaema ringens 本州(関東以西)・四国・九州・朝鮮半島（南部）・琉球諸島・台
湾・中国

花期３－５月

119 ムベ アケビ Stauntonia hexaphylla 本州(関東地方以西)・四国・九州・琉球諸島・朝鮮半島（南部） 花期４－５月

363 ムラサキシキブ シソ Callicarpa japonica 北海道・本州・四国・九州・朝鮮半島・満州・琉球諸島・台湾・
中国

花期６－８月

14 ムラサキツユクサ ツユクサ Tradescantia ohiensis 花期５－７月

113 ムレスズメ マメ Caragana sinica 竹内園長時代　経路不明 花期は4月頃。江戸時代文化年間（1804－1818）に伝来したとされ、鑑賞
用として栽培される。（清水2003）

309a メタセコイア スギ Metasequoia glyptostroboides 中国（四川省・湖北省） 竹内園長時代
京都大学農学部上賀茂試験地（国内導入初期）
アメリカの古生物学者チェイニー博士によるものと伝えられ
る。

花期は２－３月。落葉針葉樹。別名アケボノスギ。中国では水杉と表す。
三木　茂博士は、日本各地の新第三紀中新世～第四紀更新世（１千万
年～10万年前）の地層からでる化石からメタセコイア属を発表(1941)。絶
滅種と思われていたが、中国四川省磨刀渓（現湖北省）で生きたメタセコ
イアが発見(1943)・発表(鄭1948)されたことから、生きた化石と例えられ

309b メタセコイア スギ Metasequoia glyptostroboides 中国（四川省・湖北省） 竹内園長時代
京都大学農学部上賀茂試験地（国内導入初期）
アメリカの古生物学者チェイニー博士によるものと伝えられ
る。

花期は２－３月。落葉針葉樹。別名アケボノスギ。中国では水杉と表す。
三木　茂博士は、日本各地の新第三紀中新世～第四紀更新世（１千万
年～10万年前）の地層からでる化石からメタセコイア属を発表(1941)。絶
滅種と思われていたが、中国四川省磨刀渓（現湖北省）で生きたメタセコ
イアが発見(1943)・発表(鄭1948)されたことから、生きた化石と例えられ

1039 メハジキ シソ Leonurus japonicus 本州･四国･九州･琉球･台湾･朝鮮･中国･満州
北アメリカに帰化

花期は7月－9月。子供が茎を短く切り、まぶたに貼り付けて遊んでいた
ことから“目弾き”というとされる。（牧野1962）

839 メヤブマオ イラクサ Boehmeria platanifolia 北海道・本州・四国・九州・朝鮮半島・中国 不明 花期は８－１０月。アカソB. silvestriiとヤブマオB. japonicaの雑種起源と
考えられている。和名は雌ヤブマオの意味で、ヤブマオ類の中では、葉
が薄く花序が細いことによる。‘マオ’は、この仲間の中国名‘苧麻’から

344 モチツツジ ツツジ Rhododendron macrosepalum 本州(山梨県・福井県以西，岡山県まで)・四国(高知県東部・
徳島県・香川県）

竹内園長時代　経路不明 花期は普通4月－5月。低山の疎林や林縁に生える半常緑低木。和名
は、萼片に腺毛が密生し、ふれると粘ることに由来する。本種とヤマツツ
ジR. kaempferiの分布が重なるところでは、雑種ミヤコツツジR.×tectum
が見られるという。また本種を起源とする園芸品種も多い。

476 モミ マツ Abies firma 本州（秋田県・岩手県以南）・四国・九州（屋久島まで） 大本教祖出口王仁三郎の指示により、天恩郷に多く植栽され
た名残り。

花期は5月で、球果は10月に成熟する。常緑高木で、日本固有種。古く
はモムノキまたはオミノキともよばれ、万葉集（山部赤人）にも登場する。
モミはオミから転じたとされるが、語源は定かではない。材は建築・建具・
家具・器具・楽器・船舶・薪など、幅広く利用される。

980 モミジガサ キク Japonicalia delphiniifolia 北海道・本州・四国・九州 花期は8月－9月。若葉を食用とする。

897 モミジヒトツバ ウラボシ Pyrrosia polydactyla 台湾原産 常緑性のシダ。

390 ヤグルマソウ ユキノシタ Rodgersia podophylla 北海道・本州・朝鮮半島 花期６－７月

566 ヤダケ イネ Pseudosasa japonica 本州・四国・九州・朝鮮半島 花の周期は30-60年ともいわれる。築城の際に植え込まれたものと伝え
られる。670 ヤナギイノコズチ ヒユ Achyranthes longifolia 本州・四国・九州・中国 花期８－９月

495 ヤノネシダ ウラボシ Lepidomicrosorum buergerianum 本州(関東以西)・四国・九州・中国 常緑性。山麓などの林中の地上から岩上、樹木に登ることもある。葉身
は多型で、胞子嚢群のつかないほぼ三角形のものから披針形の胞子葉
まで様々、基部両側に耳形突起の出ることもある。

123 ヤブカンゾウ ススキノキ Hemerocallis fulva var. kwanso 北海道・本州・四国・九州・中国 不明 花期は6月－7月。和名にあるカンゾウは、中国名‘萱草’の音読み。
3倍体で結実しないことからも、中国原産のものが食用または薬用とし
て、古く渡来したものと考えられている。春に若芽を、和え物・汁物の具・
天ぷらなどにして食べる。花と根はそれぞれに薬用有効成分が含まれ、
解熱や利尿などの薬効が報告されている（三橋1998）。
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878 ヤブコウジ サクラソウ Ardisia japonica 北海道（西南部）・本州・四国・九州・トカラ列島・朝鮮半島・中
国

不明 花期は7月－8月。常緑小低木で、匍匐枝を長く伸ばして分枝する。伊豆
大島・九州南部・屋久島・台湾などでは、変種のホソバヤブコウジ
var.augsutaが知られる。APG分類体系となって、ヤブコウジ科はサクラソ

198 ヤブサンザシ スグリ Ribes fasciculatum 本州・四国・九州・朝鮮半島・中国 竹内園長時代　経路不明 花期は3月－4月。雌雄異株。中間温帯の山野に稀にみられる落葉低
木。亀岡市においても比較的稀な植物。液果は10月－11月頃に赤く熟
し、ホワイトリカーに漬けてハーブリキュールを作る。

598 ヤブサンザシ（♀） スグリ Ribes fasciculatum 本州・四国・九州・朝鮮半島・中国 京都府　津軽俊介・高橋隆　1993年11月11日 花期は3月－4月。雌雄異株。中間温帯の山野に稀にみられる落葉低
木。亀岡市においても比較的稀な植物。液果は10月－11月頃に赤く熟
し、ホワイトリカーに漬けてハーブリキュールを作る。

279 ヤブツバキ ツバキ Camellia japonica 本州・四国・九州・朝鮮半島南部 不明 花期１１－４月。近畿地方では３－４月が開花のピーク。

851 ヤブマオ イラクサ Boehmeria japonica var. longispica 北海道・本州・四国・九州・中国・朝鮮 自生 花期８－１０月

679 ヤブミョウガ ツユクサ Pollia japonica 本州（関東地方以西）・四国・九州・済州島・台湾・中国・インド
シナ

不明 花期７－９月

594 ヤブムラサキ シソ Callicarpa mollis 本州・四国・九州・朝鮮半島 京都府　渡辺宗安　1992年 花期は6月－7月。

850 ヤブラン クサスギカズラ Liriope muscari 本州・四国・九州・琉球・中国・朝鮮（南部） 自生由来と思われる 花期７－１０月

402 ヤブレガサ キク Syneilesis palmata 本州・四国・九州・朝鮮半島 京都府　津軽俊介・高橋隆　1993年4月5日 花期７－１０月

795 ヤブレガサ キク Syneilesis palmata 本州・四国・九州・朝鮮半島 京都府　津軽俊介・澤田　徹　2001年4月 花期７－１０月

181 ヤマアイ トウダイグサ Mercurialis leiocarpa 本州（日本海側と静岡県以西）・四国・九州・琉球諸島・朝鮮半
島・中国（中部と南部）・台湾・タイ・東ヒマラヤ・ネパール

不明 花期は主に3月－4月だが、長期にわたって咲き続ける。雌雄異株の多
年草。古くから染料とされ、天皇即位の御大典の小忌衣（おみごろも）
は、京都男山八幡宮に自生のヤマアイを使うのがしきたりとなっていると

352 ヤマアジサイ アジサイ Hydrangea serrata 本州(関東以西太平洋側)・四国・九州・朝鮮半島（南部） 竹内園長時代　経路不明 花期６－７月

704 ヤマアジサイ アジサイ Hydrangea serrata 本州（関東以西太平洋側）・四国・九州・朝鮮（南部） 京都府　津軽俊介・村田　源・高橋　隆　1999年7月6日 本種は装飾花のないタイプ。

1069 ヤマイタチシダ オシダ Dryopteris bissetiana 北海道（南端）・本州･四国・九州・朝鮮･中国 京都府　澤田　徹　2013年5月15日 常緑性で、山地の林床や林縁、村落の路傍や石垣にも生える。

1057 ヤマオダマキ キンポウゲ Aquilegia buergeriana 北海道・本州・四国・九州 不明 花期は6月－7月。和名は、花の形状をつむいだ糸を巻き取る道具『苧環
（おだまき）』に例えたものとされる。

1008 ヤマグチタニイヌワラビ メシダ Athyrium otophorum f. okanum 本州 不明 タニイヌワラビに似るが、羽片に2－3mmの柄が顕著で、裸葉小羽片の
基部が羽軸に沿着することがある。和名は山口県に産したことから。

338 ヤマグルマ ヤマグルマ Trochodendron aralioides 本州・四国・九州・朝鮮半島（南部）・台湾・中国（南部） 京都府　津軽俊介　採集日不明 花期５－６月

761 ヤマコウバシ クスノキ Lindera glauca 本州（関東以西）・四国・九州・朝鮮・中国 自生由来と思われる 花期４月

678 ヤマザクラ バラ Cerasus jamasakura 本州（関東地方以西）・四国・九州・朝鮮 自生 花期３－４月

846 ヤマジノホトトギス ユリ Tricyrtis affinis 北海道・本州・四国・九州 不明 花期８－１０月

200 ヤマシャクヤク ボタン Paeonia japonica 北海道・本州･四国･九州 京都府　津軽俊介･高橋　隆　1993年4月5日 花期は4月。日本固有種。おもに落葉広葉樹林内に生える多年草。
各都道府県で絶滅が危惧されており、環境省レッドデータブック（2014）
では準絶滅危惧（NT）に、京都府レッドデータブック（2015）では準絶滅危
惧種に指定されている。

489 ヤマシャクヤク ボタン Paeonia japonica 北海道・本州･四国･九州 竹内園長時代　経路不明 花期は4月。日本固有種。おもに落葉広葉樹林内に生える多年草。根か
ら抽出される成分には様々な薬効が認められ、漢方として服用する（三
橋1998）。和名は‘山に生えるしゃくやく’の意味で、中国名（漢名）‘芍葯’

488 ヤマタツナミソウ シソ Scutellaria pekinensis var. transitra 北海道・本州・四国・九州・朝鮮半島 三諸聖子・津軽俊介　詳細不明 花期５－６月

1060 ヤマトキホコリ イラクサ Elatostema laetevirens 北海道・本州・四国・九州 不明 花期は８月－10月。和名にあるトキは『時々』、ホコリは『繁る』を意味す
るとされる。（牧野1962）

692 ヤマハゼ ウルシ Toxicodendron sylvestre 本州(東海道以西)･四国･九州・朝鮮・琉球・台湾・中国 不明 花期５－６月

377 ヤマハタザオ アブラナ Arabis nipponica 北海道・本州・四国・九州・朝鮮半島・満州・南千島 不明 花期は6月－7月。和名は、高く直立する草姿を“旗竿”に例えたもの。

819 ヤマハッカ シソ Isodon inflexus 北海道・本州・四国・九州・朝鮮・満州・中国 京都府　津軽俊介ほか　2004年10月14日 花期９－１０月

468 ヤマブキ バラ Kerria japonica 北海道（中南部）・本州・四国・九州・中国（中南部） 竹内園長時代　経路不明 花期は4月。低地山地に生える落葉低木。庭園や公園などで、広く栽培さ
れる。大田道灌（1432‐1486）が、古歌「七重八重花は咲けども山吹の実
のひとつだになきぞ悲しき｣に学んだという逸話は有名だが、果実はつけ
る。八重咲きのものは果実をつけず、ヤエヤマブキf. plenaという一品種。

ヤマブキショウマ バラ Aruncus dioicus var. kamtschaticus 北海道・本州・四国・九州・北半球に広く分布 京都府　澤田　徹・赤松富子

53 ヤマブキソウ ケシ Hylomecon japonica 本州・四国・九州・中国 広島県　津軽俊介　1986年5月9日 花期４－６月

540 ヤマブキソウ ケシ Hylomecon japonica 本州・四国・九州・中国 花期４－６月

234 ヤマボウシ ミズキ Cornus kousa 本州・四国・九州（屋久島まで）・朝鮮半島 京都府　津軽俊介　採集日不明 花期は5月―6月頃。和名は‘山法師’の意味で、丸い花序を坊主頭に、
また白い総包片を頭巾に見立てたものとされる。果実は甘くて食べられ
るので、ヤマグワと呼ぶ地方も多いという。（牧野1962）
材は主に器具や薪に使うが、重硬であることからカシ材の代用ともなる。
（平井1996）

845 ヤマホトトギス ユリ Tricyrtis macropoda 本州（中部地方以西）・四国・九州・朝鮮・中国（中部） 不明 花期７－９月

840 ヤマモモ ヤマモモ Morella rubra 本州(関東および福井県以西)・四国・九州・琉球諸島・朝鮮半
島（南部）・台湾・中国・フィリピン

春陽閣建設（１９６１年）後に植栽されたものと思われる

70 ヤマヤブソテツ オシダ Cyrtomium fortunei var. clivicola 日本全土・中国 京都府　津軽俊介・高橋　隆　1993年4月5日 常緑性のシダ。

752 ヤマユリ ユリ Lilium auratum 本州（近畿地方以北）また九州・北海道に帰化 天恩郷はがくれ居の庭より移植　産地不明 花期７－８月

447 ヤマラッキョウ ヒガンバナ Allium thunbergii 本州(栃木県以西)・四国・九州・琉球諸島・台湾・朝鮮半島・南
満州・中国

不明 花期は10月頃。ネギ属は、エングラ―の分類体系ではユリ科とされてい
たが、APG分類体系ではヒガンバナ科Amaryllidaceaeに分類された。

392 ユウスゲ ススキノキ Hemerocallis citrina var. vespertina 北海道・本州・四国・九州 竹内園長時代　経路不明 花期７－９月

1088 ユウスゲ ススキノキ Hemerocallis citrina var. vespertina 本州（南西部）・四国・九州 京都府　赤松富子　2015年頃 花期は7月頃。和名は、夕方に開花すること、また葉をスゲ類に例えたも
の。別名を‘キスゲ’ともいう。丹後半島の沿岸部には比較的多いが、京
都府レッドデータブック（2015）では準絶滅危惧種に指定されている。

254 ユキグニミツバツツジ ツツジ Rhododendron lagopus var. niphophilum 本州(秋田県南部から鳥取県東部までの日本海側、近畿地方
では瀬戸内海側まで)

石川県　竹内雅和・竹内祝子　1989年4月22日 花期４月下旬－５月中旬

537 ユキザサ クサスギカズラ Maianthemum japonicum 北海道・本州・四国・九州・朝鮮半島・中国・ウスリー・アムー
ル

不明 花期は5月頃。マイヅルソウ属の植物で、この仲間は北半球に約40種、
日本に6種が知られている。似た植物にハルナユキザサM. robustumが
あるが、こちらははるかに壮大。（大橋他2015）

330 ユキツバキ（中の島植栽はユ
キバタツバキ）

ツバキ Camellia rusticana 本州(秋田県から滋賀県北部)日本海側 富山県　作田勇平（寄贈）　昭和27－28年

582 ユキツバキ ツバキ Camellia rusticana 本州(秋田県から滋賀県北部)日本海側 石川県　津軽俊介ほか　1990年4月19日 花期４－５月

1042 ユキノシタ ユキノシタ Saxifraga stolonifera 本州･四国･九州･中国 不明 花期は5月－6月。“雪の下”とは、白い花を雪にたとえ、その下に見える
葉の様子を表現したものとされる。（牧野1962）

1035 ユキバタツバキ ツバキ Camellia × intermedia ヤブツバキとユキツバキが分布上近接している地方に現れ
る。

ユキツバキ（植栽No.582）の苗に混入していたと考えられる 花期は3月－4月。過去はヤブツバキの変種とされていたが、ユキツバキ
との雑種とされた(Fl. Jap. 2a,2006)。

826 ユキミバナ キツネノマゴ Strobilanthes wakasana 本州（福井県・滋賀県） 若杉孝夫・鳴橋直弘　1993　type 花期は長く、9月－12月頃まで。花の様子は同属のスズムシバナS.
oliganthaににているが、茎や葉に毛が多く、茎は長く匍匐し、葉も小型。
1992年に発見され、新種として記載された（若杉・鳴橋1993）。栽培品は
タイプ株から増殖したもの。

637 ユキモチソウ サトイモ Arisaema sikokianum 本州（奈良県、三重県、静岡県）・四国 徳島県　片山（名不明）　1987 花期４－５月

339 ユキヤナギ バラ Spiraea thunbergii 本州(関東以西)・九州・中国(中西部) 竹内園長時代　経路不明 花期５－６月

597 ユキヤナギ バラ Spiraea thunbergii 本州(関東以西)・九州・中国(中西部) 京都府　津軽俊介・高橋　隆　1995年4月18日 花期５－６月

59 ユキワリイチゲ キンポウゲ Anemone keiskeana 本州(近畿地方以西)・四国・九州 京都府　津軽俊介・高橋　隆　1995年4月18日 花期１－４月

967 ユクノキ マメ Cladrastis shikokiana 分布　本州（関東・中部・富山県以西 ※神奈川・伊豆半島を
除く）･四国･九州（熊本県以北）

京都府　津軽俊介・澤田　眞　1993年9月16日（種子） 花期は6月－7月。日本固有種。別名をミヤマフジキという。同属のフジキ
C. platycarpaに似るが、花がより大きい。白井光太郎（植物病理学者
1863 -1932）がユクノキはフジキの方言と報じたものを、牧野富太郎
（1862 -1957）が取り違えてミヤマフジキの方言として学会に発表してし
まったという（平井1996）。語源について牧野は、‘雪の木’が転じたもの

822 ユズリハ ユズリハ Daphniphyllum macropodum 本州（中南部）・四国・九州・南朝鮮・中国（中部） 不明 花期４－５月

66 ユリワサビ アブラナ Eutrema tenue 本州・四国・九州 京都府　津軽俊介・高橋　隆　1993年4月5日 花期３－５月

596 ヨコグラノキ クロウメモドキ Berchemiella berchemiifolia 本州・四国・九州・朝鮮半島・中国 兵庫県　高橋　隆・澤田　眞　1993年10月31日 花期６月

1023 ヨメナ キク Aster yomena 本州・四国・九州 自生由来と思われる 花期は7月－10月。山野に普通で、若葉を食用とする。コヨメナとオオユ
ウガギクの雑種起源であるとの説もある。

290 ラクウショウ スギ Taxodium distichum 北アメリカ（東部） 竹内園長時代　　京大農学部上賀茂試験地より 花期４－５月

516 ラショウモンカズラ シソ Meehania urticifolia 本州･四国･九州･朝鮮半島･満州 竹内園長時代　経路不明 花期４－５月

1020 リュウノウギク キク Chrysanthemum makinoi 本州（宮城県南部・新潟県以西）・四国・九州（宮崎県） 京都府　赤松富子　2003年10月31日 花期は10月－11月。特に石灰岩地に多いとされる。亀岡市においては、
生育地の環境変化（特に人為的な）により急速に減少傾向にある。和名
は、茎葉に含まれる揮発油の香りが、香料の龍脳（主成分ボルネオー
ル。熱帯降雨林に分布するリュウノウジュDryobalanops sumatrensisから
採取（堀田他1989）。）に似ることにちなむ。

769 リュウビンタイ リュウビンタイ Angiopteris lygodiifolia 伊豆諸島・伊豆半島・東海地方・紀伊半島（南部）・四国（南
部）・九州（南部以南）・琉球

川県　竹内雅和・竹内祝子　採集日不明 常緑性のシダ。

895 リョウメンシダ オシダ Arachniodes standishii 北海道から九州（※最南端を除く）までの日本各地・済州島・
鬱陵島

竹内園長時代　経路不明 常緑性のシダ。

908 リンドウ リンドウ Gentiana scabra var. buergeri 本州・四国・九州・奄美諸島 不明 花期は9月－10月頃。日本の固有植物。リンドウ科の日本固有植物は、
17種1亜種10変種が知られている（加藤・海老原2011）。東海から関西地
方の湿地には、葉が線形になるホソバリンドウf. stenophyllaが見られる

329 リンボク バラ Laurocerasus spinulosa 本州(関東以西)・四国・九州・琉球諸島・台湾 不明 花期９－１０月

398 ルイヨウボタン メギ Caulophyllum robustum 北海道・本州・四国・九州・南千島・サハリン・ウスリー・朝鮮半
島・中国

京都府　津軽俊介　採集日不明 花期は4月－5月頃。和名は‘類葉牡丹’の意味で、葉の形状に由来する
ものとされる。京都府レッドデータブック（2015）では準絶滅危惧種に指定

327 レンゲツツジ ツツジ Rhododendron molle subsp. japonicum 北海道(西南部)・本州・四国・九州 不明 花期５－６月

7 レンプクソウ ガマズミ Adoxa moschatellina 北海道・本州・九州・北半球温帯 京都府　西村玲子 花期３－５月

32 レンプクソウ ガマズミ Adoxa moschatellina 北海道・本州・九州・北半球温帯 京都府　津軽俊介　1993年3月20日 花期３－５月

56 レンプクソウ ガマミズ Adoxa moschatellina 北海道・本州・九州・北半球温帯 京都府　高橋　隆・澤田　眞　1991年4月4日 花期３－５月

294 ロウバイ ロウバイ Chimonanthus praecox 中国（中部） 竹内園長時代　経路不明 花期１２－２月

167 ワサビ アブラナ Eutrema japonicum 本州・四国・九州 竹内園長時代　経路不明 花期３－６月

797 ワニグチソウ クサスギカズラ Polygonatum involucratum 北海道・本州・四国・九州・朝鮮・中国（東北部・北部）・ウス
リー

不明 花期５－６月

568 ワラビ コバノイシカグマ Pteridium aquilinum subsp. japonicum 日本全土（※小笠原を除く）・台湾・北アメリカからヨーロッパに
かけての温帯・アジアの温帯から暖帯

竹内園長時代　経路不明 夏緑性のシダ。

656 ワレモコウ バラ Sanguisorba officinalis 北海道・本州・四国・九州・朝鮮半島・中国・ロシア・ヨーロッ
パ・北アメリカ

不明 花期は8月－9月頃。漢名は‘地楡’といい漢方名でもある。ワレモコウの
名は奈良時代には登場し、‘吾の木香’の意味（牧野1962）であるという。
ただし本来‘木香’とは、主にキク科モッコウSaussurea lappa（インド原
産）や云木香S. costus（中国原産）をいう。なぜ本種に‘木香’の名がつ


